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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















　走り疲つかれて思わず立ち止まり、電柱に寄りかかった。

　ぜいぜいと乱れる息を整えようとして胸に手を当てる。

「最悪……」

　逃にげ出して来たはいいが、行く当てもない。そもそも、ここがどこら辺なのかすらよく分からない。

　ぽつりぽつりと雨が降り出して、立ち止まる体にも当たった。乾かわいたアスファルトにいくつも水玉を作っていく雨あま粒つぶを見ながら、雨に追い立てられるようにのろのろと歩き出す。

「雨まで降るのかよ」

　今回ばかりは、自分の生き方を呪のろわないわけにはいかなかった。

　適当な相手と気分次し第だいでつきあって、飽あきたら別の相手に乗り換かえる。そんな恋れん愛あいばかりしてきた罰ばちが当たったのかもしれない。

「今いま更さら後こう悔かいしても遅おそいけど…」

　本気の恋愛なんて面めん倒どうで、相手が本気になったら逃げ出していた。自分でも、本気になりそうな相手とはつきあわないようにしていた。

　誰だれかに束そく縛ばくされたり、必要以上に干かん渉しようされたりするのなんて真っ平だ。

　今までは結構うまくやっていたつもりだけれど、今回はいつものように立ち回れなかった。力ずくで来られたら、流石さすがに太刀たち打うちできない。

「非力な自分が恨うらめしいぜ」

　とぼとぼと歩いていると、住宅街の向こうに公園が見えた。

　雨をしのげる場所があるかもしれないと思い、俺は少し早足にそちらに向かう。

　胸の高さ程度の緑色のフェンスに囲まれた公園は思ったよりも大きく、いくつかあるカラフルな遊具の間を縫ぬうように遊歩道がある。

　もうすぐ日付が変わろうという時間だし雨が降る暗い公園には、俺以外誰一人としていなかった。

　───これからどうしようか。

　それを考えたくて、とりあえず俺は雨あめ露つゆがしのげて追っ手の心配をしなくていいような、外から見えない場所を探した。

　遊具のうちの一つに、ちょうどその条件に合いそうなやつがある。

「とりあえず、避ひ難なんするか」

　俺はそう呟つぶやいて、水色のゾウの形をした遊具に近づいた。

　背中が階段、鼻の部分が滑すべり台になっている。その滑り台の裏側の口にあたる部分は大きな穴が空いていて、中に入れるようになっていた。子供が二、三人入れる程度の広さがある。

　その中に座って、俺はジーンズのポケットに入れていた財さい布ふと携けい帯たいを取り出す。

「今夜の宿を探さないとな」

　以前、居い候そうろうさせてもらったこともある一番仲のいい友人の山やま城しろ祐ゆう介すけに掛かけてみたが、何回コールしても電話に出やしない。

「あ、そっか。仕事中なのか」

　深夜シフトのある店で働く美容師の祐介にこれ以上電話をしても、無む駄だだろう。それに前回の相手の時に、同じような理由で散々迷めい惑わくを掛けているので、再び泊とめてもらえるとも思えない。

『計画性って言葉を覚えてから連れん絡らくしてこい』

　祐介には、そんな風に怒ど鳴なられたことがある。そもそも今回の相手とつきあうことを、祐介は賛成していなかった。きっと、こうなることを見み越こしていたのだろう。

　あいつはいつだって正しいけれど、俺は正しいばっかりじゃ生きられない。

「どうするかなぁ…」

　あきらめて別の友人に掛けようと思ったが、夏休み中のせいであいにくみんな里帰り中だったり、旅行中だったりだ。かと言って、親と同居している奴やつのところに転がり込むのは気まずい。

　大学が夏期休きゆう暇かに入っていなければ、数日の宿を確保するぐらいは簡単だったのにと、俺はため息を吐ついた。

「秋あき人とのマンションは……駄目だよなぁ」

　弟の秋人は、恋こい人びとの木き崎ざき智とも也やと同どう棲せい中だ。つきあって何ヶ月のラブラブなところに土足で踏ふみ込めるほど俺も無神経じゃない。その上、俺は智也とつきあっていたこともあるのだ。

　数ヶ月前、俺は智也との交際中に浮うわ気きをした。それで智也がぶちキレたので、俺はいつもの如ごとく勝手に別れを切り出して、雲くも隠がくれをしたのだ。

　その間色々あって、智也は俺の代わりに秋人を人ひと質じちのように捕とらえて軟なん禁きん状態だったようだが、今は智也の秋人への熱愛ぶりが傍はたで見ていてもよく分かる。

『いつか本当に好きな相手ができたら、そいつになら抱だかれてやってもいいかもな』

　俺とつきあっている時に、智也がそう言ったことがあった。よく考えれば失礼な話だ。俺は智也に抱かれる側だったから、あいつにとって本当に好きな相手ではなかったわけだ。

「ま、俺もそういう相手を選んでつきあってるんだけどな」

　自分に本気にならないような、自分が本気にならなくて済むようなそんな相手。

　智也と秋人のところが駄目となると、もうどこも思い当たるところがない。かと言って実家にも帰れない。性せい癖へきをカミングアウトしたせいで、親父おやじとの仲はどこかぎこちないままだ。顔を合わせていると、親父は思い出したように説教を始めるし『俺は息子むすこをオカマに育てた覚えはない！』と怒鳴られたこともある。

　昔から俺は、言い聞かせられて考えを改めるような殊しゆ勝しような性格ではなかった。それは親父だって分かっているはずだ。いくら説教されたって、俺の性格や性癖が簡単に直るわけがないのだから、親父もいい加減あきらめてくれたらいいのにと思う。

　だけど未いまだに、俺が男を好きになったり、男に抱かれたりすることがどれだけ異常なことかを懇こん々こんと語ってくる。それが、常識のある世間一いつ般ぱんの親の反応なのかもしれないけれど。

「分かってるって。そんなの」

　確かに自分の息子が男を好きだなんて言い出したら、大たい抵ていの親は説教を始めて改心を迫せまるだろう。

　でも、決して目くじら立てる程ほどのこととは俺には思えない。

　俺にとって、恋愛は全部遊び。今は男も女も適当に食い散らかしているけれど、時期が来たらきっと普ふ通つうに女と結けつ婚こんして家庭を築くだろう。

　だから、男とつきあったり、寝ねたりしているのは単なる遊びでしかないんだ。前につきあったことのある男も『男同士の恋愛で本気になるなんてばからしい。同性のほうが遊びに向いてるからつきあってるだけ』『男同士なんてそんなもの』と言っていた。本気で好きになった初恋の男なんか『世間に認めてもらえない相手と本気でつきあえるわけがない』とまで言っていたくらいだ。

　親父もそれを理解してくれればいいのに、どうして分かってくれないんだろう。

「親父は頭固いからなぁ」

　携帯をしまって財布の中を見ると、数枚の千円札と小こ銭ぜにが少しだけ入っていた。

「はぁ…」

　思わずため息が漏もれる。

　銀行のキャッシュカードもあるが、預金の残金は確か四桁けただ。月末には仕送りが入金されるだろうが、それにしたって新しく家を借りるための金額には程遠い。

「どうしよう……」

　夏とはいえ、冷たい雨のせいで体はすっかり冷えてしまっている。俺は肌はだ寒さむさから身を守るようにして、曲げた膝ひざにあごを乗せて膝を抱かかえた。

　そもそも、俺がどうしてこんな目に遭あわなくちゃならないんだろう。

　智也の後につきあった男も、粘ねん着ちやく質しつで暴力的だった。その時は、偶ぐう然ぜんその場に居合わせた祐介を巻き込んでの乱らん闘とうになった末にようやく片づいたけれど。あの後、散々『反省しろ』『いい加減にしろ』と祐介に説教され、殴なぐられたことを今でもよく覚えている。

　なのに、また似たような状じよう況きように陥おちいっている。

「学習してないなぁ、俺。つきあった時はこんな風になるなんて思わなかったんだけどなぁ」

　ついさっきまで俺を監かん禁きんしていた富とみ沢ざわ浩こう一いちとは、同性愛者が集まるバーで知り合った。集まるといっても、明らかに普通の客のほうが多い。経営者が同性愛者なのでそういった輩やからが集まりやすいのだろう。だけど、公表されているわけではないので、同類が集まっていると知っているのはおそらく本当の同性愛者だけだ。

　俺は適当に寝る相手が欲しくなるとそこに行く。

　女としたい気分の時も、そのバーで適当に引っかけている。

「もう、二ヶ月になるのか……？」

　それとももっと前だったか。

　浩一はカウンターの隅すみで、手持ちぶさたにちびちびとカクテルか何かを飲んでいた。

　声を掛けたのは俺からだったはずだ。ちょっと顔が良くて好みだったし、金持ってて遊び慣れてそうな男に見えたせいもあるかもしれない。

　なんて声を掛けたかは覚えていないけれど、その日のうちに浩一をどこかのホテルに誘さそって寝たことは覚えている。

　当たり前のようにセックスして、終わった後すぐに『つきあってくれないか』と頼たのまれた。

　その時は、祐介の家に居候していて肩かた身みが狭せまかったし、浩一から一人暮らしだということを聞いていたので、それを幸いに思って同棲を条件につきあうことを承しよう諾だくしたんだけど。

「それが間ま違ちがいだったんだよな」

　いつも同じようなことをやっている。だからいつも、同じような結果になる。

「結局、俺って一人に決めたりできないタイプなんだろうなぁ」

　浩一は常に俺の携帯をチェックしたがったし、それを断るとあからさまに不ふ機き嫌げんになって、ありもしない不ふ貞てい疑ぎ惑わくを向けたりした。俺はそれが耐たえられなくて、あまり家にいなくなったのだが、そのことがさらに浩一を不ふ愉ゆ快かいにさせたようだ。

　浩一は、面おも白しろい性格でもアクティブなタイプでもない。だから浩一との恋れん愛あいに飽あきて、俺がいつもみたいにまた浮気を始めるのに時間はかからなかった。

　医者という仕し事ごと柄がら、浩一はあまり家にはいなかったから、うまく立ち回ればバレずにすむし、追い出されて住む場所を失わなくてすむ。なのに何回目かの浮気の時に、相手が俺の首筋に付けたキスマークのせいで、浩一に浮気がバレるハメになったのだ。

　そのときには気持ちはもう完全に冷めていて、俺はバレてもいいと思っていた。だけど特に言い訳もしなかったことが、浩一の怒いかりに拍はく車しやをかけてしまったらしい。

「あのときは殺されるかと思ったな」

　二度とするな、と脅おどされた。殴られもしたけれど女じゃないから、そんな程度でピーピー泣いたりしない。

　その日から浩一のチェックはより厳しくなって、要求されても携帯を見せないと俺を殴ることもあった。

　別れようと口にしたのは、そのせいだ。浮気した俺が悪いのは分かっているけれど、俺はどうせまた浮気をするだろう。そのたびに殴られたり怒鳴られたりしたらたまらない。

　もともと、浩一のことがすごく好きだったわけじゃないから未練もなかった。

「……我ながら冷たいとは思ったけどさ」

　俺はそっと、今日殴られたばかりの腹をさする。

　別れたいと口にした途と端たん、殴られて蹴けられて、あっという間にベッドのパイプに両りよう腕うでを縛しばり付けられた。そして、冗じよう談だんだろと呆ぼう然ぜんとした俺に対して浩一は『君はもう部屋から出ないほうがいいね』と言ったのだ。

　浩一は、縛られたせいで耳をふさぐことも、どこかに逃にげることもできない俺に延々と説教をし、自分がどれだけ俺を愛しているか、俺がどれだけ浩一を傷つけたかを切々と口にした。五、六時間は続いたと思う。

　それがようやく終わったのは、浩一の携けい帯たいが鳴り出したからだった。担当している患かん者じやの容態が急変したため、病院から呼び出されたらしい。浩一は舌打ちをしてから出かける準備をして、もう一度俺の手を縛るロープのきつさを確かめると、『逃げ出したら殺してやるからな』と口にして家を出ていった。

「って言われて、逃げ出さない馬ば鹿かがどこにいるよ」

　俺は今も赤くなっている手首をさする。

　きつく縛られていたロープをどうにか歯を使って解ほどき、俺は財さい布ふと携帯だけを手にして、浩一が戻もどってくる前に急いで家を飛び出してきた。もともと、浩一の家には大した荷物は持ち込んでいない。大半は入らなくて、使っていないサークルの部室に無断で押し込んでしまった。

　だけど、俺の唯ゆい一いつの財産であるバイクはまだ浩一の家にある。

　鍵かぎが見つからなかったんだ。おそらく浩一は俺が逃げることを危き惧ぐして隠したんだと思う。だとしたら、浩一が物を隠す場所は決まっている。

「きっと洗面台の下だ」

　今なら分かるが、さっきは冷静になれず鍵を見つけることができなくて、あきらめて出てきてしまった。だけど在あり処かが分かったからといって、今いま更さら取りに戻るようなマネはできない。もう浩一が病院から帰ってきてもおかしくないくらい時間が経たっている。

　もしかしたら今いま頃ごろは、俺のことを捜さがし回っているかもしれない。

「これからどうしよう……」

　呟つぶやけば、自分の状況がいかに切せつ羽ぱ詰つまったものかを再さい認にん識しきさせられる。

　どこかに行くにしても、もうすぐ終電の時間だ。だからと言って、ここから駅までどう行ったらいいのかも分からない。

　野宿するにしてもこのままじゃ風邪かぜを引いてしまいそうだし、と困り果てて俺はため息を吐つく。

「お腹なかすいたなぁ」

　今日は朝から何も食べていない。もともと朝は食べない主義だけれど、浩一につかまっていたせいで、今日は一日中、水すら飲めていなかった。ぐー、とお腹が鳴って余計惨みじめな気分になる。

　───なんか温かいもの食べたいなぁ。

　そう思いながら、ふと感じた気配に顔を上げると、目の前に大きな犬がいた。

「わっ」

　思わず後ろに下がると、その犬は可愛かわいらしく小首を傾かしげる。

　すると、横から同じ顔の犬がもう一匹ぴき現れた。どうやら二匹とも同じ種類らしい。毛色は違うが、顔はかなり似ている。

「お前たち、どこから来たの？」

　声を掛かけると、しっぽを振ふって近づいてくる。

　体は大きいが、獰どう猛もうな感じは全くない。俺が手を伸のばして頭を撫なでてやると、嬉うれしそうに更に体を近づけてきた。

「きれいな犬だなぁ」

　金色と銀色のそれぞれの毛並みは夜でも輝かがやいていて、毛の一本一本が指の間をさらさらと滑すべり落ちていく。全体的にスマートな体形をしていて、どことなく普ふ通つうの犬にはない気品が感じられた。

「心もとないから一いつ緒しよにいてくれる？」

　犬が二匹いれば、浩一に見つかった時に何かしらの時間稼かせぎになるかもしれない。それに、くっついていれば暖かいし便利だ。

　だけど冗談交じりにそう考えながら犬を抱だきしめた俺は、二匹につけられた首輪の存在に気がついた。よく見ると、首輪の先にはリードもある。

「なんだ飼い犬か。もしかして迷子なの？　それとも俺みたいに逃げてきたとか？」

　確かに、こんなにきれいな犬が野の良ら犬いぬというのはおかしい。

　首輪は高そうな茶色い革かわで出来ており、それぞれ毛並みの色と同じ色のプレートがついている。銀色のほうには『ドルチェ』、金色のほうには『ピアチェ』とプレートに名前が彫ほり込まれていた。

「〝優やさしく柔やわらか〟に、と〝楽しく喜び〟なんて、良い名前だな」

　それにしても高そうな犬だ。どう考えても日本の品種ではない。つまり飼い主は金持ちってことだろうか。

「ドルチェ！　ピアチェ！」

　突とつ然ぜん聞こえたその声に、犬たちはぴくりと耳を少し動かして顔を上げる。しかし、特にその声に応こたえるつもりはないようだ。飼い主を無視するかのように、全く動こうとしない。

　あまり懐なつかれていないのかもしれないと、飼い主を不ふ憫びんに思いながら、俺はもぞもぞと穴から這はい出て、犬たちのリードを手に立ち上がる。

　見れば、足早にこちらに近づいてくる傘かさを手にした長身の男がいた。散歩中の犬に突然逃げられて、慌あわてて捜しているといった風ふ情ぜいだ。

「この犬のこと？」

　からかうように声を掛けると、男は薄うすぼんやりとした街灯の下にいる俺に気づき、こちらを見る。だけど、笑ってやろうと思ったのに、街灯の下に男が来たその瞬しゆん間かん、俺は思わずその顔に見み惚とれてしまった。

「……っ」

　なんて、きれいな顔をしているんだろう。長身で、均きん斉せいの取れたスタイル。黒い前まえ髪がみの間から覗のぞく目は切れ長で理知的。意志の強そうな鋭するどい目をしている。

　なんだろう…どっかで会ったような気がするんだけど、気のせいかな？　ま、見たことがあったら、こんなにも好みの顔の男を忘れるわけがないか。

「お前……」

「…？」

　犬を渡わたそうとして近づくと、男は俺を見て驚おどろいたように目を見張る。

　……やっぱり、会ったことがあるんだろうか？

　俺は顔を覚えるのが得意なほうだ。一度会ったことがある相手なら、大たい抵ていは覚えている。なのに珍めずらしいことに、男の顔は見たことがあるようなないようなそんな曖あい昧まいな印象しかない。

「春はる樹き」

　男がぽつりと呟くように言う。

「え…？」

　どうして俺の名前を知っているんだと思いながら、再び男と視線を合わせる。すると男は、表情を消して俺を一いち瞥べつした。

「覚えてないんだな」

「どっかで会ってるの？　俺たち」

「……ああ」

　男は答えながら俺の手からリードを受け取る。

　その瞬間触ふれた男の手は、冷たそうな外見に似合わず温かかった。

　見れば見るほどいい男だ。こんな男がどうして俺の名前を知っているんだろうか。記き憶おくの底をひっくり返しても、どうしてもどこで会ったのか、誰だれなのかを思い出せない。

　こんないい男、一度会ったら絶対に忘れないと思うのに。

「そうなんだ？　ごめん、ちょっと思い出せないんだけど、名前聞いてもいい？」

　せめて名前を聞けば、何かを思い出すかもしれない。

　最低でも五歳は年上だろうから、大学関係の人間ではないだろう。だとしたらバイト先だろうか。今までいろんなところを転々としていたから、そっちの確率が高そうだ。友達の友達、というルートも考えられる。まさか寝ねた相手……じゃないよな。それなら、忘れる確率は殆ほとんどゼロに等しいはずだ。

「岩いわ倉くら上総かずさだ。でも、君は俺の名前を知らなかったはずだ」

「上総……？」

　声に出してみたが、やはり上総の言うとおり、その名前には全く覚えがない。

　ここまでしても思い出せないということは、おそらく大した知り合いじゃないんだろう。自分で思い出さないと失礼かとは思ったけれど、このままここで押し問答しているのも面めん倒どうになって俺は訊たずねてみた。

「どんな知り合い？」

「それは、自分で考えるんだな」

　上総は俺の質問に、素っ気ない答えを返してくる。

　なんだか感じの悪い奴やつだ。

「……こんなところで、何をしている？」

　傘もなく夜の公園で一人きり雨に濡ぬれている俺は、流石さすがに不ふ審しん者しやに見えるんだろう。俺はそれに対してどう言っていいのか分からずに、躊躇ためらいながら言葉を選んだ。

「行くところがないんだ」

　まるで家出少年の台詞せりふのようだ。とはいえ、家出であることは否定しないが、少年という年ねん齢れいはとっくに超こえてしまっている。

「そういう意味じゃない」

　上総はそう言って黙だまり込む。そして、じっと俺の顔を見つめた。

　その強い視線に耐たえられず、俺は思わず視線を逸そらす。上総に見つめられると、何となく居い心地ごこちが悪かった。思い出すことが出来ないことへの、罪悪感のせいかもしれない。

「雨が強まったな」

　上総はそう言って俺に背を向け、犬たちを連れて歩き出す。俺がその背中をぼんやり見送っていると、少し歩いたところで上総が立ち止まった。

「行く場所がないんだろう？　ついてこい」

「え？」

　その言葉に驚いて声を上げてから、俺は先を歩いて行く上総を慌てて追い掛けた。

「いいの？　俺金ないよ」

　突然転がり込んできた幸運だが、甘い言葉に乗って男の家に行ってから金を請せい求きゆうされても困る。そんなタイプには見えないが、俺は自分の人を見る目の無さを思い知らされていた。

「そんなもの期待してない」

「本当に？」

「ああ」

「なら、すごく助かる」

　横に並ぶと、上総は俺に傘を差しかけてくれた。大きめのセピア色の傘だが、俺を入れたせいで上総の肩かたが濡れている。流石に男二人で相合い傘ができるほどの大きさではないようだ。

「こんな雨の中も、犬の散歩するの？」

「ああ」

　素っ気ない返事。会話はそれだけで途と切ぎれてしまった。無口で無愛想というか、まるで怒おこっているかのような雰ふん囲い気きだ。やっぱり、俺が上総を思い出せないからなんだろうか？

　だけど、分からないものは仕方ない。ヒントもくれないこの男も悪いけれど、これ以上怒らせて今夜の宿がなくなってしまうのは痛いから、今は黙っておくことにした。

　俺は無言のまま、家路を急ぐように立ち止まることなくとことこ前を歩いていく二匹ひきの犬に従って歩く。

　公園を抜ぬけて住宅街を二十分も歩いたところで、ようやく上総が立ち止まった。立派な門が設しつらえてある家の前だ。

「ここ？」

「ああ。そうだ」

　気軽に俺を誘さそうくらいだから一人暮らしだと思っていたが、どう考えてもこの家は一人で暮らしているようには見えない。「屋や敷しき」と呼ぶに相応ふさわしいような構えだ。こんな家に住めるということは、犬のことといい、よほどの金持ちなんだろう。

　上総は門は開けず横にある通用口の鍵かぎを開けて中に入ると、通用口の鍵をガチャリと閉めて犬の首からリードを外し広い庭に放った。

「犬、逃にげないの？」

「逃げる場所はないからな」

　犬は二匹とも家の方に向かって行く。その後を追うように、俺たちも家へと向かった。

　見た目は古く厳いかめしい雰囲気があるゴシック建築。玄げん関かんは重じゆう厚こうな木のドアだったりといかにも金持ちそうな外観だが、その半面、庭は木が何本も立ってはいるが、ろくに剪せん定ていされておらず、なんとなく寂さびしい風情だ。

　玄関脇わきのシャッターが開いた駐ちゆう車しやスペースに入って行く。もしかしたらそこに犬小屋があるのかもしれない。

「俺なんか泊とめて大だい丈じよう夫ぶ？」

「別に。俺だけしかいないから気き兼がねしなくていい」

「こんな大きい屋敷なのに？」

「ああ」

　こんなところに一人で暮らしているなんて、なんだか寂しいような気がする。もしかしたら寂しいから連れてきたとか───なんて、そんなことあるわけないか。

「ほら、入れ」

「お邪じや魔まします…」

　家の中はさらに豪ごう華かな造りだった。玄関の天てん井じようには、シャンデリアまで飾かざってある。もっとも、明かりを点つけたら蜘蛛くもの巣が張っていることが分かったし、廊ろう下かに飾られている何枚かの絵画も埃ほこりを被かぶっていたけれど。

「何か食べるか？」

「あ、いいの？」

「冷れい凍とう食品ならいくつかある」

「なんでもいい」

　実は食べ物の好き嫌きらいは激しいほうだが、泊めてもらってタダ飯まで出してもらえるというのに、そんなことまで言うのは流石に気が引ける。

「分かった。適当に用意しておく。先に体を温めてくるといい。そこの部屋だ」

　上総はそう言うと、円形の玄関ホールから一番手近なドアを指した。

「着き替がえはバスローブを使え。俺はリビングにいる」

　俺の返事も待たずにそれだけ言うと、上総は階段の向こう側にあるドアに向かって行った。俺はその姿を見送った後、言われたとおり指示されたドアを開ける。

「へー…」

　ここはゲストルームらしい。明かりを点けるとロココ調の応接セットの奥に、ドアが二つあるのが分かった。手前のドアはベッドルーム。奥のドアの向こうは、洗面所とガラスで仕切られた大きめのユニットバスになっている。

「ホテルみたいだな」

　思わずそう呟つぶやいて、俺はオレンジ色の電気を点けた。濡れて肌はだに張り付いていた不快な服を脱ぬいで、洗面台の下の籐とう籠かごに入れる。洗面台の上には畳たたまれたタオルと、バスローブが既すでに用意してあった。

　いつ来客があってもいいように、常備しているんだろう。

　シャワーの蛇じや口ぐちを捻ひねって湯の温度を調節する。バスタブの中に入り湯を浴びると、思わずため息がもれた。

　冷えた体が温められて、心地好よい。今日は酷ひどい一日だったが、公園で野宿することにならなかっただけましだろう。

　だけど、まさか見ず知らずの男の家に来るハメになるとは思わなかった。

「こんないい家に住んでて、おそらく金持ちで、あれだけ容姿のいい男だったら相当もてるんだろうな。わざわざ俺なんて拾わなくても女に不自由しなそうなのに、体目的で連れてきたのかな？」

　上総は一体どういう意図があって、俺をここに連れてきたんだろう。俺のことを知っているようだが、俺は一向に思い出せない。自分で考えろと言われたが、いくら考えても全く心当たりはなかった。

　一いつ瞬しゆん、上総が浩一の知り合いだったらどうしようと考えてぞっとしたが、すぐにそんなわけがないと考え直す。

　どう考えたって、そんなのは不自然だ。

「相当まいってんな、俺も」

　まさかあの浩一に、あんな監かん禁きんまがいのことができるなんて思ってもみなかった。どちらかと言えば、浩一は世せ間けん体ていを第一に考える小心者なはずだ。

「祐介や秋人がいつか痛い目見るって言ってたけど、それがコレかなぁ」

　俺の性せい癖へきと飽あきっぽさを知る友人と弟は、事ある毎ごとに「そんなことばっかやってるといつか罰ばちが当たるからな！」と、俺に言い続けてきた。その忠告どおり、今までも面めん倒どうなことはたくさんあったが、さすがに今回のはかなり強きよう烈れつだったように思える。

「監禁、なんて大げさだけど実際そうだよな」

　ロープが解ほどけなかったら、一体いつまであの部屋に閉じ込められていたんだろう。そうなった時、誰だれかが異変に気づいて助けに来てくれただろうか？

　いや、奔ほん放ぽうな俺の性格を知っている友人たちにそれは望めない。

　いつも住所不定で、色んな奴やつのところを渡わたり歩いている俺が、一、二ヶ月行方ゆくえ不明になったところで誰も心配したりしないだろう。まして、今は大学も夏休みだ。いや、普ふ段だんの行いを考えたら、下手したら新学期が始まっても誰も気づかないかもしれない。

「ぞっとするな」

　想像して鳥肌が立った。

　そんなに長い間あの部屋に閉じ込こめられていたら、卒論は絶望的だ。大学を留年したら、今度こそ親父おやじから殺される。いや、それよりお袋ふくろから仕送りの打ち切りを宣言されるだろう。

「お袋はシビアだからな…」

　体中の泡あわを流して、おおざっぱに髪かみを湯で洗ってからバスルームを出る。そしてタオルで適当に体を拭ぬぐって、バスローブに袖そでを通した。ラブホなんかの安物のバスタオルとは違ちがって、物がしっかりしている。多分、これも上等なやつなんだろう。

「バスローブって着て寝ねると絶対翌日はだけてるよなぁ」

　あれは俺だけなのか？

　ぼんやりとそんなことを考えながら、俺はバスローブの横に用意されたタオル地のスリッパを履はいて、ぺたぺたと先ほど男が消えた部屋を目指した。

　玄関ホールを抜けてそのドアを開けると、上総の言っていたとおり、リビングがあった。庭に面した正面は、全面ガラス張り。

「ラザニアぐらいしかなかったが、それでいいか？」

　ふいにキッチンの方から、上総の声が聞こえてくる。見ると、まだぐつぐついっているラザニアと二人分のコーヒーをトレイに載のせて上総がキッチンから出てきたところだった。

　腹ぺこで雨の中の野宿を覚かく悟ごしていた俺からすれば、冷凍食品だって文句はない。温かい食事と風ふ呂ろと、ベッドが確保できたんだ。それだけで十分だった。

「うん。ありがとう」

「……こっちに座れ」

　そう言いながら、上総は俺の格好を見ると、すっと視線を逸そらす。

　……これは、もしかして脈ありかな？　やっぱり体目的だったわけだ。

　そうであるのならば、見ず知らずの相手を家に泊めるという心理も理解できる。こっちとしても、そういう下心があると分かったほうが安心だ。流石さすがの俺も、見ず知らずの人間の善意ほど信用できないものがないってことは、今までの人生で十分学んできている。

　席に着くと俺はフォークを手にし、ダイニングテーブルの上に置かれたラザニアに口を付ける。ちょっと熱かったけれど、ふーふーしながら食べれば食べられないこともない。空腹の俺にとっては、どんな物でもご馳ち走そうだった。

　それにしても、こんなに凄すごい家に住んでいる人でも、冷凍食品なんか食べたりするもんなのか？　冷凍食品って便利だから仕方ないのは分かるけれど、相当、忙いそがしい仕事をしていたりするのかな？

「あのさ、上総って何してる人？」

　儲もうかる仕事だということは想像がつくが、具体的に何をしているのかは分からない。モデルにでもなれそうな外見だが、モデルよりも雰ふん囲い気きに威い厳げんがあるように思える。

「証券業界で働いてる」

「っていうことはアナリストとか？」

　細かい仕事の内容は分からないけれど、経済学部に通っている弟が、将来はアナリストになりたいと言っていたのを思い出す。

「まぁ、そうなるな」

「儲かるんだね、アナリストって」

　俺が部屋の中をきょろきょろ見回しながら言うと、上総は淡たん々たんと答えた。

「自分でも投資活動はしてるからな。普通のサラリーマンよりは儲かってると思うが、この家は俺が買ったわけじゃない。亡なき祖父からの貰い物だ」

　つまり元から金持ちってことか。それでもこんな大きな家じゃ、維い持じしていくのにはかなり金が掛かかるはずだ。

「じゃあ、この家の家具とか芸術品とかも、家とセットで貰もらった物なんだ？」

「よく分かったな」

「だって埃被ってたし。玄げん関かんの脇わきの、子供の落書きみたいな油絵」

「シャガールの絵か」

　シャガール。どこかで聞いたことがあるが思い出せない。

　油絵は前に一度、興味本位で手を出したことがある。大学の美術科の卒業生が置いていった油ゆ彩さい画がセットを勝手に貰って、これも置き去りにされた古いキャンバスに描えがいた。

　一、二枚描いたところで飽きてしまったが、玄関脇の絵よりはうまく描けた自信がある。

　あれ、いくらくらいするの？　と聞こうとしてやめておいた。さっきから金の話ばかりしている気がする。

「そういえば、さっきのゲストルームの壁かべにも絵が掛かってたね」

「祖父はアマチュア収集家で、やたらと芸術品を買い集めてたからな」

「へー」

　話してる最中にも、何度か上総の視線が俺のバスローブの合わせ目に這はわされているのが分かった。

　向けられるその視線の意味が分からないほど、俺は鈍にぶくない。望むところってやつだ。

　こっちだって、上総レベルの上等な男なら喜んでお相手してみたい。

「ごちそうさまでした。生き返ったー」

　食事が終わると、俺はラザニアの容器を捨てに台所に向かった。飲み終えたコーヒーのカップもシンクに入れておく。

「冷蔵庫の中の物は適当に食べてくれ」

　上総の言葉に遠えん慮りよ無く冷蔵庫を開けると、色んな種類のビールが何本も入っていた。

「ビール貰ってもいい？」

「ああ」

　その内の一本を取り出して、慣れた手つきでプルトップを開ける。一口含ふくむと、心地ここち好よい苦みが口いっぱいに広がっていく。

「さっきのゲストルームで休むといい」

　こちらを見ないで言う上総に、俺は声を出さないよう口元だけで笑った。

　目的や下心がなかったら、見ず知らずの人間なんかを家に上げたりしないだろう。無む償しようの厚こう意いなんて有り得ない。そんなこと、俺は納なつ得とく済みだ。

　なのに、上総が見返りに体を要求してこないのは何故なぜだろう？

　何かタイミングを見計らっているだけなのか、それとも意外と常識人で『泊とめる代わりに体を寄こせ』なんて言い出すことを恥はじていたりするのか。

「じゃあ俺は上にいるから、何かあったら呼んでくれ」

「……ねぇ」

　立ち上がって部屋を出ていこうとする上総を、俺は呼び止める。

　気け怠だるげに髪を搔かき上げながら振ふり向いた男は、やっぱりぞくぞくするほどの美形だった。久しぶりどころか、人生最高の大物かもしれない。

「泊めてもらうお礼、何かしたいんだけどな」

「そんなものは必要ない」

「それじゃ俺の気が済まない。俺にできることならなんでもいいから、言ってみてよ」

　声には艶つやを滲にじませたつもりだ。気があるなら、気づくはず。

　ところが、にっこりとほほえんで待っていた俺に、上総は一瞬考えてから「なら、犬の世話を頼たのむ」と言ったのだ。

「はぁ？」

　予想外の答えに、俺は思わず啞あ然ぜんとする。もっとセクシャルな『お願い』が返ってくるはずの場面で、この返事は一体何なんだろう？

「明日の散歩と餌えさを頼む」

「…………」

「無理か？」

「無理じゃないけどさ……」

　そんなことを言われる予想をしていなかっただけだ。

「じゃあ」

「ちょっと待てよ！」

　部屋を出ていこうとする上総の腕うでを、俺は慌あわてて摑つかんだ。そして、上総の長くて綺き麗れいな指に自分の指を絡からめる。

「する？」

「……どういう意味だ？」

「分かるだろ？」

「…………」

　上総は沈ちん黙もくした。まさか俺からそんなことを言うとは、思ってもいなかったんだろう。もしかしたら驚おどろいているのかもしれない。

　俺の外見が『清せい楚そで繊せん細さいで、儚はかなげに見える』と言ったのは誰だれだったか覚えてないが、何人かから似たような言葉をもらっている。大たい抵ていの人間は俺の性格と外見のギャップに驚くらしい。

「一宿一飯の恩義だよ。体ぐらいでしか払はらえないしね」

「───明日の犬の世話でチャラだ」

「それは飯代。宿代は別」

　立ち止まったままの上総に近づいて、その少しかさついた唇くちびるを指先でなぞる。

「それに上総の顔、すごく好みなんだ」

　指で触ふれていた唇が、微び妙みように歪ゆがむ。笑っているのかそうでないのか分からない顔だ。

「俺の顔が？」

　上総の手が俺の指をとらえて、唇から離はなす。

「そうだよ、すごくモテるんじゃない？」

「かもしれないな」

　投げ遣やりに上総が言った。自じ慢まんできる外見なのに、大して本人はそう思っていないようだ。褒ほめられることを不快にさえ思っているように聞こえる。

「俺のことを思い出したわけじゃないんだな」

　上総の言葉に、俺は肩かたをすくめる。思い出してほしいなら、自分で考えろなんて言わずにヒントの一つでも寄こせばいいのに。

「ゴメン。そのお詫わびも含めてサービスするよ」

「へぇ…」

　どうでもいいと思いながらそう言うと、上総はバカにするように俺を見て笑った。口は笑っているのに、俺を見る目は冷たい。

「…何？」

　氷のようなその視線に、思わず俺は怯ひるんでしまう。

　もしかして俺、何か間ま違ちがったことを言ったかな？

　上総だって俺としたくて、あんな目で見ていたんじゃなかったのか？

「シャワーを浴びてくる。……ベッドで待っていろ」

　それだけ言うと、上総は不ふ機き嫌げんそうにリビングを出て行ってしまった。

「───なんで不機嫌になるんだよ？」

　そんなつもりがなかったって言うなら、怒おこるのも分かるけれど、誘さそいに乗っておいて不機嫌になるなんて意味が分からない。だったら拒こばめばよかったんじゃないのか？

「ま、いーけどさ」

　俺はあてがわれたゲストルーム奥にあるベッドルームへと向かう。室内の照明を落とすと、ぼんやりと物の輪りん郭かくが見み渡わたせる程度の照度になった。部屋にあるのは、大きめのベッドが二つとサイドボード、クローゼットのみだ。他ほかには何もない。

　ベッド横の棚たなに飲みかけのビールを置いて洗面所に行くと、脱ぬいだジーンズのポケットからマナーモードにしてある携けい帯たいを取り出した。すっかり携帯の存在を忘れていたが、湿しめったジーンズの中にあってもまだ壊こわれてはいないようだ。

　ベッドに座って携帯を見るといつものように、メールや電話がいくつも来ていた。交際範はん囲いが広いせいで、放ほうっておくと俺の携帯には、一日中メールや電話の着信がある。だからいつも、音が出ない設定にしている。

「面めん倒どうだから見なかったことにしよう」

　返事は時間がある時にでも返せばいい。

　そう思いながら何気なく着歴をチェックしていると、その中にはやっぱり浩一からのものがいくつもあった。電話だけで二十回以上。メールのほうも何通も送られていたが、『どこにいる？』『殺されたいのか？』『バイクをぶっ壊してやる』『帰ってこい』等々、タイトルを見ただけで開ける気が萎なえた。

「あー…マジでウザイ」

　何が一番嫌いやかと聞かれれば、他人からの干かん渉しようと束そく縛ばくと、執しつ拗ような接せつ触しよくとすぐに答える。

　とりあえず俺は、浩一の電話番号を着信拒きよ否ひの設定にした。こんなことをすると、別の番号から掛かけてきそうだけれど、これで少しでも煩わずらわしさが減るならそれに越こしたことはない。

「バイク大だい丈じよう夫ぶかな。本気で壊さないよな？」

　引っ掛かるのは、人ひと質じちに取られているバイクのことだけだ。

　遅おそかれ早かれ、俺はバイクのために浩一のところに帰らなければならない。浩一がいないときを見計らって慎しん重ちように取りに行きたいところだ。

「はぁ…」

　愛車のことを考えると、思わずため息が出る。

　浩一の部屋においてきた洋服や靴くつ、鞄かばんには大した未練はないがバイクは痛い。どうしても欲しくて、手に入れるためにバイト代だってかなり叩はたいたし、足りない分は生まれて初めて親に頭を下げて金を出してもらった。まだ親への返済が残っているし、俺の今までの人生で一番高い買い物だ。だから気に入った奴やつじゃなければ後ろにも乗せない。

「壊されてたら、俺が壊れるな。浩一のこと殺すかも……」

　携帯をビールの横に置いて、ぼんやりとバイクのことを考えていると、ガチャリとドアが開いた。

「上総」

　しっとりと濡ぬらした前まえ髪がみを搔き上げながら近づいてくる上総は、驚くほどに格好が良かった。見み惚とれていると、冷たい視線を向けられる。

「いつもこんな風に、誰かを誘っているのか？」

　先ほどと同じような、咎とがめるような口調だ。

　上総はもしかすると、俺に何か違う期待を抱いだいていたのかもしれない。よくあることだ。

　初対面の相手は勝手に、俺の外見から『清楚で繊細で、儚げ』という印象どおりの内面を期待する。だから俺は、そういう期待を抱いている相手に会った時、さっさとそれを壊すことにしていた。後になればなるほど、落らく胆たんもギャップも大きくなるからだ。

　すぐに壊しておいたほうが、俺のためにも相手のためにもいい。裏切られた、なんて言われたらこっちのテンションが下がる。

「気が向いた時にね」

「…………」

　ぎしりと音を立てて俺の横に腰こしを掛けると、無言のまま上総は貫つらぬくようなきつい視線で俺をまっすぐ見た。

「特定の相手とつきあうことで痛い目見てるからさ、恋こい人びと関係なんてもううんざりなんだ。そういうのってすごく面倒だし」

　俺は昔、好きになった相手に死にたくなるくらい傷つけられた時から、もう誰かを自分から好きになったりはしないと決めている。だからつきあうのも、あえて本気にならないで済む相手を選んできた。

　そんな俺にとって、今回の浩一の件は完全に予想外のことだった。軽く『つきあう』ことを了りよう承しようしただけで、まさかこんなになるとは思わなかったし、あんな風に束縛する男だってことも出会った頃ころは分からなかった。やっぱり第一印象じゃ、中身までは判断できない。

　軽いつきあいすらもさすがに懲こりた。しばらくは、男でも女でも、恋人なんて重い存在はいらない。

「だから顔も名前も覚えなくてもいいような相手と、一夜限りのセックスのほうが気楽でいいだろ。そういう関係なら、俺の大だい嫌きらいな束縛もないしね」

　束縛だとか、嫉しつ妬とだとか。重くて嫌いだ。もっと気軽なつきあいがしたい。結けつ婚こん前提ってわけでもないのに、どうして一人の相手に縛しばられなきゃならないんだ。

「───一夜限りの使い捨てか」

　上総はそう呟つぶやくと、わずかに眉まゆを寄せた。

　もしかすると、俺は上総と以前寝ねたことがあるのだろうか？

　だけどいくら俺でも、一度寝たことがある相手を覚えていないわけがない。名前は思い出せなくても、きっと顔ぐらいは覚えているはずだ。

　だったらどうして、まるで酷ひどく傷ついているかのような顔をするんだろう…？　これじゃあ俺が悪者みたいじゃないか。

「上総…？」

　気分を害したのだろうかとそう思って顔をのぞき込むと、強ごう引いんに肩を摑つかまれベッドに押さえつけられた。

「えっ」

　性急な展開に上総を見上げるが、薄うす暗ぐらい明かりのせいで上総の表情がうまく読めない。しばらくして、ようやく暗くら闇やみに慣れてきた目が判別したのは、限りなく無表情に近い顔だった。

　───怒ってる？

　そう思ったが、言った途と端たんさらに怒らせてしまいそうで聞くことができない。しかし躊ちゆう躇ちよしているうちに力任せに脚あしを開かされて、バスローブがはだけた。

「ちょっ…待ってよ！」

　突とつ然ぜんのことに驚おどろいて声が上がる。おまけに、なぜか上総の目に自分の素す肌はだが晒さらされていることにどうしようもなく恥はずかしくなって、俺は慌あわててバスローブを搔かき寄せようとした。

　というか、恥ずかしいって一体何だ？　こんなことは初めてでもなんでもないのに、どうして自分がそんな気持ちになるのか分からない。

「やめ…」

「君から誘ったんだろ？」

　室内の温度を一気に下げるかのような、冷たい声。摑まれた脚が痛い。

「でも、ひどいセックスは好きじゃない。脚を放せよ」

「なんでも自分の思いどおりになると思うな。要求を口にすれば、それが通るとでも思っているのか？」

「…っ、煩うるさいな。あんたこそ、強引なセックスが好みなわけ？　顔に似合わず、アブノーマルなんだね」

　負けっ放しが嫌で揶や揄ゆするようにそう口にすると、上総は俺の口をその手で塞ふさいできた。

「黙だまれ」

　浩一に拘こう束そくされた時のことを思い出して、急に気分が萎える。

　セックスは好きだけれど、痛いことは好きじゃない。全部を忘れて、気持ちよくなりたかったというのに、浩一の時と同じ思いをするくらいなら誘わなければ良かった。やっぱり、人は見た目じゃ中身まで判断できない───いや、俺も何度同じ間違いを犯おかせばすむんだろう。

　とりあえずこの不本意な状態からどうにか逃にげ出そうと試みたが、体をひねってもうまくいかない。

「誘さそってるみたいだぞ、春樹」

　上総のもう片方の手が、俺の太ふと股ももの内側を這はっていく。

「ふ、う…」

　漏もれた吐と息いきが、まるで欲情している時の声のようで腹立たしい。

　恥ずかしいと思ったのは、上総がひどく冷静だからかもしれない。声といい仕し種ぐさといい視線といい、セックスというより、まるで何かの実験動物を観察するかのような態度だ。だから、こんな気分になるのかもしれない。

「ん…あ…」

　上総の指が、遠えん慮りよ無く下の口から入り込む。敏びん感かんな部分を探し出すために、的確に動く指。その感覚に、俺は思わず快感を引きずり出されそうになった。

　悔くやしくて口を塞がれたまま見上げると、息一つ乱していない上総が目に映る。

　リビングで俺の体を見ていた時は、熱のこもった視線だったのに、今はどうしてこんなにも冷れい酷こくな目をしているんだろう。

「ここか」

「っ」

　ふいに指が内側のポイントに触ふれて、背筋が反り返る。

　そこをいじられるたびに自分の中心が硬かたくなって、徐じよ々じよに熱が集まるのが分かった。意に反して、反り返るその部分が恥ずかしくて嫌いやだ。

「っぁ…嫌だ」

　俺は口を塞ぐ手の隙すき間まから切れ切れに抵てい抗こうの言葉を口にする。何とか上総を押しのけようとしてその肩かたを押したけれど、筋肉のついた固い肩はびくともしない。

「嫌？　慣れてるんだろう？」

　せせら笑うような声に、なぜか胸が痛くなる。俺が傷つくことなんか一つもないのに、どうして胸なんかが痛くなるんだろう。

　言葉どおりだ。言い返せない。だけど事実なのに、すごく胸が痛い。

「ん…あっ！」

　指がずるりと体の中から抜ぬけていき、その場所に怒ど張ちようする上総のものがあてがわれる。

　圧あつ倒とう的な力で押さえ込む男を怖こわいと思う半面で、これから与あたえられる快感を想像すると体の奥が疼うずいた。

「っ」

　熱いものがゆっくりと入り込んでくる感覚に、背中がぞくりと戦慄おののいた。予想していたものよりも大きくて、思わず腰が逃げる。だけど上総はそれを許さずに、俺の口を塞いでいた手を外したかと思うと、両手でぐいっと腰を引き寄せた。

「ひっぁ…あ」

「逃げるな」

　笑いを含ふくんだ声でそう言われる。

　無茶を言うなと思ったが、悪態を吐つくような余よ裕ゆうはすでに俺にはなかった。

　ようやく全部を収めきると、それを俺に確かめさせるかのようにして、上総が一度抜き差しをする。奥まで突つかれた途端、俺は甘い声を上げてしまった。

「っん…はっ…ぁ」

　上にのしかかる上総の顔はどこまでも冷静だが、それに反して中のものは熱い。

　俺は頭の片かた隅すみで、いくら俺を軽けい蔑べつしても上総は俺相手に欲情しているんだと思った。結局、上総だって他ほかの男たちと同じなのだ。

「あっ…ん」

　俺を軽蔑しているなら、俺の誘いを拒こばむべきだった。誘いに乗った時点で、お前だって行きずりの相手と、欲望を処理するためだけに寝る男でしかない。

　だって俺の中に入る前から、それを硬くさせていたんだから、言い訳しようがないだろう？

「淫いん乱らんな体だ」

　上総が欲情で掠かすれた声で言う。

「お褒ほめに…与あずかり、光栄だよっ…ん…」

　何とかそう答えると、遠慮もなく一気に中へと突き立てられた。

　まるで俺のことを人形か何かと勘かん違ちがいしているんじゃないかと思うくらい、好き勝手に揺ゆさぶられる。だけどそんな扱あつかいでも、余すところなく上総から与えられた快感を拾い上げる慣れた体が忌いま々いましい。

「っぁ」

　ぐっと俺の脚を曲げて、更さらに深いところを突いてくる。足を摑む手を放してほしいと思ったが、苦痛の言葉さえも嬌きよう声せいにしか聞こえない。

「い、嫌…あっ…ぁ」

　強く感じる部分をこすられて、思わず上総の首に手を回しそうになったが、目の前の男に縋すがるのが嫌で俺は寸前でその手を止める。そして行き場の無くなったその手で、仕方なくシーツを摑んだ。

「嫌？　ずいぶんと喜んでるくせに。ああ、それも相手を煽あおるお前の手の一つか？」

　綺き麗れいな顔を歪ゆがめて、馬ば鹿かにしたように笑われる。

　どうしてこんなに侮ぶ辱じよくされなきゃならないのかが分からない。悔しくて腹が立つのに、胸が痛い。ただセックスしているだけなのに、俺が一体何をしたって言うんだろう？

　今までだってこんな風に俺を馬鹿にする男はいたけれど、そんなのは全然平気だった。なのに上総に言われると何でもない振ふりが出来ないのはなぜだろう？

「や…」

　唇くちびるを寄せてきた上総にキスされると思った瞬しゆん間かん、俺は思わずその体を押しやっていた。だけど大して力が入らないせいで拒みきることができず、上総に易やす々やすと唇を奪うばわれてしまう。

「ん…ん…」

　もともとキスは好きじゃない。その生々しい舌の動きが嫌きらいで、拒むことが多い。

　なのに上総のキスは、ゆるく絡からんだ舌が心地ここち好よいとさえ感じる。それさえも俺にとっては不思議なことだった。

「ふ…」

「嫌なら舌を嚙かみ切って逃げろ」

　上総はそう言って、もう一度俺に口付ける。そして更に奥の方まで入り込もうとするかのようにして、腰こしを進めてきた。

「…や、な…んで…」

　突然さっきよりも俺への扱いが粗そ雑ざつになって、痛みなのか快感なのか分からないくらい強い刺し激げきに息が切れる。

　こすれた内ない壁へきの熱が腹の奥に溜たまっていくかのような感覚。敏感な部分を強く責めたてられて、何がなんだか分からなくなりそうだった。

「っは…ぁ…あ…っ」

　人形みたいにがくがく揺さぶられて、頭の中がちかちかする。腰と脚あしを摑つかむ手が痛いくらいで、痣あざになるんじゃないかと、快感でとろける頭の片隅で俺は思った。

「も、やっ……もっと、ゆっくり…こんな、激し…ぃ」

「お前のせいだろう。優やさしくしてほしかったら、さっさと約束を思い出せ」

「え…？」

　約束って一体何のことを言っているんだろう……と思った途と端たん、ぐいっと角度を変えて突き上げられ、声にならない悲鳴を上げるハメになった。

「───っ」

「慣れているなら、このくらい平気だろう？」

「あっ…ん…平気じゃ、ないっ」

　体の奥が熱くて、もうどうにかなりそうだ。少しでも気を抜けば、意識が飛びそうになる。

　息をしようと開いた口に、再び上総の唇が重なる。咥こう内ないをいいように蹂じゆう躙りんされて、閉じることができない唇の端はしから唾だ液えきが伝う。

「んん…っ」

　上総の動きに合わせるように、自然と腰が揺れる。知らずに瞑つぶっていた瞼まぶたを開けると、上総と目が合った。

「行くところがないならここに居てもいいが、その代わり体は好きにさせてもらう。どうせそれぐらいの価値しかないんだろうからな」

　───ひどい。

　ぼんやりとし始めていた意識が、上総のひどい言葉に反応する。だけど激しく貫つらぬかれているせいで、抵抗も苦痛も言葉にすることができなかった。

　それ以降のことは殆ほとんど覚えていないけれど───ただ一つだけ。

　意識を失う寸前に、上総の手がゆっくりと髪かみを撫なでた気がしたんだ。

　その手はなんだか優しくて気持ちがよくて、自分を苛さいなむ人間の手とは思えなかった。

　───そしてなんとなく、その手を懐なつかしいと思った自分が、俺は不思議だった。
















「う…」

　目を覚まして、何度か瞬まばたきを繰くり返す。見覚えのない天てん井じように記き憶おくを探さぐり、すぐに自分がどこにいるのかを思い出した。

　自分以外の気配がないということは、どうやらこの部屋に上総はいないらしい。

「ヤリ逃にげかよ…っ…」

　起き上がろうとしたけれどうまく体が動かず、俺は再び布ふ団とんの中に倒たおれる。

　昨夜は意識を失うまで散々、上総に喘あえがされた。いくらセックスに慣れている体だからといっても、流石さすがにヤリすぎだろう。その証しよう拠こに、珍めずらしく腰が鈍にぶく痛んでいる。

　からからの喉のどを潤うるおすためにベッドサイドに手を伸のばし、昨日そこに残したままだったビールに口を付けた。気の抜けたビールに一口で嫌いや気けが差す。

「あーあ…」

　何とかベッドから降りると、俺は床ゆかに落ちたバスローブを拾う。

　伸ばした手には痣がある。もともと浩一に縛しばられたせいで赤くなっていたけれど、上総に昨日摑まれて、一層ひどくなった気がする。

「しばらくは消えなそうだな。こんなんで大学行ったら、完全にヘンタイさん扱いだ」

　ため息と共に、そんな馬鹿なことを口にする。

「んー…痛て…」

　体を伸ばしたら、関節がきしきしと成長痛のように痛んだ。腰が怠だるいだけじゃなくて、体全体の反応が鈍くて重い気がする。全部あの男が、あんなにがんがんやったからだ。

　軽く舌打ちをした瞬間、昨日上総を受け入れていた場所が僅わずかに痛んだ。

「好き勝手やりやがって」

　それでも体は綺麗に拭ふかれていた。だけどそれも相手が上総だと思うと、優しさなのか、ただベッドを汚よごさないための処理でしかないのか分からない。

　とりあえずちゃんと体を洗おうと思い、俺は素す足あしでバスルームに向かった。歩く度たびに膝ひざががくがくと笑う。こんなこと、初めてだ。

「あれ…？」

　昨日と違ちがうのは、洗面台の下の籐とう籠かごに置いていたはずの脱ぬいだ服が無くなっていること。捨てはしないだろうから、もしかしたら洗せん濯たくしてくれているのかもしれない。シャワーを浴びた後に何も着る物がないが、とりあえずまたバスローブを着ていればいいだろう。

「…っ」

　シャワーの蛇じや口ぐちを捻ひねった途端、気を抜ぬいたせいか、後ろからどろりと上総のものが外に出てきた。そこに手を当てると、ぬるぬると中から溢あふれ出してくるのが分かる。内うち股ももを伝う感覚が気持ち悪い。

　あの野や郎ろう、後先考えずに中だしなんかしやがって……。

　俺は上から降り注いでくる熱い湯を浴びながら、仕方なく背後に手を伸ばした。

「んっぁ…」

　中に自分の指を入れて搔かき出す行こう為いは、まるで女の自じ慰いみたいだ。

　ふと見た鏡に映った自分の頰ほおが、わずかに紅潮しているのを見て自己嫌けん悪おに陥おちいる。浅ましくて腹が立つ。

　事後処理なんか慣れているはずのことなのに、今日はなんだかひどく屈くつ辱じよく的に感じた。

「ふ…」

　搔き出せるだけ搔き出して、後はシャワーで体を洗う。だけど全部出したと思ったのに、不意に太ふと股ももを伝った湯とは違う感かん触しよくに俺は体を震ふるわせた。

　一体あの男は、何度俺の体を使ったんだろう。全すべてを洗い流してしまいたいのに、未いまだに上総が内部にいる。まるで、いつまでも体を支配されているみたいな気分だ。

「最悪だ、あの男」

　思い出せば思い出すほど、怒いかりが沸わき上がってくる。

　行為自体はよかった。悔くやしいがそれは認めてやる。この俺が意識を飛ばすほどの快感なんて、普ふ通つうのテクニックじゃない。だけどやり方が強ごう引いんすぎる。

　宿を貸してくれたからといっても、出会ったばかりの奴やつにあそこまでいいようにされる筋合いはない。

「手加減なしで突つき上げやがって。俺が悪いってどういう意味だよ。確かに誘さそったのは俺だし、実際男を相手にするのは慣れてるけどさ！」

　体が慣れていることは否定しない。

　自分が今までどれだけの相手と寝ねてきたのか、数えようとしても思い出せないくらいだ。男とも女とも、そのときの気分で関係を結んできた。

　そのことに関しては何を言われても仕方ないけれど、上総には関係ないじゃないか。俺のことをよく知りもしないくせに、体しか価値がないなんてひどすぎる。

　確かにあいつのことを覚えていないのは悪いとは思うけれど、それぐらいであそこまで怒るなんてどうかしている。思い出してほしければ、ヒントの一つくらい寄こせって言うんだ。

「つか、何だよ約束って」

　意識が飛ぶギリギリで言われた言葉を思い出して、俺は首を傾かしげる。

『お前のせいだろう。優やさしくしてほしかったら、さっさと約束を思い出せ』

　こんな酷ひどい目に遭あうのは、俺のせい。で、おまけに俺は上総と何かを約束したらしい。

　───やっぱり、俺は上総と寝たことがあるんだろうか？

　でも俺、あんなに酷い抱だかれ方したら流石に忘れないと思うんだけど……。

「とにかく大だい嫌きらいだ、あんなやつ」

　シャワーを切って、洗面台の横に用意されていたタオルで体を拭く。髪は適当に拭ぬぐって再びバスローブを着た。

　こんなところさっさと出ていってやろうとも思ったが、ヤラれただけじゃ損な気がする。

「出ていく前に、何か腹ごしらえでもしていくか」

　冷蔵庫の中の物を食べて、それからあんなにひどいことを言われた仕返しに、何か金目のものでも盗とっていこうか。玄げん関かんの脇わきにあったあの落書きのような絵でもいい。大して高そうには見えないけれど、売ったら飯代ぐらいにはなるかもしれない。

　部屋の外に出ると、窓がない玄関ホールは思った以上に暗かった。しんと静まり返っている古い屋や敷しきは、幽ゆう霊れいでも出そうな雰ふん囲い気きだ。

　ホールを通って、昨日のリビングのドアに行こうとすると、階段を下りてくるトントンという足音が聞こえてきた。

「誰だれ？」

　問いかけても返事はない。

　もしかして本当の幽霊……そこまで思って背筋が寒くなった。俺の唯ゆい一いつ苦手なものだ。

「わっ」

　突とつ然ぜん、足首に何かが触ふれて思わず飛び退のくと、そこにはピアチェがいた。続いてドルチェが階段を下りてくる。

「なんだ、お前らか。上総いないの？」

　言いながらリビングのドアを開けると、二匹ひきも一いつ緒しよに部屋へと入ってきた。俺の足あし下もとにまとわりついてじゃれ合っている。

「冷れい凍とう食品でもいっか。本当にビールかチーズ、それから冷凍食品しかないなぁ」

　俺は冷蔵庫から冷凍食品を取り出して、電子レンジで温めている間に手持ちぶさたにシンクに寄りかかる。

　すると二匹は、冷蔵庫の横にある棚たなの一番下の扉とびらを前足でひっかいた。俺がそちらに視線を向けると、二匹は行ぎよう儀ぎ良くお座りをして一言「ワン！」と鳴く。

「もしかしてご飯？」

　かがみ込んでその観音開きの扉を開けると、中には缶かん詰づめやらドッグフードが詰つまっていた。餌えさ用の容器も一緒に入れてある。

「何？　食べてないの？」

　一食分に小分けにされたドッグフードの袋ふくろを手にすると、二匹は一心に俺の手元を見つめ、再び「ワン！」と鳴いた。

　そう言えば昨日、飯のお礼に犬の世話をすると上総と約束したんだっけ。

「分かったよ。今用意してやるから」

　あんな奴との約束でも、してしまったんだから仕方ない。さっさと約束を果たして、こんなところすっきり出て行こう。それに飼い主に恨うらみはあれども、犬に罪はないもんな。

　皿を取り出して中に餌を入れてやると、二匹はそちらをちらりと見てから、しゃがんだ俺の膝に自分たちの前足を必死に乗せようとした。

「お手？」

　そう聞いて手を出すと、二匹同時に足を乗せてくる。

「偉えらいな。ちゃんと躾しつけられてるんだ」

　頭を撫なでてやるが、二匹は一向に足を手に乗せるのをやめない。お手をした後、何かを待つように間をおいてから、首を傾げて再びお手をしてくる。

「何だ？　早く食べればいいだろ？」

　何で食べないんだろうと思って皿を勧すすめてやってみたけれど、やっぱりダメだった。

　そう言えば、前に友人の家の犬も主人が『よし』というまで食べさせてもらえていなかった気がする。もしかしたら、この犬たちもそうなんだろうか。

「えーと、よし！」

「ワン！」

　力強くそう言ってやると、ようやく貰もらえた許可の合図に犬たちは餌にかぶりついた。やっぱり躾しつけの良い犬だったらしい。

　それと同時に、レンジが鳴った。

　俺は昨日も食べた冷凍食品のラザニアと、棚の中にあった高級ワインを運んで、ダイニングテーブルに着く。

　そして嫌いやがらせも込めて選んだとびきり高そうなワインのコルクを抜くと、そのまま口を付ける。俺でも名前を聞いたことがあるくらい有名なそのワインは、評判どおり芳ほう醇じゆんで滑なめらかな舌した触ざわりが心地ここち好よかった。

「ざまーみろ」

　これが上総の秘蔵の酒かどうかは知らないが、それでも高価なことには変わりがない。冷凍食品くらいじゃ仕返しにならないから、これくらいはやらないと。

「俺の体はこんな酒よりずっと高いんだからな」

　誰も聞いていないのに、俺は言い訳するように呟つぶやいた。

「熱いけどうまいー」

　ラザニアにフォークを刺さして、ワインと交こう互ごに口に運ぶ。うまいワインと一緒に食べるというだけで、冷凍食品がずいぶん上等な食事に変わった気がした。

　ふと壁かべに掛かかっている時計を見たら、もう三時を回っているところだった。午前中じゃないだろうとは思っていたが、こんな時間になっているとも思っていなかった。

　上総の姿が見えないのは、とっくに会社に出かけたからなのかもしれない。

「俺も仕事探さないとなぁ」

　つい最近までやっていたレンタルビデオ屋のアルバイトは、浩一のせいで辞やめるハメになってしまった。それも散々な辞め方でだ。

「やっぱりさっさと別れておけば良かったな。嫌なこと思い出した……」

　バイトを辞める理由となったあの日は、浩一とのデートの約束が入っていた。だけど、急きゆう遽きよバイトに出られなくなった同どう僚りようの代わりを頼たのまれて、俺はデートをキャンセルした。

　デートが面めん倒どうだったので俺的にはラッキーだったんだけど、その旨むねをメールで伝えたら、突然浩一がバイト先にやってきて『俺と仕事のどっちが大事なんだ!!　この中にお前の浮うわ気き相手でもいるのか!?』と怒ど鳴なり散らしやがったのだ。

　俺は別に自分の性せい癖へきを隠かくしているわけではないけれど、吹ふい聴ちようして回るような趣しゆ味みもない。お陰かげで居合わせた客や従業員、店長にバレて呆ぼう然ぜんとされたのを覚えている。

　その場は店長がどうにか収めて浩一を帰らせたが、俺はすぐにバックルームに呼び出されて厳重注意を受けた。

　だけどあんなことがあった以上、厚こう顔がん無む恥ちじゃあるまいし、流石さすがの俺もバイトを続けていられるわけもない。

　お陰で結局、翌日にはバイト先に『辞める』と言わざるをえないハメになったんだ。せっかく俺にしては長く続いているバイトだったのに、全部あいつのせいだ。

「そう言えば、バイト先にまだ荷物が残ってたよな」

　荷物と言っても、ジャケットや大学の教科書やノート、それから筆記用具といった細々したものだけ。取りに行くのが面倒だから、いつもだったら放置してしまうところだけれど、今回はまだ貰っていない先月分の給料もある。

　手て渡わたし制だと、こういう時に取りに行きづらいから勘かん弁べんしてほしい。けれど、それでも貰えるものはちょっとでも貰っておきたいのが、現在のお財さい布ふ事情だったりした。

「電車で行くの怠だるいんだけどなぁ。仕方ないか…」

　食べ終えた俺は、ラザニアの空容器をゴミ箱に捨て、フォークをシンクに置いた。昨日のフォークがまだあったが、それ以外には特にこれといった洗い物は残されていない。

「意外にマメなのかな」

　そういえば、部屋も男の一人暮らしとは思えないほど整理整せい頓とんされている。もっとも部屋の中はシンプルイズベストと言わんばかりに物がないのだが。モデルルームだって、もう少し物が置いてあるように思える。

　リビングダイニングにだって、今俺が使っていたダイニングテーブルとソファーセットが一組ずつと棚があるだけだ。テレビもなければ、オーディオ類もない。

「人が来ない家って感じだよな」

　ゲストルームの家具はロココ調で統一されていたが、ここにある家具にはそういった装そう飾しよく的な要素は一いつ切さい無い。

「あっちの部屋はじいさんの趣味か」

　とはいえどうせもう出ていくんだし、上総がどんな趣味かなんてどうでもいい話だ。

　そう思って自分の着き替がえを捜さがすためリビングを出ようとした瞬しゆん間かん、背後から「ワン！」と再び吠ほえられた。

「何？　まだ食べたいの？」

　見れば二匹の皿は、綺き麗れいに空になっている。洗う必要がないほど容器がぴかぴかだ。

「ワン！」

「分かった分かった」

　再び戸と棚だなに手を掛けると、今度はピアチェが咎とがめるように「ワン」とほえた。

「何？　違ちがうの？」

　首を傾かしげているところに、ドルチェがトコトコとリードを銜くわえて持ってくる。

「───散歩か」

　それも俺がやらなくちゃいけないのか……。こんなことなら昨日、なんでもしてあげるなんて迂う闊かつに言うんじゃなかった。

「わかったよ」

　ため息混じりにリードを手に取ると、二匹が嬉うれしそうに「ワン！」と鳴いた。

　それにしたって、バスローブのままじゃ散歩には行けない。出て行くためにも、どのみち自分の服が必要だ。

　こんな広い屋や敷しきの中を捜すとなるとかなり面倒だが、上総が帰ってくる前に見つけたいと思った。顔を合わせたら、また嫌みを言われそうだ。

　俺はとりあえずドルチェとピアチェの首輪にリードをつけて、二匹をリビングに置き去りにすると、一階にある部屋を虱しらみ潰つぶしに捜して回る。だけど、どこにも洋服が見つからない。

「ということは上か」

　そう呟いて玄げん関かんホールから二階に上がり、最初にあったドアを開ける。すると、そこには洗せん濯たつ機きと乾かん燥そう機きがあった。

　俺の服は見当たらなかったが、乾燥機の中に入っていた上総の物と思われる無色のＹシャツとジーンズをとりあえず借りることにする。

　バスローブを脱ぬいで洗濯機に放ほうり込み、素す肌はだにシャツを羽織った。長なが袖そでじゃ暑いので、袖をまくる。ジーンズも穿はいたが、予想していたとおりに裾すそがかなり余った。多少擦すってもファッションとしては問題ない。裾が汚よごれたとしても、どうせ上総の服だ。

「まぁいいよね」

　階段を下りて玄関ホールに出ると、待ちかまえた二匹ひきが「ワンワン」とせかすように吠ほえたてた。リードの先を手にすると、待ちきれないとばかりに引っ張られた。

　ドアを開けて外に出てから「あ」と気づく。

「鍵かぎが、ない」

　考えてみれば、ここは他人の家だ。戸と締じまり用の鍵なんて持っていない。

　俺は仕方なく、二匹を外に置いたまま一度中に戻もどる。すると、散歩が中止になったと勘かん違ちがいした犬たちが悲痛な声で「クゥ～ン」と鳴いた。

「違うって、ちょっと待ってろよ」

　玄関のドアの鍵を内側からかけて、今度は靴くつを持って中庭に面したリビングのガラス戸から外に出る。玄関に回ると、二匹が俺を見つけて駆かけ寄ってきた。

　空は曇くもったままで、ともすれば再び雨が降ってきそうだ。先月は真夏日が連日続き、熱帯夜続きだったが今月に入ってからは雨ばかり降り、なんだか肌寒い天気が続いている。

　ぼんやりと俺が空を見上げていると、二匹は示し合わせたように突とつ然ぜん凄すごい力で俺が手にしたリードを引っ張った。

「うわっ」

　そのまま門まで全力疾しつ走そうされ、俺は引きずられるハメになる。

　犬ってこんなに力強いんだっけ？

「っはぁっ」

　運動不足がたたってか、思わず息が切れた。これじゃ昨日、上総が犬に逃にげられたのも分かる気がする。上品な見た目や名前に似合わず、二匹の性格はやんちゃなのかもしれない。

「お前たち、アレグロとプレストに改名したら？」

〝優やさしく柔やわらかに〟〝楽しく喜び〟なんかよりも〝速く〟という意味を持つアレグロやプレストのほうが合っている気がする。どちらも音楽用語だから、恐おそらく名付けたのは芸術関係に対して無関心な上総ではないだろう。

「もしかして、お前ら外に出てもこうなのか…？」

　だったら外には出さないほうがいいんじゃないんだろうかと思いながら、通用口を開けて外に出ると、二匹はちょこんとその場所でお座りをした。扉とびらを閉めるまで待っていてくれるらしい。

「あれ？」

　意外に礼れい儀ぎ正しい？

　なんて思ったのもつかの間、かちゃりと音を立てて閉めた途と端たん、再び犬は全力疾走し始めたのだ。

「うわっ」

　それからの散歩は、スリルと冒ぼう険けんに満ちあふれたスペクタクルだった。何度か車にぶつかりかけ、何度か塀へいにぶつかりかけ、運動神経は決して悪くないのに一度転ぶハメにまでなった。

「マジかよ…！」

　俺は二匹に引きずられるまま見知らぬ住宅街を走り回り、気づけばすっかり迷子になっていた。二匹を見ると、帰き巣そう本能なんて忘れたかのようにさらに遠くに行きたがる。

「ここ……どこだ？」

　上がる息を抑おさえてどうにか口にした疑問に、答えてくれる人はいない。

　ピアチェとドルチェは俺が呆然としているのにようやく気づいたのか、リードを引っ張るのを止やめて不思議そうな顔でこちらを見ている。

「お前ら、帰り道分かるんだろうな？」

「ワン！」

「本当か？　本当に信用しても大だい丈じよう夫ぶか？」

「ワン！」

「噓うそだろ……」

「ワン！」

　その変わらない返事に、俺は思わず大きくため息を吐つく。

　どれぐらい走ってきたんだろう。時計も携けい帯たいも置いてきたので分からないが、ずいぶん長いこと走ってきた気がする。まさかあんなハードなセックスの翌日に、こんな運動をするハメになるとは思わなかった。

　途方に暮れていると、買い物帰りらしき主婦が二人通りかかる。

「すいません」

　人の好よい顔を作って、俺はできるだけ怪あやしくないように声を掛かける。すると二人はちらりと俺を見て、すぐに顔を和なごませた。

「岩倉さんのお宅はどこでしょうか？」

「岩倉……ですか？」

　俺の言葉に、二人は顔を見合わせて頰ほおに手を当てる。

「さぁ？　ここら辺じゃ聞きませんけど」

「どうかなさったんですか？」

「いえ、知らないならいいんです。すみませんでした」

　ペコリと頭を下げてから、俺はそういえばと昨日のことを思い出した。

「あの、この辺りでマンションに囲まれた公園知りませんか？　象の形をした滑すべり台やパンダの形をした遊具があるところなんですが」

　二人は再び顔を見合わせる。それからネギが飛び出した袋ふくろを持ったほうの主婦が「それって中央団地の公園のことかしら？」と言った。

「知ってるんですか!?」

「ああ、そういえばあの公園にはパンダの形のおもちゃがあったわね」

　もう片方の主婦もそう言う。

「そこに行きたいんですけど、道を教えていただけませんか？」

「……結構かかるわよ？　ねぇ」

「そうねぇ、歩きだと一時間くらいはかかるかもしれないわねぇ」

「そんなに……？」

　啞あ然ぜんとした後、思わず二匹の犬をにらみつけたが、罪悪感のカケラも感じていないつぶらな瞳ひとみが見上げてくるだけだった。犬に謝罪を求めた俺が間違っていたらしい。

　その後、主婦たちは丁てい寧ねいに道順を教えてくれたが、途中で分からなくなり、俺は通行人に何度か聞きながら公園を探して歩いた。

「勘弁してくれよ…。どうして俺がこんな目に遭あわなきゃいけないわけ？」

　ようやく目的の地に着くことができた頃ころには、疲つかれのせいで足ががくがくして、俺は走るどころか歩くだけでふらふらしているような状態だった。

「俺、何してんだろ」

　公園にたどり着いたはいいが、ここから先はどうやって帰ればいいのかが分からない。昨日は夜道だったし、意識の半分以上を上総に、残りを犬たちに向けていたせいで、道を覚えることもできなかった。どこをどう通ったのか、少しも覚えていない。

「いい加減、お前ら帰巣本能発揮しない？」

「ワン！」

　問いかけると、二匹は唐とう突とつに動き出した。まさか言葉が通じたんだろうかと、半信半疑でついていくと、二匹は水飲み場の手前で立ち止まる。

　そして「ワンワン」と催さい促そくするかのように、振ふり返りながら吠えたてた。

「……お前ら…」

　俺は半分呆あきれながらも、仕方なく求められるままに蛇じや口ぐちを捻ひねって水を出してやる。すると勢いよく出てきた水に、二匹は必死で舌を伸のばし始めた。

　二匹が満足するまで水を飲んだのを見計らい、俺は蛇口を捻って水を止める。

「これからどうしようかなぁ」

　また象の遊具の中にいれば、上総が犬を捜さがしに来るだろうか？　そしたら、俺って犬泥どろ棒ぼうとか思われるのかな？

　───それはかなり格好が悪い。絵泥棒のほうがまだましだ。

「いい加減家に帰りたいな」

　帰りたいと言っても、帰れる家はないんだけどさ。

　とりあえずは上総の家に戻もどって、自分の服に着き替がえて携帯を取ってこなければ。そういえば財さい布ふも置きっぱなしだ。

　とぼとぼと遊歩道を歩いて、公園から出たところを右に曲がろうとしたが犬たちは強固に動かない。

「どうした？　お前ら家の方向でも思い出したのか？」

　声を掛けると「ワン！」と元気よく吠ほえて、二匹ひきは迷いのない確かな足取りで、俺を左へと引っ張って行こうとする。二匹が一度に同じ方向に歩こうとするのは、散歩を始めて以来初めてのことだった。

　ここは犬に任せたほうがいいのかもしれない。

　そう思って、犬の行きたい方向に逆らわずに歩いていると、数時間前に出てきた立派な家にようやく帰り着いた。

「良かった…帰って来れた……」

　俺はぐったりしながら通用口を開け中に入ると、犬を玄げん関かんの前に置いて、出てきた時と同じくリビングの窓から中に入る。そして玄関に回って扉を開けると、犬を中に招き入れ、リードを外してやった。

　途端、二匹はリビングへと真まっ直すぐに向かっていく。だけど、その素す早ばやい後ろ姿を目で追っていた俺は、ふとフローリングに綺き麗れいに付けられた足あし跡あとに気がついた。

「やば…！　足を拭ふくのを忘れてた！」

　慌あわてて追いかけると、犬たちは一目散に餌えさの入っている例の戸と棚だなの前に行き「ワン！」と元気よく吠える。餌を寄よ越こせということらしい。

「散歩の次は餌って、俺はお前らの召めし使つかいか……」

　がくりと項うな垂だれながらも、俺は餌をやる前に濡ぬらしたティッシュで犬の足を拭いてやる。それが終わってから、二匹の要求どおりにそこから餌の缶かん詰づめを取り出した。

　蓋ふたには〝高級ローストビーフ〟と書かれている。

「犬に高級ローストビーフかよ。贅ぜい沢たくすぎるだろ？」

　俺だってそんなの食べたこと無い。おまけに昨日も今日も、ここでは冷れい凍とう食品のラザニアだったんだぞ？

「ワン！」

　行ぎよう儀ぎ良くお座りをして、期待に満ちた目で見上げてくる犬たちを横目に、俺はパキンと缶詰を開ける。中身は、人間が食べる普ふ通つうの缶詰となんら変わりないように見える。美味おいしいんだろうか…？　ちょっと食べてみようかな。犬が食えるってことは、人間だって大丈夫だろ？

「ちょっとだけ」

　俺はついつい好こう奇き心しんに負けて、缶詰の中身を指でちょっとだけつまんで食べてみる。けれどすぐに水道で口を濯ゆすぐハメになってしまった。

「味、なくないか？」

　おまけに、ぶにょっとしたこの食感がどうしてもダメだ。一体、これのどこがローストビーフなんだろう？　好奇心に負けて、ずいぶん馬ば鹿かなことをしたものだ。

　俺は、手早く缶詰の中身を二匹の皿の中へと空けてやる。すると二匹はやはり一生懸けん命めいにお手を繰くり返した後、「よし！」という俺の許可が下りるのを待ってガツガツと食べ出した。

「こんなのでも、お前らにとってはご馳ち走そうなんだろうなぁ…」

　とはいえ、俺もそろそろ腹が減ってもいいはず──なのに、食欲が一向に湧わいてこない。おまけに、なぜか体が熱っぽい。流石さすがに疲れが出たのだろうか？

　ぐったりとソファーにもたれていると、玄関の鍵かぎががちゃりと開く音がした。

「もしかして、上総が帰ってきたとか？」

　顔を合わせる前に出て行くつもりだったが、犬たちに振り回されていたせいで、こんな時間になってしまった。でも、今いま更さら慌ててもしょうがないか。

「どうせ顔を合わせるなら、昨日の文句を言ってから出て行ってやる」

　昨夜のことを思い出すと、改めて怒いかりがこみ上げてくる。あんなに俺を好き勝手に扱あつかったうえに、あいつは俺には体しか価値がないかのようなことを言いやがった。許せるわけがない。

　かちゃりとドアが開く気配を感じ取ったのか、犬たちは急に食事を止やめると玄関へと向かっていく。そしてすぐに、主人にじゃれつきながらリビングへと入ってきた。

「───どうも」

　不ふ機き嫌げんな顔を作って上総を見る。

「……居たのか」

「悪いかよ」

「そうは言っていない。お前は逃にげるのが得意だろうと思ったんだ」

　なんだよそれ。確かに浩一の許もとからは逃げて来たけれど、上総には関係ないじゃないか。

「……すぐに出て行くつもりだよ」

　ふて腐くされていると、上総はそんな俺をちらりと見て「服はどうした」と聞いてきた。

「借りただけだよ。悪かったな。そんなに返してほしいならどうぞ」

　俺はイライラしながらシャツを脱ぬいで、上総に投げつける。空気を孕はらんだそれは、上総に当たる前にふわりと床ゆかに落ちた。ドルチェがすかさず、そのにおいをかぐように鼻を近づける。

「…っ」

　───あれ…？

　シャツを脱いだ途と端たん、ぞわっと体中に鳥とり肌はだが立った。なんだか異様に寒い。慌てて俺は、剝むきだしの肌を擦さするように掌てのひらで撫なでた。

「なんだその顔は」

「今度は俺の顔に文句かよ」

　上総ほど綺麗じゃないが、これでも自分の顔は結構気に入ってんだ。それに、あんたに苦情を言われるようなことはしていないだろうが！

　俺はソファーから立ち上がって、身長差に負けないようキツイ目で上総を睨にらみ付けた。

「勘かん違ちがいするな、顔色が悪いという意味だ。具合が悪いのか？」

　上総は低く感情の籠こもらない声で尋たずねてくる。

　どうしてこの男は主語やら述語やらといった、肝かん心じんな言葉が足りないんだろう。いい大人なんだから、ちゃんと理解できるように話せよな。

「……誰だれかさんにいいようにされたせいで、体が怠だるいだけ」

　睨み付けたまま言うと、上総がふいに俺の額に手をかざした。有り得ないけれど、温かい掌から上総の体温がじわりとしみこんでくるような感じがする……。なんだか心地ここち好くて、俺は思わず目を閉じてしまった。

「熱いな」

「え？」

「熱があるんじゃないのか」

　言われてみれば、確かにこの怠だるさはそれが原因なのかもしれない。

　風邪かぜなんて何年も引いていないから、そんな感覚は忘れていた。喉のどが痛いのは、昨日さんざん喘あえがされたせいかと思っていたけれど、風邪だったのか。

「そんな状態で散歩に行ったのか」

　フローリングに付いた犬の足跡を見て、上総が言う。呆れたような物言いだ。

「約束だったんでね」

「───約束、か」

　含ふくみがあるような言い方で頷うなずかれ、俺はイライラしながら上総を睨み付けた。

「……何が言いたいんだよ」

　そう言えば、昨日から上総は約束がどうのと言っていた気がする。つまり俺は以前、上総と会って何かを約束したってことだろうか。なのに、俺だけがその約束のことも、上総のことも忘れてしまって覚えていない。

　───それじゃ流石に怒おこるだろう。

　でも、忘れてしまったものは仕方ない。それに、俺が全く覚えていないってことは、大した約束じゃなかったんじゃないのか？

「面めん倒どうくせぇ……」

　考えることを諦あきらめて、俺は再びソファーに沈しずみ込む。それから、怠い体を背にもたれ掛かけたまま上総を見上げた。

　風邪だと自覚した途端、余計に体が重くなって、頭痛までしてきた。ああ言えばこう言う上総と嫌いやみの応おう酬しゆうをするような体力は、とてもじゃないけれどこれ以上残っていない。

　出て行けと言われても仕方ないとは思っているけれど、もし本当に言われたらこんな怠い体でどこに行こうか。仮に友達の家に行くにしても、誰の家に行けばいいのやらと考えて、俺は思わずため息を吐ついてしまう。

「辛つらいなら寝ねてろ」

「え…？」

　具合が悪かろうがすぐに追い出されると思っていたのに、そんな言葉を掛けられて、俺はつい首を傾かしげてしまう。こいつは俺を疎うとましく思っていたんじゃなかったのか？

　まぁ……どっちでもいいけど。体調がよくなるまでの間だけでもこの家に置いてもらえるのは、行くところがない俺にとってはかなり有り難がたいことだ。

　だからといって、素す直なおに感謝の言葉を口にすることには抵てい抗こうがあるけれど、とりあえずはホッとした。この状態で外をさまようハメになるのは、ちょっと勘弁してほしい。

「じゃあ、ちょっと寝る」

　そう言って、昨日の部屋に行こうとして立ち上がった途端、ふいに膝ひざから力が抜ぬけてよろけてしまう。

　だけど床に崩くずれ落ちそうになって、やばい…と思った瞬しゆん間かん、俺はなぜか上総に抱だき留められていた。筋肉がついた腕うでが、しっかりと俺を包み込んでいる。

「……ごめん、大だい丈じよう夫ぶだから放せよ」

　俺はその腕から一生懸けん命めいに抜け出そうとしたけれど、体にはろくに力が入ってくれない。これは思った以上に、熱が上がっているのかもしれない。

「おとなしくしてろ」

「え？」

　何を言っているんだこいつと思って上総を見上げると、言葉の意味を理解する前に、俺は上総の腕に横抱きにされていた。

「わわっ」

　思わず上総の首に腕を回す。

　まさかこの年になって、誰かに抱かかえられる日が来るとは思わなかった。というか、女の子をこんな風に抱き上げたことはあったけれど、自分がされるのは初めてのことだ。

　俺は落とされるんじゃないかと不安になって、ぎゅっと上総にしがみつく。

　上総は俺を昨日使わせてもらっていたゲストルームまで運ぶと、丁てい寧ねいな動作でベッドの上に下ろした。

　礼を言うべきなんだろうけれど、何となく言いたくない。

　口を噤つぐんでいると、上総は何も言わずに部屋から出て行ってしまった。

「……なんだよ…」

　中途半はん端ぱに優やさしくされると、どんな意図があるのかと勘ぐりたくなる。本当の優しさなのかそれとも邪じや魔まだから早く治して出て行けとでも言いたいのか───そんなのどっちでもいいって思っているのに、なぜか気にしている自分も嫌だ。何だろう、変だよな俺。

　考えを振ふり払はらうようにしてベッドに潜もぐり込むと、体がどれほど辛かったのかを思い知る。一度横になってしまうと、起き上がることさえしんどい。

「熱、結構出てるのかな」

　額に手を当てるが、よく分からない。だけど体はさっきよりもずいぶん熱い。

　喉の痛さに水が欲しいと思ったが、取りに行くのも億おつ劫くうだ。こんな風になるなら、実家に帰るべきだったかもしれない、なんて今さらながらに思ってしまう。

　いや、面倒見のいい弟はあの家にもういないし、両親は未いまだに共働きだ。家に帰ってもどうせ、誰かに介かい抱ほうしてもらえるわけじゃないし同じことだっただろう。

「可愛かわいい彼女とか、作っておくんだったな」

　そしたら、甲か斐い甲が斐いしく世話を焼いてくれたかもしれない。看病してくれて、甘えさせてくれる、そんな可愛い彼女───風邪が治ったら、今度はそんな相手を探そう。

　熱で火ほ照てった頭でそんなことを考えながら、俺はふっと目を閉じる。意識は夢と現実の狭はざ間まをふわふわ漂ただよっていた。

「───ほら、薬だ」

　しばらくして、夢の中か現実か分からないが誰かにそう声を掛けられて、俺は口の中にカプセルを押し込まれた。「飲めない」と舌で押し返そうとすると、口移しでむりやり水を飲まされて、俺は思わずごくりと薬ごと嚥えん下かしてしまった。

　ひりひりと熱を持って腫はれていた喉に染しみ渡わたっていく、冷たい水が心地いい。

「…もっと」

　譫うわ言ごとのように口にしてみる。

　一生懸命に目を開いていても、熱で潤うるんだ視界じゃ相手がぼやけてよく見えない。

「……ん…」

　冷たい唇くちびるが再び流し込んできてくれた水を、俺は喉を鳴らして飲み干す。水で潤うるおった相手の舌も唇も、何もかもが冷たくて心地好くて、俺は貪むさぼるようにそれに触ふれようとした。

　何度かそんなことを繰くり返しているうちに、なんとか喉が潤ってくる。だけど、また熱が上がってきたような気がして、俺は目を閉じる。

「寝たか？」

「…………」

　額に張り付いた髪かみを搔かき上げてもらいながら問われたけれど、遠のき始めた意識のせいで応こたえることができない。

　すると、完全に意識をなくす前に囁ささやくように呟つぶやかれた。

「早く、思い出せ」

　───だから一体、それは何のことなんだよ……。

　熱でぼやけた頭でそう思う。だけど初めて聞く切ないその声の響ひびきに、俺はちょっとだけ思い出せないことを申し訳ないと思ってしまったのだった。










　ガタン、という玄げん関かんのドアが閉まった音に目を開ける。

　一体何時だか分からないが、外はまだ暗い。サイドボードにいつの間にか置かれていた携けい帯たいを手に取って時計を見ると、日付が変わったばかりだった。

　ずいぶん長い時間寝ていた気がしたが、実際はそんなには経たっていなかったようだ。

「ん～…」

　ベッドに仰あお向むけになったまま、俺は体をぐっと伸のばす。

　頭はまだ重いが、体はずいぶん軽くなった。それに、関節痛もマシになっている。薬が効いたのかもしれない。

「あれ……？」

　ふと見ると、見知らぬ白いパジャマを着ている自分に気がつく。熱のせいでちょっと汗あせをかいていたが、サラサラとした布地が心地ここち好よい。

　寝る前は、パジャマなんか着ていなかったはずだ。ということは、もしかすると上総が俺にこれを着せたんだろうか？

「……なんだよ…」

　あんなに酷ひどいことを言った奴やつに、急に優しくされても、何となく釈しやく然ぜんとしない。素直に喜べばいいのに、何か裏があるんだろうかと思わず勘ぐりたくなる。

「水…」

　喉のどが渇かわいて、俺は携帯の横に置いてあったグラスに手を伸ばす。中に注がれていた水を飲み干してみたが、それでも喉の渇きは癒いえなかった。だからといって洗面所のカルキ臭くさい水道水を飲む気にはなれず、俺は渋しぶ々しぶベッドを降りると、冷蔵庫のあるリビングに向かうことにした。

　だけど、玄関ホールに続くドアを開けようとした途と端たん、そこからぼそぼそと話し声が聞こえてきて、俺は思わず足を止めた。

「誰だれか来てるのかな？」

　こんな深夜の来客なんて、上総とかなり親しい間あいだ柄がらなのかもしれない。

　どんな奴だろうと興味が湧わいて、俺はドアをほんの少しだけ開けると、そこから声がする玄関の方向をそっと覗のぞき見た。するとそこには、上総ともう一人、まるで女のような顔をした男が立っていた。儚はかなげで、色白で目は大きく、社会人にしては少し長めの髪───凄すごく綺き麗れいな男だ。

「これが説明会のレポートです。遅おくれて済みませんでした」

　そう言ってぺこりと頭を下げながら、男は上総に封ふう筒とうを差し出す。

「分かった、確かく認にんしておく。ご苦労だったな、雪ゆき」

　こちらに背を向けているので表情は分からないが、上総の声には優しさが感じられた。俺には向けたことがない声こわ音ねだ。

「いえ、こちらこそ済みませんでした。また明日お願いします」

　雪と呼ばれた男は、恥はじらうように頰をそめて、真まっ直すぐに上総を見つめている。その様子から、雪が上総に好意を持っていることが分かった。

　あんな顔しちゃバレバレだ。上総だって流石さすがに気づいているだろう。もしかしたら、あいつのことも、もう抱いたのかもしれない。

「では失礼します。明日また社のほうで」

「ああ。気をつけて帰れ」

　会話から察するに、雪という男と上総は仕事関係の間柄のようだ。

　というか、上総があんなに優しい声を出せるなんて、全然知らなかった。

「───今の子、結構可愛いじゃん。あれも食べちゃったわけ？」

　雪という男が出て行ったのを見届けてから、俺はドアを開け玄関に顔を出す。上総は俺を見た途端、顔を顰しかめた。

「あいつは別だ。お前と一いつ緒しよにするな」

　先ほどとは比べようもない、まるで別人のような硬こう質しつな声。優しさのカケラもない。これが俺の知っている上総だ。

「あっそ」

　───俺とは別……ね。

　つまり『遊び』では手を出せないほど、雪って奴は大切な相手だってことか。

「あの子が好きなの？」

「どういう意味だ？」

「意味なんて一つだろ？　あいつも性欲の対象？　俺にしたみたいなセックスで、あの可愛い顔を崩くずしてやってんの───…っ！」

　わざとバカにしたように聞くと、言葉途中で、いきなり俺は体を壁かべに押しつけられた。

　どんっと音がして背中の痛みを自覚した途端、脚あしの間に上総の膝ひざが入り込んでくる。強い力で両手を摑つかまれると、ろくに身動きが取れなくなった。

「放せよ」

　力じゃ敵かなわないのは分かっているけれど、せめてもの抵てい抗こうのつもりで、俺は壁に縫ぬいつけられたまま上総を睨にらみ付けてみる。

　相変わらず、感情の全く読めない無表情。それでも怒おこらせたらしいことだけは、その雰ふん囲い気きから俺にも分かった。

「ずいぶん元気になったみたいじゃないか」

「まぁね」

　まだ熱っぽいが、それでも昨日よりも随ずい分ぶん、体は軽くなっている。普ふ段だんあまり薬を飲まない生活をしているせいで、効きが早かったのかもしれない。

　というか、昨日はこいつに薬を飲まされたような気がするんだけど。熱のせいで俺は幻まぼろしでも見たんだろうか？　もしかしたら全すべてが夢で、意識のないまま俺が自分で勝手に薬を飲んだとかっていうオチなんだろうか？

「俺を怒らせるのが楽しいか？」

「はぁ？　あんたが勝手に怒ってるだけじゃん。あんたちょっとキレ易やすいんじゃないの？」

　苛いら々いらして上総につっかかる。自分でも怒らせるようなことを言っているのは分かっているが、だんだん退ひくに退けなくなっていた。

　とにかく摑まれた腕うでを自由にしたくて、手を振ふり回したがうまくいかない。唯ゆい一いつ自由になる口で嚙かみついてやろうとしたら、突とつ然ぜんキスで塞ふさがれた。

「ん…っ…、な…何するんだよ！」

　なんとか顔を背そむけることで、上総のキスから逃のがれる。

「さっきはもっとと、強請ねだっただろう？」

「さっき？」

「ああ。また覚えていないのか」

　強請った覚えがあるのは、薬を飲ませてくれた夢の中での上総にだ。ということは、やはりさっきのは現実だったらしい。

「知るかよ、そんなの。こんなとこ、さっさと出て行ってやる」

　本当は礼を言わなきゃならないって分かっているけれど、こいつの態度と言い方に、無む性しように腹が立つ。さっきの奴みたいに、素す直なおに可愛かわいくなんてこと俺にはできやしないんだ。

「出て行ってどうする？　また他ほかの男でも捕まえるのか？」

「……だったらどうだって言うんだよ。あんたには関係ない」

「本当にそれでいいのか、春樹」

　まるで知った風な口を利きかれ、俺は更さらに苛立った。

　こいつが俺の何を知っているっていうんだ。思い出せない程度の知り合いでしかないくせに、偉えらそうなことを言われる筋合いはない。

「関係ねぇって言ってんだろ。放せよ。それとも俺の体でも気に入った？　さっきの男より具合が良かったとか？」

　嘲ちよう笑しようしながら言った途端、上総の手がシャツにかかった。

　力任せに左右に引っ張られ、シャツのボタンがはじけ飛ぶ。パチンとはずれてコロコロ転がっていくボタンの軌き跡せきを呆ぼう然ぜんと見ていると、ズボンを下着ごと下げられた。

「やめろよっ」

「具合が良かったと言われたいんだろう？」

　誰がそんなこと言ったよ。勘かん違ちがいしてんじゃねぇ。

　憎にくしみを込めて睨み付けてやると、上総は軽く目を細めて俺を見下ろした。

「病人に手を出すなんて、ずいぶんいい趣しゆ味みだね」

「……元気そうじゃないか。宿代はこれで支し払はらうんだろう？」

　そうだった。確かに、体で払うって言ったんだっけ。ずいぶん馬ば鹿かなことを言ったものだ。

「……っ！」

　上総は再び俺の手を摑つかんで壁に押しつけると、胸の突とつ起きを嚙んだ。思わずのけぞると、今度は甘く舐なめられる。

　熱で敏びん感かんになった体は、そんな刺し激げきだけで力が抜ぬけて今にも崩れ落ちそうだ。鳥とり肌はだが立っているのは、寒さのせいなのか快感のせいなのか区別がつかない。

　ふいに行こう為いを止やめ摑まれた手が放される。不思議に思って、知らずに瞑つぶっていた目を開けると、上総が自分のネクタイを片手で解ほどいているところだった。

「ベッドで寝ねるのは飽あきただろう？　此こ処こでするか」

　くっと、上総が喉のどの奥で笑う。

「どちらでも。誰かが来て、恥はじをかくのはあんただろ」

　挑ちよう戦せん的な言葉に上総は何も返さず、黙だまったまま俺を床ゆかの上に組み敷しいた。

　ひやりと冷たいフローリングの床が背中に当たる。のし掛かかられると、床についた腰こし骨ぼねと肩けん胛こう骨こつが痛んだ。熱がまた上がっているような気がする。

「…あ…っ…」

　むき出しの肌に上総の温かい手が滑すべる。ゆるく勃たち上がったものが上総の腹に擦こすれ、その心地ここち好さに思わず吐と息いきが漏もれた。

　体は嫌いやになるくらい快楽に従順だ。こんな時くらい、感じることなく萎なえてくれればいいのにと恨うらめしく思う。

「嫌々言う割には感じてるじゃないか」

　上総の言葉に悔くやしさが増す。好きじゃなくても寝られるけれど、自分を馬鹿にしている男にいいようにされるなんて、やっぱり腹が立つ。

「あんたが言うとおり、慣れてるんでね。ほら、淫いん乱らんだし？」

　こんなことはなんでもない、というように笑ってみせた。

　どうせ逃にげられないなら、平気なふりで受け入れてやる。この男に、征せい服ふくされて弱気になる自分だけは見せたくない。ちっぽけかもしれないけれど、それが残された俺のプライドだった。

　それにどうせ何かされるなら、痛いより気持ちいいほうがいい。だから、今はこの行為に協力してやる。好きでもない男とセックスするのは、これが初めてじゃない。

　俺は心の中で、そう自分に何度も言い聞かせた。

「───そうだったな」

　上総は俺を見ると、眉まゆを寄せる。苦虫を嚙み潰つぶすような厳しい表情だ。

　何だよ。何であんたがそんな顔をするんだよ。嫌々ならセックスなんか止めればいいのに。

「だったら遠えん慮りよなく楽しませてもらおう」

　そう言うと、上総の指がためらうことなく昨日さんざん中を搔かき回した場所を這はう。入り口をこじあけて指が入り込む瞬しゆん間かん、なんとも言えない圧あつ迫ぱく感を覚えた。

「っ」

「昨日より熱いな」

「だから、病人だって…言った…っ」

　視界に入ってくるのは、まぶしく輝かがやくシャンデリアと高い天てん井じよう。

　横のドアを開ければすぐにベッドがあるというのに、人が来るかもしれない危険を冒おかして玄げん関かんホールでしている。この家のドアはオートロックじゃなかったはずだ。いくら深夜だといっても、もしも先ほどの男が戻もどってきたらどうするつもりだろう。

　俺にとってはどうでもいい人間だが、上総にとっては特別な人間だったんじゃなかったのか？　少なくとも仕事仲間らしいのに、こんなところを見られても平気なんだろうか？

「何を考えてるんだ？」

　ぼんやりとしていた意識が、内部から乱暴に指が抜ける感覚によって引き戻される。セックスに集中していなかったことが、上総にはご不満だったらしい。

「…っあ！」

　上総の問いに答える間もなく、膝ひざの裏に手を入れられ、脚あしを大きく広げられる。そして膝が胸につくほど折り曲げられた。目に入る力の抜けきった足の指が、なんだか自分のものだという気がしない。小指の爪つめが伸のびているのが見える。

「ん…んんっ」

　指が抜き去られた場所に熱く張りつめたものが当てられ、すぐに上総が中へと押し入ってきた。わずかな痛みと、信じられないほどの熱と共に。

「あ…っあ…んっ…はっ…入ってくる」

　快楽に目め眩まいがした。熱に浮うかされているかのような浮ふ遊ゆう感に耐たえられず、俺は上総の肩かたにすがりつく──って、そうだった俺、本当に熱があったんだっけ。

「中も熱いな。熱が上がっているのか…」

「ふっ…ぁ」

　分かっているなら止めろと言いたいけれど、今止められても俺が困る。でも病人相手だって自覚があるなら、少しは手加減しろって言うんだ。こんな状態で、いつまでも深く浅く何度も繰くり返されたりなんかしたら、絶対に気が変になる。

「は…あっ、あ！」

　主導権を握にぎれず、相手に翻ほん弄ろうされるのは好きじゃない。上総のことだって、好きじゃない。だけど、そんなことどうでもいいって思えるくらいに、体は感じまくっていて手に負えない。気持ちいいとか、上手うまいとかそういうことを考える前に、上総が与あたえる強い刺激についていけなくなりそうだった。

「…あぁ…あっ」

　───もういいかな、どうでも…。

　ここが玄関ホールだとか、相手が嫌きらいな上総だとか、そんなことを気にするのは止めて、今は楽しんでしまったほうが得な気がする。しかし、そう思いかけたとき、そんな俺に警告するかのようにして突然、携けい帯たいの着信音が鳴った。勿もち論ろん、俺のじゃない。ってことは上総のだろう。

　見ると案の定、上総が手を伸ばして、ジャケットのポケットから携帯を取り出している。その途と端たん、中の角度が微び妙みように変わって、思わず俺は一ひと際きわ甲かん高だかい声を上げてしまった。

「ひっ…あっ！」

　まさか俺がこんな声を上げているっていうのに出る訳がないよなと思ったのに、上総は躊躇ためらうことなく電話に出てしまった。

「……どうした？」

『すみません、先ほど聞き忘れたことがありまして』

　距きよ離りが近いせいで聞こえる電話の向こうの声は、どうやら先ほどの男のもののようだった。

　馬鹿じゃないのか、この男は。電話をしてきたのがさっきの奴やつだって分かっていて出るなんて、上総にとってこんなことバレてもいいような相手じゃなかったんじゃないのか？

「なんだ？」

　俺の危き惧ぐをよそに、上総は冷静に電話に応対している。頼たのむから、今は動いたり愛あい撫ぶを続けたりするような真似まねだけはしてくれるな。声を殺す自信がないからと、俺は心の中で必死に念じる。

『レポートさせて頂いた会社の件ですが……』

　向こうの声が聞こえるということは、こっちの声だって下手すると聞こえてしまう可能性だってあるってことだ。別にバレたって俺は痛くも痒かゆくもない。けれど、こんなにも冷静に電話に応対している男相手に翻弄されているなんてことがバレるのは、俺のプライドが許さない。

　だけど次の瞬間、俺は思わず口に出して悪態を吐つきそうになった。

　───この野や郎ろう…！

「……っ」

　さすがの上総も突つき上げることはしなかったが、その代わり暇ひまつぶしをするかのようにして俺の体中に触ふれ出したのだ。胸の突起や繫つながった部分、勃ち上がり震ふるえる性器……触れられる全すべてが上総の指にどうしようもないほど感じてしまい、思わず中を締しめ付けると、その質量が更さらに増した気がした。

「…んっ」

　声が漏れそうになって、俺は慌あわてて口を押さえる。決算がどうこうという言葉が聞こえるが、意味なんか全く分からない。頭の中は、声を殺すことで一いつ杯ぱいだった。

　なのにそんな俺に構わず、上総は電話の相手に答えながら、今度は舌先で胸の先をつついてくる。そしてもう片方を、指で搔かくように弄いじり始めたのだ。

「そうだな。その件だったら、お前の判断が正しいだろう」

「んっく…」

　口を押さえたまま首を振ふると、上総が俺の張りつめたものに手を伸ばす。指が強弱をつけて絡からみついてくる。先せん端たんの敏びん感かんな部分を指の腹で擦られた途端、とろりと白はく濁だくしたものが漏れたのが見ないでも分かった。

「……あっ…」

『どうかしましたか？』

　小さく喘あえぎを漏らすと、電話の向こうの相手が不思議そうな声で訊たずねてきた。

　さすがにバレてしまっただろうかと、俺は緊きん張ちようのあまり中にいる上総をギュッと締め付けてしまう。すると上総は密ひそかに眉を寄せた。

「……なんでもない。今日の会社はつなぎ売りで凌しのげ。昨日お前がレポートした会社の運用成績の悪化は今更だ。もう間がないから売っておけ」

『わかりました』

「他ほかには？」

　───何、考えてんだよ、こいつ。声が聞こえたらまずいのは俺より上総のほうなのに。

　だけどそんなことはどうでもいいのか、上総の指は執しつ拗ように俺の先端を弄っている。ぬるぬるとした先走りが、その指を汚よごす音がする。聞いているだけで、背筋にぞわぞわとした感覚が走った。

「っ」

　声を堪こらえるために嚙かんだ唇くちびるが痛い。咎とがめるように睨にらむと、上総は挑ちよう発はつ的に笑った。

『……あの……いえ、大だい丈じよう夫ぶです。夜分遅おそく失礼しました』

「ああ。また明日」

　そう言って上総がようやく電話を切る。それと同時に、俺は我知らず詰つめていた息を吐いた。

「はっぁ…あっ！」

　休む間もなく再び動き出した上総に、俺は強く内ない壁へきを擦こすられる。更に熱が増していく内部のせいで、俺はまた何も考えられなくなりそうだった。

「最中に、電話に出るのは…っ、マナー違い反はんじゃない…？」

「大事な電話だ。お前に文句を言われる筋合いはない」

　───大事、ね。そんなに大事な相手なら、俺なんかに構っていないで、さっさとそっちに行けばいいじゃないか。

　いっそのこと相手に聞こえるように、喘いでやればよかった。特別な相手にそんな声を聞かれたら、上総だって少しは焦あせったりしたかもしれない。

「文句言われるようなやり方してるのはあんただろ」

「お前がさせてるんだろ？」

「…ふざけん、な！　俺は、あんたの…変態的な行こう為いにつきあって、やってるだけだ…っ。あ…思いやりぐらい…あってもいいんじゃない？」

　上総に揺ゆさぶられながらも、俺は何とか切れ切れにそう言う。舌を嚙みそうになったけれど、言うべきことだけは、言っておきたかった。なのに───…。

「お前との関係は、ギブアンドテイクでしかない」

　だから思いやりなんて必要ないと言わんばかりに、上総に言葉を投げつけられる。

　───ギブアンドテイク。

　そんなこと言われ慣れていることだ。だけど頭の中でその言葉を繰り返したら、俺はなぜかすごく空むなしくなったのだった。
















　目覚めたら、体は相変わらず怠だるかった。

　床ゆかなんかで犯やられたせいで背中は痛いし、熱は引かないし。ベッドから出るのも辛つらかったけれど、今日こそはこんな家から出て行ってやろうと思った。

　上総に好きなように抱だかれて、むかつくことばかり言われるよりは、さっさと他の寝ね床どこを探したほうが精神衛生的にもいい気がする。

　玄げん関かんで意識を無くした俺をこうしてベッドに運んで、新しいパジャマを着せて寝かせてくれたのが上総だとしても、それを差し引いても怒いかりは収まらない。大体、大事な相手がいるなら、俺なんか構わなきゃいいじゃないか。

「……最悪」

　そう呟つぶやいて、携帯を操作する。スケジュールを書き込んでいる項こう目もくを開いて見ると、今日の予定のところに「ゼミ会議」とあった。夏休み中であっても、毎週水曜日はゼミ生が集まってそれぞれの課題の進行具合を報告しあうことになっている。担当の教授は来ないが、出席率は後々書記から報告されてしまうから、そんなにサボるわけにもいかないのだ。

　夏休みに入って一度も出ていないから、そろそろゼミ長からうるさく言われそうだ。

「大学で誰だれか泊とめてくれるやつ見つけるか」

　そう決めて、俺はベッドを降りる。パジャマで行くわけにもいかないから、また乾かん燥そう機きのところから上総の服を借りた。アイボリーのＴシャツと、黒のパンツ。裾すそを折り返してもおかしくないデザインだったのは幸いだった。

「やっぱり上総って背ぇ高いよなぁ」

　ふいに、折り返した裾の分がそのまま身長差だと気づく。

　俺の身長は男にしては大して高くない。四捨五入して繰り上げてやっと百七十センチがいいところで、上総との差はおそらく十センチ以上あると思う。

「あいつ、見た目だけはパーフェクトだからな」

　性格は最悪だけど、と心の中で悪態を吐く。そして俺は二匹ひきの犬に餌えさをやってから、またガラス戸から家を出た。もう再びここに来ることはないだろうと思いながら、俺は熱で朦もう朧ろうとする体を引きずるようにして駅まで向かう。場所はまた通行人に聞いた。

「何だよ…まだ一時間もあるじゃん……」

　初めて使う駅から電車に乗って、慣れない路線を使ってようやく大学まで辿たどり着いたものの、思ったよりも早すぎてしまった。ゼミ会議まで、あと一時間ある。

　仕方なく俺は時間を潰つぶすため、図書館に向かった。図書館には、夏休み中だというのに案外人がいる。鳴り出して注意される前に携けい帯たいをマナーモードに設定しようとした途と端たん、それを忘れて来たことに気がついた。どうも着き替がえた時に置いてきてしまったらしい。

「何やってんだよ俺は」

　ため息を吐いて図書館のラウンジの長なが椅い子すにぐったりと沈しずみ込み、サークルの部室から持ってきたノートパソコンを開く。

　動いたせいで更に熱が上がった気がした。パソコンの中に入っている書きかけの論文を読もうと思っても、目がちかちかして液えき晶しよう画面を一分と見つめていられない。

「あれ、春樹？」

　呼ばれて振り返ると、綺き麗れいな脚あしをこれ見よがしに強調したミニスカートを穿はいた同じゼミの三み島しま真ま里り亜あが立っていた。一見人形かと思うような可愛かわいらしい外見のお陰かげで男子には人気が高いのだが、可愛いということを自覚して行動するせいで女子には嫌きらわれている子だ。

「なんか具合悪そうだけど。大丈夫？」

　近づいてくると、真里亜は俺の額に触ふれて「すごい熱いよ？　平気なの？」と再び心配そうに聞いてきた。俺が今度つきあうならと思っていた、甲か斐い甲が斐いしく世話をしてくれる可愛い女の子───その条件に真里亜はぴったり当てはまるような気がする。

「ダメかも。看病してくれない？」

　笑いかけると、真里亜は困ったように小首を傾かしげた。

「具合悪くてもタラシなんだね」

「タラシって何？　真里亜だから言ってるんだよ。真里亜以外の子には言わないよ？」

「その顔だけで生きていけるって思ったら、大おお間ま違ちがいだからね」

　流石さすがに大学入学以来の腐くされ縁えんは、簡単には騙だまされてくれないようだ。真里亜はそう言うと、横に座ってバッグから取り出したペットボトルを俺にくれた。買ったばかりなのか、冷たいそれは熱のある体には気持ちいい。

「くれるの？」

「あげるよ。それより鏡見た？　顔真っ赤だよ。帰ったほうがいいんじゃない？」

「帰るところないんだよね。よかったらしばらく泊めてくれない？」

　母性本能をくすぐるように上うわ目め遣づかいにそう言ってみるが、真里亜はあっさりと首を振る。

「そんなことしたら春樹のファンに瞬しゆん殺さつされるよ。それにうちは実家だし……。春樹が泊めてほしいって言えば、泊めてくれる相手なんてたくさんいるでしょ？　現に今までだってそうだったんでしょう？」

　まぁ、そうだけど。こんな熱のある体じゃ選えり好みもしていられない。とりあえず手近なところで、と思ったら真里亜が通りかかったんだ、と言おうとして口を噤つぐむ。流石にそれは言わないほうが良いだろう。

「流石に懲こりた」

「何かあったんだ？」

「風邪かぜ引ひくようなことがね」

「春樹のことだから、青あお姦かんでもして風邪引いたんじゃないの？」

「……どうだろ？」

　風邪を引いたのは、雨のなか外にいたせい。そして、悪化したのは多分上総とのセックスのせいだ。つまり、真里亜の指し摘てきはあながち外れているわけでもない。

　だけど元を辿れば、こんなことになったそもそもの原因は浩一だ。あいつのことは極力考えないようにしているが、携帯をチェックするたびに着歴のほとんどが浩一からの『着信拒きよ否ひ』の表示で埋うめ尽つくされていて気が滅め入いる。

「軽く運動して汗あせかけば治ると思うんだよね。協力してよ」

「何言ってんのか全然分かんない。そんなことより松まつ方かた教授がフランス語弁論大会の論文は出来上がったのかって言ってたよ。来週末の指導ゼミ会に顔出さないと、いくら春樹でも怒られるよ」

　俺が専せん攻こうしている教科を担当している松方教授は、普ふ段だんは好こう々こう爺やの見た目で生徒からは『おじいちゃん』という呼び名で親しまれているが、ゼミ生や研究員には容よう赦しやがないことで有名だ。俺は気に入られているほうだが、あまり顔を出していないので、そろそろ嫌いやみの一つでも飛んできそうだ。

「分かった」

　こんなことなら、気軽に大会に参加するなんて言わなきゃ良かった。資料はある程度そろえてあるが、このところ色々とあったせいで肝かん心じんの論文はまだ三分の一も仕上がっていない。

「春樹はやれば出来るんだから、がんばってまた優勝してよ。で、副賞のフランス旅行は去年みたいに安く転売してね」

「お前の目的はそれか……」

　全国レベルの弁論大会のため、賞品は豪ごう華かだ。賞状やトロフィーはどうでもいいけれど、優勝者の副賞はフランス旅行。それから、大会側からだけでなく学校の事務局からも、報ほう奨しよう金きんが出る。俺の目当ては、その報奨金のほうだ。うちは私立大学で授業料が高いから、その分を取り戻もどそうとしたら、こういった報奨金で取り戻すしかない。

　フランス旅行には特に興味がないから、去年優勝した時は真里亜に通常の半額の値段で譲ゆずったけれど、報奨金は色々と迷めい惑わく掛かけているからと母親に渡わたした。今年優勝したら今度はバイクのローンを完済してしまおうと思っている。

「優勝出来たらいいんだけどなぁ。そう簡単にもいかないだろ」

　ため息を吐つきながらも、ゼミ会議の時間になったので俺は真里亜と一いつ緒しよにカフェテラスに向かった。隅すみのテーブルで、辞書や文ぶん献けんを広げながら丸くなっている俺と同じ松方ゼミの一団のところに近づくと、みんなが顔色をうかがって大だい丈じよう夫ぶなのかと聞いてくる。

　俺は適当に流しながら席に座り、いつものようにその場を取り仕切った。ゼミ長ではないが、何かの集まりがあると司会役をするのはいつも俺だ。ゼミ会議では、十五人のゼミ生がそれぞれ自分の研究課題を進んでいるところまで発表し合い、それをみんなで批評する。

「春樹はどう思う？」

「うーん…」

　みんなの報告が終わると、いつものように意見を求められた。本当はあまり発表した内容が頭に入っていない。適当な意見を言ってその場を誤ご魔ま化かしたが、ゼミの仲間はまるで重要なアドバイスをされたとばかりにメモを取っている。大したことを言っていないというのに、きっとみんなには去年の弁論大会の優勝者という俺の肩かた書がきが、頭の片かた隅すみにあるんだろう。

「春樹はどこまで進んだんだ？」

　書記の言葉に俺は「大会でのお楽しみ」と答える。

　大会は来月だ。参加する学生はそろそろ原げん稿こうを完成させて、後はフランス語でするスピーチの発音チェックをしているくらいの時期。それなのに、草案の状態のままほとんど進んでいないだなんて、そんなことがもしもみんなに知れて、そこから松方教授にでもバレたら殺される。

「大会用のを多少書き直して卒論にするんだよね？　っていうことはもう終わってるんでしょ？　去年みたいに笑えるやつなの？」

「内ない緒しよだよ」

　唇くちびるの前に指を当てると、聞いてきた女の子は「もう、教えてくれてもいいのに」と顔を赤らめながら言う。そして、この子なら泊とめてくれるかもと思った瞬間、真里亜がテーブルの下で足を蹴けってきた。

「っ」

「どうしたの？　春樹」

「いや、なんか突とつ然ぜん…熱が上がってさ」

　誤魔化しながら、俺は睨にらみ付けてくる真里亜の視線から逃のがれる。嫉しつ妬として怒おこるくらいなら泊めてくれればいいのに。

「噓うそ!?　大丈夫なの？　今日はもう帰っていいよ。見るからに辛つらそうだもん」

「ああ、そう？　それじゃ帰ろうかな」

　俺はみんなの言葉に遠えん慮りよすることなく、その場を後にすることにした。体調が悪いときに他人に愛あい想そ笑いしていることほど疲つかれることはない。それに、携けい帯たいを取りに帰るなら上総が帰ってこないうちがいいだろう。

　ゼミのみんなに温かく見守られながらカフェテリアを出た俺は、ふと校舎の壁かべにはめ込まれた時計を見る。昨日、上総が帰ってきたのは夕方すぎだったから、いない間に一度戻るとしても時間はまだまだありそうだ。だったら携帯を取りに戻る前に、バイト先に給料を取りに行ってしまおう。

「折角ここまで来たんだしな」

　なけなしの金で電車代を払はらって、ようやく大学まで来たんだ。大学からバイト先まではそう遠い距きよ離りじゃない。それに行けば金が貰もらえる。

　月末には親からの仕送りが入るが、大した額じゃないので住居が定まらない身の俺には、ちょっと心もとない。少しでもお金はあったほうがいい。

「でも、バイト先行くの憂ゆう鬱うつだなー…」

　あんなことがあったんだ。きっと、あの日は居なかったバイト仲間たちにも、その時の様子はおもしろおかしく伝わっているだろうと思うと気が重い。だからといって、給料をあきらめるつもりはない。だけど憂鬱だと思った途と端たんに、足まで重くなった。

「今、どれぐらい熱あるんだろう」

　額に手を当ててみるが、掌てのひらも熱いのでよく分からない。

　それでもなんとか電車に乗って、バイト先まで行く。レジにいるパートのおばさんにつかまると話が長いので、俺は彼女に見つからないよう店の奥で新作映画のパネルをレイアウトしている店長にさっさと近づいた。すると声を掛けるまでもなく、店長が俺に気づいた。

「ああ、給料？」

「そうです」

「じゃロッカーも整理していけよ」

「はい」

　店長の後についてレジ横にある事務所に通じるドアをくぐる。一瞬パートのおばさんと目が合って何か言いたそうな顔をされたが、俺は知らない振ふりをしてさっさとドアを閉めた。

　さっさと金を貰って、ロッカーを整理して出て行こう。居い心地ごこち悪いし…と思っていると、二十代半ばの店長が、頭を搔かきながら申し訳なさそうに言った。

「なんかさー…悪かったな」

「え？」

　意外な言葉に、俺はきょとんとして顔を上げる。

「いやさ、あのときは俺もびっくりしてたから。結局、辞やめさせるような形になっちゃっただろ？」

「でも、店長のせいじゃないですよ。あんなことあったら、流石さすがに俺もここでバイトなんて続けられませんよ」

　あそこで俺を説教したのは、店長としては正しい判断だったと俺は思っている。だけど、店長は複雑そうな顔をしたままだ。

「店長が罪悪感を覚えることはないですよ。男を見る目が無かった俺が全面的に悪いわけだし」

　こうなってしまったのも、浩一とつきあうことを選んだ自分のせいだ。

「あのさ……お前、本当に男とつきあってたのか？」

「え？」

「いや、なんか不思議な感じ。お前って女にも普ふ通つうにモテるのに、勿もつ体たいないなって」

「別に男としかつきあわないわけじゃないですよ。女の子ともつきあいますし。でも全部遊びだから男とか女とか、どうでもいいんですよ。結けつ婚こんやちゃんとした交際を目的にしてるわけじゃないですし」

「……そんなもんか」

　理解できないというような顔をしながら鍵かぎ付きのデスクの引き出しを開けると、店長はそこから給料の入った茶ちや封ぶう筒とうを取り出して俺にくれた。俺はそれをポケットにしまってから、ロッカーを開ける。中にはやっぱりくだらない物がごちゃごちゃ入っていた。

「ほら」

　店長が店のロゴが入った青いビニール袋ぶくろをくれたので、その中に手当たり次し第だいに詰つめ込んでいく。参考書やＣＤ、Ｔシャツやインスタントカメラ。無くしたと思っていた腕うで時計もあった。

「暇ひまな時は遊びに来いよ」

　元気づけるように俺の肩かたを叩たたいて店長が言う。

　それに「はい」と返して通用口から店を出たが、実際あんなことがあった後に気安く遊びに行けるわけがない。根ほり葉ほりいろいろなことを追つい及きゆうされるに決まっている。面めん倒どうなことは真っ平だ。

「あー…バイクがあればなぁ」

　そうすればここから一走りで帰れるのに、こんな荷物を持って歩くハメになるなんて…。

「クソ浩一のせいで───ん？」

　ふと、視線を感じて俺は背後を振り返る。視線の端はしで何かが動いた気がしたけれど、そこにはもう誰だれもいなかった。

「気のせいかな…？」

　───まさか、浩一…？

　いや、一応医者として忙いそがしく働いている浩一が、俺が来るかどうかも分からない元バイト先を見張っているなんて有り得ないよな。

　そう自分に言い聞かせてみたけれど、なんとなく怖こわくて用心しながら俺は駅まで歩いたのだった。










　途中何度も振り返ったが、不ふ審しんな影かげは見えなかった。それでも、電車に揺ゆられる最中もなんだか落ち着かなくて、同じ車両に見知った顔がいないか何度も確かく認にんする。

　結局、上総の家に入る時まで、俺は注意深く辺りを見回すハメになった。

「びびってんな、俺も」

　浩一が俺をつけてきているんじゃないかなんて、そんな馬ば鹿かげた心配に振り回されるなんて、らしくない。家の中に入って落ち着いた途端、びくびくしていた自分がおかしく思えた。

　近寄ってくるピアチェやドルチェの相手をしながら、部屋に入る。ベッドの横にぽつんと置かれていた携帯をズボンのポケットに入れる。

「俺の服捜さがさないとな…」

　上総の服を着たままじゃ出て行こうにも出て行けない。この広い屋や敷しきを家捜しすると思うと面倒だが、気に入っていたジーンズのことを考えると置き去りにしていくのは惜おしい。

　仕方なく家の中を捜し回る。二階のほうが一階よりも部屋数が多かったが、ほとんどが使われていないようだった。

「こんな大きな家で一人暮らしなんて、やっぱり寂さびしいよな」

　がらんとしていて、歩くたびに足音が響ひびく。おまけに、ところどころ薄うす暗ぐらくて寂しい感じがする。犬でもいなきゃ、やりきれないだろう。

　金庫のある部屋や、書類と本で埋うめ尽つくされた部屋、ただの空き部屋などを回り、上総の私室らしき場所に辿たどり着く。必要最低限のものしか置いていないが、他ほかの部屋よりは使用されているような感じがするから、多分ここが上総の部屋なんだろう。

「寝ねるだけの部屋って感じだな」

　ドアを開けたものの、流石に入るのは躊躇ためらわれる。それに中に入ったりしたら怒られそうだ。

「ワン！」

「っ！」

　背後から吠ほえられて、俺はびくりとしてしまう。振り返れば、二匹ひきがリードを銜くわえて尻尾しつぽを振っていた。

「散歩かぁ。出て行くつもりだったんだけどなぁ」

「ワンワン！」

　期待の籠こもったきらきらした目で一心に見つめられてしまうと、流石に無視は出来ない。

「熱上がってる気はするけど、仕方ないか」

　散歩に行って帰ってきてから、上総に服の在あり処かを聞き出せばいい。それから出て行っても、大した違ちがいはない。どうせ、次に行く場所はまだ決まっていないわけだし。

「出来ることなら、上総とはもう顔を合わせたくないんだよな。どうせ顔を合わせれば、嫌いやみの応おう酬しゆうだろうし……」

　俺はため息を吐つくと、犬にリードをつけて、また中庭に面したガラス戸から外に出る。

　昨日と同じですぐに走り出した犬に引っ張られながらも、何とか誘ゆう導どうするコツがだんだんと分かってくる。だからといって二匹に合わせているといくら時間があっても足りないから、俺は適当に三十分くらい近所を歩き回ってから帰ることにした。それぐらいにしないと、体が辛つらい。俺の息は、すでに二匹以上に荒あらくなっている。

「家捜しなんかしてないで、大人しく寝ていればよかった」

　最後はまだ帰りたくないと主張する二匹をなんとか引きずるようにして家に帰ると、ガレージが開いていた。見れば、さっきはなかったはずの車まである。

「帰ってきたのか…あいつ。今日は早いじゃん」

　呟つぶやきながらリードを外すと、二匹は一目散にガレージの方へと駆かけていく。昨日知ったのだが、ガレージから屋敷の中に入る犬専用の小さな入り口があるのだ。

　鍵が掛かかっているかもしれないと思って、出てきた時と同じようにガラス戸から入ろうとすると、リビングに人の姿が見えた。

　───上総と、雪だ。

　何かもめているような雰ふん囲い気きに、入って行きづらくなる。俺は思わずリビング近くにある木の陰かげに隠かくれて二人を窺うかがう。上総はこちらに背を向けているため表情は見えないし、声も聞こえない。ただ、顔を赤くして何か訴うつたえている雪の表情だけが見える。

　自分が入って行ったとして、上総があいつに俺のことをなんて説明するのか興味はあったが、なんだかそれをするのが恐おそろしくもあった。

「それにしても可愛かわいい顔だな。あれ、ほんとに男か？」

　整いすぎて作り物めいた顔立ちに備わった大きな目は、こぼれんばかりに開かれている。しばらくして、雪が上総の腕うでに手を掛けた。

　上司と部下の距きよ離りじゃないだろと思っていると、雪が伸のび上がって上総にキスをしたのが見えた。その華きや奢しやな腕は、上総の背中に回っている。

「……なんだ。デキてるんじゃん」

　なんだか胸がちくりと痛む。上総が誰とデキていようがどうでもいいのに。

「行きずりの相手と寝る俺を否定するくせに、自分は男とデキてるんじゃん」

　そう呟くと、ますます嫌な気分になった。

　だけど、なんでそんな気分になるのかよく分からない。もしかしたら、体ていのいい浮うわ気き相手にされたのが気にくわないのかもしれない。

「腹立つ。ぶっ壊こわしてやろうかな」

　ここで出て行って、上総が俺と浮気したことをあいつにぶちまけてやろうか。修しゆ羅ら場ばになるのは面倒だから極力避さけてきたけれど、上総にバカにされてばかりじゃ悔くやしい。今回は自分からその修羅場を起こしてみるのもいいかもしれない。

「……はは、でもそれってすげぇ格好悪いな」

　そんなことをしたら、まるで俺が上総のことを好きみたいじゃないか。好きな相手を本命から寝取ってやろうと、必死になっている馬鹿な女みたいだ。そんなのは俺の柄がらじゃない。

　そうは思うのに、何でこんなにもイライラするんだろう？

「浮気相手にされるのなんて、初めてじゃないのになぁ。むしろ俺だって、何度も浮気を繰くり返してきてるし」

　こんなのは、いつもと同じことだ。上総だけが男じゃない。ダメなら、また誰か他の適当な相手を見つけて、そいつの家に転がり込めばいいだけのことだ。

「いつもと同じ……」

　だけど何度もそう言い聞かせてみるのに、なんだか胸が痛い。看病されたせいで、ちょっと心が動いてしまったんだろうか？

「調子狂くるうな…」

　理由が分からないまま、俺は思わず服の上から心臓の辺りを押さえる。

　雪に負けたことが悔しかった？　プライドを傷つけられた？

　色々と考えてみるけれど、なんだかどれもぴんと来ない。埒らちが明かなくて、俺は自分の考えを打ち切るようにゆるく首を振ふる。途と端たんにくらくらと目め眩まいがした。熱のせいかまっすぐ立っていられなくて、俺は思わず木に寄りかかる。

　上総といると調子が狂う。いつもの自分ではなくなる気がする。

　ぼんやりと二人を見ていると、上総の手が雪の肩かたを包み込んだ。そして唇くちびるを離はなした上総が何かを呟き、それに雪が答えている。俺とでは有り得ない、穏おだやかな雰囲気だ。

「ワン！ワン！」

　ふいにガレージから家に入ったはずの二匹が側そばにやってきて、大きな声で鳴いた。動かない俺を心配して、戻もどってきてしまったらしい。

「しー、ダメだよ。うるさくすると上総たちにバレちゃうだろ」

　だけど小声で囁ささやいてなんとか二匹を黙だまらせてから再び二人を見ると、窓の向こうにいる上総と目が合ってしまった。

「…あ」

　その途端、俺は逃にげるように背中を向けていた。そして気づいたら、リードを放ほうり出して家の外へと走り出していたんだ。










　久しぶりに訪おとずれた店は、雰囲気がずいぶん変わっていた。

　定期的に内装を替かえるのは、常に新しい客を招き入れるためにというオーナーの考えらしいが『メゾン・デラブレ』という店名は変わっていない。

　どことなくワインの貯蔵庫を思わせるような造りになっている店内。むき出しの煉れん瓦がやコンクリートが、薄うすいオレンジの光に照らされている。

「なんだ、また男と別れたのか？」

　聞き慣れた声にそちらを見れば、店長の柴しば崎ざきがボトルを何本か抱かかえて裏から出てきたところだった。三十代半ばで落ち着いた雰囲気の柴崎は、元は普ふ通つうの企き業ぎように勤める営業マンだったと聞いたことがある。話し上手で気さくな男だ。

「久しぶり」

「別れるたびにうちで次の相手を見つけるのどうにかしろよ。お陰でお前の元彼と元彼が対決する場面を何度見たか」

「対決？」

「まぁ嫌みの応酬だな。お前の居ないところでお前にフラれた連中が、ぎゃーぎゃーウチの店内で騒さわいでるんだよ」

「うわ、最悪」

　そんな連中に見つかったら、またいらないトラブルに巻き込まれるに決まっている。できれば今日だけはそんな目に遭あいたくない。いや、永遠に遭いたくない。

「見つからないうちに適当に引っかけて帰ろう…」

「またか…。お前も木崎みたいにこの店を卒業したらどうだ？」

　木崎智也は俺の元彼の一人だが、数ヶ月前に目め出で度たく運命の相手を見つけ、今では幸せな同どう棲せい生活をしている。その相手は実は俺の弟だったりするのだが、柴崎はそこまでは知らないはずだ。

「そんなことしたら店の利益に大だい打だ撃げきだろ？　俺のファンが来なくなるし」

「うぬぼれんな」

　俺の発言に、柴崎はあきれたような顔をしてカウンターに入る。

　この店の大半は何も知らないノーマルな客ばかりだが、同性のお相手を見つけることもできる知る人ぞ知る店でもある。同じ嗜し好こうを持つ者同士は、何となく顔を合わせれば分かるものだ。

　俺は相手が欲しくなったらここに来る。男でも女でも、簡単にその日の相手を見つけることができるから便利だ。

「ほら」

　柴崎は俺がいつも頼たのむカクテルではなく、湯気の立つ白いマグを出した。

「何これ？」

「風邪かぜ引いてるんだろ？　レモンと蜂はち蜜みつと砂糖を溶とかしたやつだ。喉のどにいいぞ」

「分かる？」

「明らかに熱がある顔してるじゃないか。そんな状態でよくうろうろできるな」

「人ひと恋こいしくてね」

　口を付けると、飲みやすい熱さになっていた。甘い物は基本的に苦手だが、これはそんなに甘くない。レモンの酸味が、熱で荒あれた舌にぴりぴりする。

「それを飲んだらさっさと家に帰るんだな」

「家がなーい。泊とめてよ柴ちゃん」

「実家に帰れ」

　そう言われると、確かにそれが一番いい選せん択たくのような気がした。

「………そうしようかなー。じゃあ素す直なおに帰るからさぁ、いつものやつ頂ちよう戴だい」

「冗じよう談だんだろ。熱が出てるやつに酒なんか出せるか。前みたいに泥でい酔すいされたら困る。お前、熱がある時に酒飲むとろくなことないだろうが」

「何それ？」

　心当たりのない俺は、柴崎の言葉に首を傾かしげる。

　泥酔なんてしたことがあっただろうか。自分の限界は心得ているつもりだ。いつもほろ酔よいで止やめるようにしているし、泥酔した覚えなんて過去一度もない。

「いつの話？」

　誰だれかと勘かん違ちがいしているんじゃないかと聞き返すと、柴崎は「覚えてないのか。最低最悪だったぞ」と呆あきれたように言った。

「それって本当に俺だった？」

「相変わらず都合のいい脳みそだな。……おい。８番テーブルの奴やつが見てるぞ」

　柴崎は会話を途中にすると、俺に向けられる視線に気づいてそう言った。

「気づいてるよん」

　さっきからずっと視線は感じていた。あれは簡単に落ちると、俺の勘が言っている。

「……背中にも目があるのか、お前」

「入ってくる時から見られてるから。誰か分かる？」

「新顔じゃないが、よくは知らないな。いつも一人で飲んでる」

「一人暮らしだといいなぁ」

　そしたら今晩の宿どころか、明日の宿も確保できるかもしれない。

「おい、お家うちに帰るんじゃなかったのか？」

「ええー？　俺そんなこと言った？」

「一人暮らしだったら誰でもいいのか？」

　珍めずらしく咎とがめるような口調だ。

「……もう誰でもいいよ。所しよ詮せん、ギブアンドテイクだからね」

　───ギブアンドテイク、そう上総が言ったんだ。俺の価値なんてそんなもんだ。

「春樹……？」

　沈しずんだ声を不ふ審しんに思ったのか、柴崎が密ひそかに眉まゆを寄せた。思わず出てしまった本音にしまったと思いつつ、俺はあえて柴崎の反応に気づかない振りをする。そして背後を振り返ると、目が合ったそいつにほほえんでやった。

　男はすぐに立ち上がって、俺のそばまで来た。ライトに照らされた男の顔は、良くもないが悪くもない。相手としてはまずまず、ってところだろう。

「一人なんだ。一いつ緒しよに飲んでいいかな？」

　男の言葉に、俺は「誘さそってくれてうれしいよ」とまたほほえんでやる。

　一緒に飲みながら、男が一人暮らしだと知った。それとなく家に行きたいと告げると、男は一いつ瞬しゆん期待をするような目をしてから「もちろんいいよ。ちょっと汚きたないけど」と言って俺の肩に手を回した。柴崎は俺をたしなめるような目で見ていたが、俺はその視線を無視する。

　もうどうでもいい。とりあえず今夜の宿は確保できそうだし。

「じゃあ、行こうか」

「そうだね」

　だけど、投げやりな気持ちになりながら男に誘われるままカウンターから離はなれようとした時、ドアから入ってきた男に目が留まった。

「あ…」

　思わず声を出すと、男がこちらを向く。

　───どうして…？

「春樹」

　上総は俺を見つけた途と端たん、横に並んだ男を鋭するどく睨にらみ付けた。そしてずかずかと近づいてくると、俺の腕うでを無理矢理引っ張る。

「ちょ、何だよ！」

　何とかその手から逃のがれようと抵てい抗こうしたが、上総は放そうとしなかった。

「帰るぞ」

「上総！」

　やめろという意味を込めて名前を呼んだが、全く相手にされやしない。助けを求めるつもりで俺を誘った男を見ると、奴はただぽかんとして俺たちを見ているだけだった。

「春樹だったのか？」

　静かな声で柴崎が、上総に意味の分からないことを言う。上総はちらりと柴崎を見ると、財さい布ふから万札を出してカウンターに置いた。

　何を言っているんだ……？

「おい、岩倉」

　呼び止める柴崎の声を無視して、上総は何も言わずに俺を連れて店を出る。

「放せよ！　あんたにはもう関係ないだろ！」

「うるさい」

　それだけ言うと、上総は俺を店の前に停とめてあった車の助手席に放ほうり込んだ。そして俺が逃にげる間もなく、ドアのロックを掛かけてしまう。相変わらず、こいつは俺を物扱あつかいする。

「……何しに来たんだよ」

「飼い猫ねこを連れ戻もどしに来ただけだ」

「飼われたつもりはないね」

　物扱いだけじゃ飽あき足らず、今度はペット扱いか。あくまで人扱いしない気だな。

　俺はムカムカしながら、走り出した車の埃ほこり一つないサイドボードにスニーカーを履はいたままの足を乗せる。上総はそれをちらりと見たが、特に注意はしなかった。

　嫌いやみなくらい高そうな車だ。モカブラウンのシートの手て触ざわりはベルベットみたいだし、サイドボードやサイドブレーキは飴あめ色いろの木目模様でコーティングされている。

「じじ臭くさい車。上総ってセンスないよね。四十代のじじいかって言うんだ」

　苛いら立だちがそのまま声に出る。隠かくそうとも思わなかった。

「やけに突つっかかるな」

「男引っかけて、これからって時に邪じや魔まされたからね」

　本当はそれだけじゃない。ずっと、もやもやして腹が立っているんだ。雪と上総がキスをしているところを見てからずっと。

　これじゃ、まるで嫉しつ妬としているみたいだ。

「そんな状態で出歩いて、何を考えているんだ」

「邪魔しちゃ悪いだろ？　特別な雪との時間をさ」

「……どういう意味だ？」

「知るかよ」

　突き放すようにそう言うと、上総は黙だまり込んだ。反論しないってことは、図星を指されたってことだろう。自分で墓ぼ穴けつを掘ほるなんて、馬ば鹿かな男だ。

「……どこ行くんだよ」

　車が家に向かっていないらしいことには気づいていた。渋じゆう滞たいしていて遠回りでもしているのかと思っていたけれど、どうもそうでもないようだ。

　だけどもう一度尋たずねようとしたところで、上総がふいに暖だん房ぼうを点つけた。

「何？　夏だよ」

「寒いんだろう？」

　そんなことないと言おうとして、半はん袖そでからむき出した腕に鳥とり肌はだが立っているのが見えた。そういえば少し肌寒いかもしれない。

　そう思っていると、ばさりと上総のスーツのジャケットが俺の体に掛けられた。

「いらないんだけど…」

　俺の反論に、上総は何も言わない。つまり黙って着ていろってことなんだろう。結局、俺は自覚した肌寒さに勝てず、そのジャケットにくるまることにした。夏用のスーツなので生き地じは薄うすいが、無いよりましだ。

　シートを倒たおして体を横たえると、窓から見える外の景色をぼんやり眺ながめる。オレンジの街灯をいくつも通り過ぎ、オフィス街を抜ぬけ、今はガード下を走っている。

「どうして、俺があそこにいるって分かったの？　それとも、上総もあの店に相手でも探しに来てたとか？」

　それはないだろうと思いながら口にする。もっとも前者は俺をわざわざ捜さがす理由が分からないし、後者は雪という特別な相手がいるなら有り得ない。ただ飲みに来ただけ、というのが妥だ当とうなところだとは思うけれど……。

「あの店には……昔よく通っていた」

「なんだ。だから知ってたんだ」

　じゃあ、本当に偶ぐう然ぜんだったのか。たまたま飲みに来たら俺がいたってだけなら、あり得る偶然かもしれない。ということは、柴崎が『岩倉』と上総の名前を呼んでいたのも、店の客だったからなのか。

　でも、柴崎は最後におかしなことを言っていたよな。あれは一体、何だったんだろう？

　分からないことだらけだったけれど、熱の上がっている頭では上手うまく考えを纏まとめることができなかった。

　オレンジの街灯はいつの間にかなくなって、車はようやく家路につこうとしているようだった。覚えのある建物が目に映り、ここが上総の家の近くだということが分かる。

「……どうして、俺を連れ戻すんだよ」

「約束したからだ」

「約束？」

「犬の世話をするという約束だ」

「あんたの家にいる限りだろ？　出て行くんだからもう関係ない」

　熱があっても犬の世話をしたし、上総のセックスの相手もした。一宿一飯の恩義は十分に返したはずだ。ごろりと寝ね返がえりを打って、俺は運転する上総の方を向く。

「───もう一つ、お前とは約束をしてる」

「俺はそんなの、覚えてない」

　上総が言っている約束は、俺が忘れてしまったらしきことだろう。思い出してほしいなら、どんな約束だったか言えばいいのに、どうしてこいつは頑かたくなに言おうとしないんだ？

「それに……俺なんかがあんたと一緒にいちゃヤバイんじゃないの？」

「どういう意味だ？」

「誤解されると困るだろ。───あいつに」

「……ああ。雪のことか」

　そう言って、上総は軽く顔を顰しかめた。本命がいるのに俺とこうして一緒にいることに、良心の呵か責しやくを感じているのかも知れない。

「あいつは、関係ない」

　珍めずらしく歯切れの悪い上総からの返事。

　関係なくはないだろうと言い返しそうになって、俺は慌あわてて言葉を吞のみ込んだ。それ以上は俺が口を出すことじゃない。

「ふーん。まぁいいけどさ…俺もどうせ行くところ無いし。次の男が見つかるまでなら、あんたと犬の世話くらいしてあげるよ」

　これ以上話しているのが嫌で、俺は寝たふりをして目を閉じた。どんどん気分が沈しずんでいっている気がする。

　こんなことで傷つくなんて馬鹿だ。俺は上総のことを好きじゃないし、二度と誰だれも好きになんかならないって決めているんだから。

　もう何も考えたくないし、思い出したくもない。───なのに、ジャケットから僅わずかに香かおる上総の匂においのせいで、頭を過よぎるのは上総のことばかりだ。

　上総にキスを許される雪が羨うらやましい。自分から上総に触ふれられる雪が羨ましい。

　───どうして羨ましいのか分からないけれど、すごく羨ましい。










「三十八度二分」

　体温計を見れば思った以上の高熱だった。

　俺は上総とは入れ替かわりのように楽になった体でベッドサイドに座り、辛つらそうな顔をしている上総を見下ろす。

「完かん璧ぺきうつったな。俺のが」

　その言葉に、上総はちらりと俺を見たが何も言わなかった。

　朝六時に犬に顔中を舐なめ回され、パジャマの裾すそを銜くわえられ無理矢理二階に連れてこられたと思ったら、上総がベッドの上でダウンしているところだった。動くことすら億おつ劫くうな様子で額に手を当てている。

　薬でも飲みなよと言おうとして、リビングに薬と飲み物があったことを思い出す。誰かの世話を甲か斐い甲が斐いしく焼くなんて柄がらじゃないけれど、俺が風邪かぜを引いていた時は上総が面めん倒どうを見てくれた。そう考えるとお互たがい様だ。

「ちょっと待ってろよ」

　そう言い置いて立ち上がろうとすると、強い力で腕うでを摑つかまれる。

「上総？」

　問いかけると、上総はうっすらと赤くなった目を開いた。

「ここにいろ」

「え？」

「側そばにいろ」

　そう言われて、ふいに胸が高鳴った。

　馬鹿じゃないか俺は。何でこんなことでドキドキしているんだろう？　側にいろと言ってくれることを、何となく嬉うれしく思ってしまった自分が不思議だ。

　人ひと恋こいしくて言っているんだろうか。病気で少し心細くなっているんだろうか。それとも寝ぼけているのだろうか。

「すぐ戻もどってくるよ」

　上総のためを思うなら早く薬を飲ませてしまったほうがいいだろうと、俺は手首を摑む手に触れゆっくりと放させる。そしてそっと部屋を出てキッチンに向かった。

「可愛かわいいところあるんだな…」

　コップに水を注いでから、薬を飲む前に何か食べさせたほうがいいのかもしれないと思った。

　だけど冷蔵庫の中を探さぐっても、食料棚だなを見ても、病人に食べさせていいような物は何もなかった。あるのはインスタントやレトルトの食品ばかり。ラザニアやラーメン、冷れい凍とうのピラフなんて、熱がある時に食べたいものじゃない。

「まいったな」

　頭を搔かきながら、部屋に戻って自分の財さい布ふの中身を確かく認にんする。給料は入ったものの相変わらず残金は乏とぼしい。でも、適当な食料ぐらいは買えるだろう。

　犬の散歩の最中に見つけたコンビニの存在を思い出し、俺はいつものようにガラス戸から外に出て足早にそこに向かった。

「こんな時バイクがあればなぁ…」

　浩一の所に置き去りにしたままのバイクのことを考えると胃が痛くなる。

　家のすぐそばにあるコンビニの前には、一台のトラックが停とまっていた。その横をすり抜けて中に入ると、俺は迷わず食品コーナーに行く。

　レトルトのお粥かゆはすぐに見つかった。だけどそれに手を伸のばそうとした瞬しゆん間かん、俺は弟の秋人が前に言っていた言葉を思い出してしまう。

『レトルトのお粥ってさ、水のりっぽくてあんまり好きじゃないんだよな』

　そう言って、あいつはわざわざ小さな土ど鍋なべでお粥を作っていた。味見をさせてもらったが、料理上手な弟が作ったお粥は、確かに旨うまかったことを覚えている。

　それに比べたら、やっぱりレトルトは不味まずいんだろうか？

　こんなことになるんだったら、あのときにちゃんと作り方を覚えておくんだった。

　迷って食品コーナーでうろうろしていると、品出ししていた女性店員がちらりとこちらを見た。俺は目が合ったのを幸いとばかりに、声を掛かける。

「あのさぁ、お粥ってレトルトじゃないやつ作るとしたらどうしたらいいか分かる？」

　俺の質問に女性は「お粥？」と復唱した。それから考え込むように黙だまってから、総菜コーナーにあったレンジでチンするだけで出来るご飯を持ってきてくれる。

「これを鍋に入れて、水の分量調節すれば好きな硬かたさのお粥ができると思うわ」

「鍋で煮にるってこと？」

「電子レンジでもできるかもしれないけど、アタシはいつも鍋でやってるわね」

「ふーん」

　平たいパックに入ったそれを、俺はしげしげと眺ながめる。水を入れて鍋で煮るだけなら、俺にも出来るかもしれない。値段的にはレトルトのお粥と同じだ。俺は結局、そのパックの米とフルーツの盛り合わせが入ったパックと、俺の朝食用の菓か子しパンを一つ買うことにする。

「お粥の具って何かな？」

　レジで会計をしながらそう聞くと「白粥でいいんじゃない？」と言われる。「白粥」が分からずに聞き返すと、女性店員は丁てい寧ねいに教えてくれた。

「塩味のお粥よ。仕上げにちょっとだけお塩を入れるの。それか梅干しがさっぱりしていいんじゃない？」

「そっか。それならなんとかできそうかな。教えてくれてありがとう。助かったよ」

　お礼を言って店を出る。

　帰り際ぎわの足取りの軽さに、上総のための買い物を楽しんでいる自分がいることに気づく。誰かのために何かをするなんて面倒なはずなのに、今は気分が弾はずんでいる。それも朝七時前にだ。

「料理なんて自分のためにだってろくにしたこと無いけどな」

　作るのはいいが後片づけが面倒で、インスタントラーメンすらろくに作らない。この世代の男なんてみんなそんなものだと思っているけれど、中には弟の秋人みたいな料理上手の男もいたりするから不思議だ。

　ビニール袋ぶくろの音をがさがささせながらガラス戸から家に入ると、二匹ひきがすぐさま出で迎むかえてくれた。

「ワンワン！」

「あー…そういえば、お前らも朝飯まだだっけ？」

　急せかされるまま、いつものように缶かん詰づめを開けてやる。そして犬たちががつがつ食べる姿を見ながら、俺はさっそくお粥の準備のために湯を沸わかし始めた。

「とりあえず水だけでも持っていくかな。熱あると喉のど渇かわくし」

　コップに冷蔵庫から出したミネラルウォーターを注ぎ、それを手に階段を上って上総の部屋のドアを開けると、上総はデスクに手を置いて寄りかかりながら立っていた。

「ちょっと、何して…」

　声を掛けたが、上総は俺を無視して携けい帯たい電話でなにやら仕事の話をしている。会話の最中に何度か「雪」という名前が出てきていた。どうやら電話の相手はあの男のようだ。

　上総が通話を切ったのを見計らって、俺は声を掛ける。

「寝てたほうがいいんじゃないの？」

　そんな状態でも仕事をしようとしている上総にあきれながらそう言うと、上総は黙ったまま椅い子すに座り、ノートパソコンを開いた。そして鞄かばんの中から資料を取り出し、広げながら再び携帯を手にする。

　仕方なく俺は、持ってきたコップをパソコンの脇わきに置いた。

「何しに来た？」

　上総がかすれた声で冷たく言う。赤みが差した顔は傍はた目めにも熱が高いことがうかがい知れた。眼めも潤うるんでいる。

　何しに来たって…。ついさっき、俺の手を摑んで側にいろと言ったことも覚えていないのだろうか。やっぱりあれは、寝ねぼけていただけなのかもしれない。

「……別に」

　さっきまで浮ふ上じようしていた気分が萎なえる。俺はイライラとしながら部屋を出て、再びキッチンに向かった。

　買ってきたばかりのコンビニの袋が目に入る。上総のためにお粥を作ろうと思っていたが、それさえもバカらしくなってきた。きっと作ったとしても、あの男は有り難がたいとも思ってくれないだろう。それどころか食べてくれないかも知れない。

「もういいや」

　作るのを放ほう棄きして、テレビもない部屋で食事を終えた二匹とじゃれていると「しゅんしゅん」という音がした。二匹と共に顔を上げると、火にかけたままの鍋から湯気が吹ふき上がっているのが見える。

　止めようかと思いながら、もう一度コンビニの袋をちらりと見る。

　せっかく買ってきたんだし、上総が食べなくても自分で食べればいいんじゃないか？　俺はそう思って、コンビニで買ってきたパックを開けてお粥を作ることにした。

　とりあえず鍋の中の湯を捨てて水量を調節してから、パサパサの米を入れる。

「塩は今入れてもいいのかな？　それとも最後に入れるんだろうか？」

　ぐつぐつ煮える米を見ながら疑問を口にしたが、当然答えてくれる人はいない。いっそのこと弟に電話して聞こうかと思っていると、台所の壁かべに掛けられた電話が鳴り出した。

　───トゥルルルル。トゥルルル。

　近づくと、小さな液えき晶しようには『内線』と表示されている。何だろうと思いつつ受話器を取り上げると、上総の声が聞こえてきた。

『もうすぐ雪が書類を持ってくる。俺の部屋に通すから玄げん関かんの鍵かぎは開けておけ』

　それだけ言い切ると、俺の返事も待たずに電話はプツッと切られた。

　俺は受話器を戻し、相変わらず身勝手な上総の態度にため息を吐つく。病人であろうがなかろうが、性格は変わらないらしい。言いたいことだけ言って切るなんて、上総の性格がよく表れている。

「雪が来るのか…」

　おそらく流石さすがの上総も、今日は会社を休むつもりなのだろう。あの状態で上総が会社に行けるとは思えないし、仮に行ったとしても大して使い物になるわけもない。

　それでも家に部下を呼びつけるってことは、放ほうってはおけない仕事があるんだろう。まさか私情で呼び寄せたわけでもないだろうし。

「嫌いやだなぁ…これから雪が来ると思うと気分が重いんですけど……」

　不ふ倫りん相手の本妻に会う愛人の気分だ。変な喩たとえに聞こえるかもしれないけれど、実際に二人がちゃんとした恋こい人びと関係であるのならば、それは喩えでもなんでもなく事実だ。

「っていうか俺が会ってもいいのかよ」

　一体どんな顔をして会ったらいいんだろう？　不ふ審しんに思われて面めん倒どうなことになるのは、上総のほうだというのに、もしかしたら熱のせいでろくに頭が回っていないんじゃないだろうか？

「ん……わっ！」

　ふいに焦こげ臭くさいにおいが鼻につき、振ふり返る。すると鍋から白い煙けむりが上がっていた。

　物思いにふけっていて忘れていたが、鍋を火にかけたままだった。焦あせって火を止めたが、鍋の中の米は、焦げ付いて黒くなってしまっている。僅わずかに残った白いところだけをスプーンですくって食べてみたが、焦げ臭くて食べられたものじゃない。

「まずっ」

　こんなものを上総に出す勇気なんてないぞ。

　たとえうまく出来たとしても食べさせるのを迷いそうなのに、こんなひどい出来では作ったことすら知られたくない。俺は鍋ごとシンクに置くと、熱が冷めるのを待ってから、洗い流してしまうことにした。

　上総にはフルーツの盛り合わせだけ出せばいい。果物が好きかどうかは知らないが、今上総が食べられそうなものは、この家にはそれくらいしかない。

　軟やわらかくて消化がいいものと言えば、二匹の大好物の「高級ローストビーフ入りドッグフード」があるが、そんなものを皿に空けて出した日には殺されかねない。それじゃ看病したいのか、この機会にいびりたいのか分からない。

　真しん剣けんにどうしようかと考えていると、玄関のチャイムが鳴った。

「もしかして、雪……？　だよな」

　ヤバイ、上総から言われていたのに鍵を開けるのを忘れていた。もしかしてあれは、俺と雪が鉢はち合あわせることが無いように、事前に鍵を開けておけということだったのだろうか。

　しかしそんなことに今いま更さら思い至っても、もう遅おそい。上総が部屋から出てこないのであれば、鍵を開けるのは俺しかいない。

　おそるおそる玄関を開けると、案の定そこにはスーツ姿の雪がいた。

　雪は突とつ然ぜん玄関から現れた見知らぬ俺に驚おどろき、じっと見ている。大きな目がくりくりしていて可愛かわいい。

「上総から聞いてる。入って」

「どなた、ですか？」

　もっともな疑問だと思うが、どう答えていいのか分からない。

　上総にとって、俺は恋人でもなければ友人でもない。セフレという言い方が一番合っているのかもしれないが、そんなことを本妻に口にするほど考えなしじゃない。俺が上総にとって誰だれかなんて、そんなの俺が一番質問したい。同時に一番聞きたくない答えでもある。

　俺は返答に困ったまま「俺、春樹っていうんだ。雪さんだよね？　上総から中に通すように言われてる」と誤ご魔ま化かした。

「失礼ですが、岩倉さんとはどのようなご関係でしょうか？」

　雪は決意の籠こもった目で、再度そう言う。最悪の答えを予想しているかのように、その唇くちびるがわなないている。よく見ると口元に小さなほくろがあった。

「口元のほくろって魅み力りよく的だよね」

「誤魔化さないでください」

　お願いなんだか命令なんだか、語調が強くて分からない。

「俺に聞くより上総に聞きなよ」

「分かりました」

　俺は極力どうでもいいという風を装よそおってそう答える。雪は真剣な目でそう言うと、足早に玄関に入ってきた。

　雪が俺の横をすり抜ぬける時に気づいたが、書類の他ほかにも何かビニール袋のようなものを持っている。上総への差し入れかなにかだろうか。

　ドアに鍵をかけ振り返った頃ころには、雪の姿はすでに二階の廊ろう下かの向こうに消えていた。

「純情でまっすぐって感じだな」

　あんなのと比べられても、俺も立つ瀬せがない。雪が男を知っているのかどうかは知らないが、少なくとも俺より経験は明らかに少ないだろう。誰だって使い古されたものよりも、手て垢あかが付いていない新しいほうがいいに決まっている。

「どうせ俺は綺き麗れいじゃないもんな。なんか嫌な感じ」

　胸の辺りがこうちくりとするというか、重くなるというか。雪と自分とを比べると、意味もなく苛いら立だちを感じる。このもやもやとした感情は一体なんだろう？

　リビングに足を踏ふみ入れた途と端たん、再び電話が鳴り出した。

　受話器を取り上げて耳に当てると、こちらが何も言わないうちから向こうが話し出す。

『携けい帯たいが不通みたいだが大だい丈じよう夫ぶか？　雪から風邪かぜで休んでるって聞いたけど、プロジェクトの資料がまだ出来上がってないだろ。出来てるところまででいいから、今日中に僕のアドレスに送っておきなさい』

「あの、どちら様ですか？」

　勝手にしゃべり出した相手に戸と惑まどいつつも聞くと、電話の向こうはしばし沈ちん黙もくした。

『……上総の兄の岩倉安曇あずみですが、そちらこそどちら様でしょうか？』

　突然変わった口調がおかしくて、つい口元がにやけてしまう。さっきから、俺はこんな質問ばかりをされている。

「田た島じま春樹です。今、上総さんと替かわります」

　そう言って相手の返事も待たずに、俺は『保留』のボタンを押した。

　しかし、どうやって内線を上に回すのか分からない。何か適当に番号を押して、うっかり通話を切ってしまうのも怖こわい。仕方なく俺は電話を口実に、上総の部屋に行くことにした。

「辛つらいなら僕がなんでもするのに」

　二階に上がり覚かく悟ごを決めてドアを開けた途端、雪の言葉が聞こえてきた。上総はシャツとスラックスを身につけ椅い子すに座り、デスクに肘ひじを突つきながら何かの書類を読んでいる。デスクにはノートパソコンの他ほかに、雪が持ち込んだらしき資料が置かれていた。

　熱で半分朦もう朧ろうとしているのか、視線は手元に落とされたままで、俺が入ったことにすら気づいていないようだ。雪は俺に気づいているのか無視しているのか分からないが、会話を止やめるつもりはないらしい。

「僕にだって、岩倉さんのこと心配させてくれたっていいでしょう？」

「部下としてならな」

「……この間みたいなこと、こんな状態の岩倉さんにしません」

　雪は真っ赤になって「岩倉さんの好きな中ちゆう華か料理店の青菜粥がゆ持ってきたんです」と言って、ビニール袋ぶくろから紙で出来た箱状の容器を差し出した。

「───お話し中悪いんだけど。上総、お兄さんから電話みたいだよ」

　俺の声に、雪は驚いた顔をして振り返った。どうやら上総との会話に必死で、本気で俺に気づいていなかったようだ。

　上総は面倒くさそうに瞼まぶたを上げてこちらを見る。そして携帯に手を伸のばした。

「こっちから掛かける。電話は切っていい」

「……分かった」

　俺は部屋を出ると、キッチンに戻もどって再び電話に出る。

「お待たせしてすみません。上総さんのほうから掛け直すと言ってます」

「そうですか、ありがとうございます。では」

　上総の兄と名乗る人は、そう言うと電話を切った。

「へー…。上総にはお兄さんがいるのか。ってことは、次男ってことなのかな？」

　知らないことばかりだ。といっても、あいつも俺のことを知らないのだからお互たがい様か。たった数日一いつ緒しよの家にいたり、何度かセックスしたりしただけじゃ、相手の素す性じようまで分かるわけもない。

　きっと雪は、俺が知らない上総のことを山のように知っているんだろう。例えばさっきの会話にあった、上総の好きな青菜粥のこととか───…。

「はぁ……」

　なんで俺が、そんなことで落ち込まなきゃいけないんだ。上総の好きな物なんか俺が知らなくて当たり前だし、知ったところで何の役にも立たないじゃないか。

　ふとテーブルの上に置きっぱなしにしていた買ってきたフルーツのパックが目に入り、俺は自分が惨みじめに思えてさっさとそれを冷蔵庫にしまい込む。

「そういえば、この間みたいなことってなんだろう」

　何か雪が上総の気に障さわるようなことをしたんだろうか？　そうならいいのに───思わずそう考えた自分が嫌いやになる。どれだけ俺は後ろ向きなんだ。

「上総は俺のこと、あいつになんて言うのかな」

　雪が俺のことを問いつめたら、上総はどんな言い訳をするんだろう。

　ただの居い候そうろうか、親しん戚せきか、もしかしたら犬の世話用のアルバイトだとでも言うんだろうか。間ま違ちがっても体の関係があることは言わないことだけは分かる。

「ま、俺が考えてもしょうがないけどさ」

　静かな部屋で真上にいる二人のことを考えると気が滅め入いりそうなので、俺は部屋からノートパソコンを持ってくると、リビングのソファーに座りそれを開いた。

　さっさと弁論大会用のレポートを仕上げてしまおう。そう思って、俺は日本語の草案を見ながら、それをフランス語に訳していく。分からない部分は、ノートパソコンに入ったフランス語の辞書で単語を丁てい寧ねいに検けん索さくしていく。それでも訳しきれないところは、ノートに書き出して次の指導ゼミの時に質問できるようリストを作る。単純な作業だけれど思いの外、熱中できたお陰かげで随ずい分ぶん進めることができた。

「……帰るのかな？」

　ふと聞こえてきた階段を下りる足音に、俺はパソコンを打つ手を止める。暫しばらくして玄げん関かんのドアががちゃりと閉まる音がして、雪が帰ったのだと分かった。

　上総はリビングに入ってくると、キッチンでミネラルウォーターのボトルを冷蔵庫から取り出して飲み干す。熱があるせいで随分喉のどが渇かわいていたようだ。

　その動きを追っていると、上総がようやく俺の方に目を向ける。

「…何をしてる？」

「何って…、ああこれ？　学校の関係でちょっとね」

「…学生なのか？」

「なんだと思ってたんだよ」

「……進学は考えてないと、言っていただろう？」

　上総の言葉に俺は首を傾かしげる。

　そんなことを上総に言った記き憶おくはないが、間違いなく進学を考えていなかった時期が俺にはあった。つまり俺はやっぱり過去に上総と会っていて、あまり他人に言っていなかったそんな悩なやみまで話していたってことになる。進路の話をしていて、その後のことを上総が知らなかったということは、少なくとも出会ったのは大学に入る前のことなんだろう。

　だけどそんなことまで話し合う仲だったというのに、俺は全く上総のことを覚えていない。

「言ったのかもしれないけど、今は無事に進学して大学四年で卒論に追われてるよ。あんた俺のこと全然知らないんだな」

「お前が何も言わないからだろう？　それにお前だって俺のことを全然知らない」

　それは、確かにそうだ。俺は上総のことを全然知らない。

「あんたも何も、言わないからだ」

　上総は俺の言葉に何も返さず、黙だまったまま冷蔵庫を開けた。

　きっとこいつは、大して俺に興味がないんだ。そうじゃなかったら、いくらなんでも家に泊とまらせるんだから、もっと俺のことを知ろうとするはずだ。

「これはお前が買ってきたのか？」

　冷蔵庫に入っていた冷えたフルーツパックを手に取って、上総がこちらを振ふり返る。

「そう、だけど」

「食べてもいいか？」

「……どうぞ」

　上総はキッチンに立ったまま、フォークをフルーツに刺さし、口に運んだ。

　こうして見ると、やっぱりコンビニで買った安物のフルーツなんて上総には似合わない。そんなものを買ってきて、渡わたそうとしていた自分が俺はますます恥はずかしくなった。

「あんまり、おいしくないよ。それ」

　不味まずいと言われる前に、俺は先手を打って言い訳する。メロンなんて見るからに白い部分が多くて硬かたそうだ。

「不味くはない」

　上総はそう言っていくつか食べると、俺の向かいのソファーに座り込んだ。

　あえて俺の側そばに来るなんて、部屋に戻れない程ほど気分が悪いのだろうか。だったら雪を見送ったりせずに、大人しく部屋で眠ねむっていればいいのに。

「さっきの人にずいぶん好かれてるみたいだね。一日休んだぐらいで、普ふ通つう部下が上司の見み舞まいなんて来る？」

　平常心に努めて普ふ段だんと変わらぬ声こわ音ねでそう言うと、俺は上総から視線を反らして草案をじっと見つめた。自分の右上がりの縦に長い読みにくい字を見ながら、何でこんなことを言ってしまったんだろうと後こう悔かいする。

「確かく認にんが必要な仕事の書類を届けさせた。見舞いはそのついでだ。それに、雪とは会社だけのつきあいじゃない」

「ふーん」

　何だよそれ。なんか意味深でムカツク。

　俺はイライラしながら、手にしていた草案をローテーブルにバンッと置いた。さっきまでは順調に集中できていたレポート作業が、もう一いつ切さい頭の中に入ってきてくれなくなっている。

　勘かん弁べんしてほしい。俺はこれをさっさと終わらせないといけないんだ。

「なんだ？　気になるのか？」

「別に！」

　不意を衝つかれたせいでまるで拗すねているかのような声になってしまい、俺は恥ずかしさにじわりと頰ほおを赤くする。そんな俺を、上総がじっと見つめるのが分かった。

　気持ちを見破られるのは絶対嫌だ。だって今、俺が雪に感じているのはまるで…。

「嫉しつ妬とか？」

　笑い混じりに上総がそう言う。その瞬しゆん間かん、馬ば鹿かにされたような悔くやしさと同時に、隠かくれてしまいたいほどの恥ずかしさが俺を襲おそった。

　嫉妬──そんなの俺が上総を好きで仕方ないみたいじゃないか。

　もしこの感情が嫉妬だとしても、それは俺を抱だいている男の気持ちが、別の相手に向いているから、ちょっとだけ感傷的になっただけだ。相手が上総だから感じているわけじゃない。たとえそれが、今までの相手には感じたことのない感情だったとしても、こんなのは違う。

　自分でもメチャクチャな理由付けをしていることは分かっていたけれど、そんな風に考えでもしなければ、俺は混乱と動どう揺ようから自分を守れそうになかった。

「あいつは他ほかの部下とは別で……」

　別で何だよ。特別なんだとでも、あえて言おうとしているのか？

　俺はそれ以上聞きたくなくて「そんなのどうでもいい」と言って、話を打ち切った。

　上総の前にいるとどうにかなってしまいそうだ。心臓がどきどきして、息すらうまく吸えなくなる。俺はノートパソコンのデータを保存するとさっさと電源を落とし、立ち上がってリビングを出て行こうとする。そんな俺に上総が声を掛かけてきた。

「どこへ行く？」

「どこだっていいだろ」

　乱暴にそう言って、俺は外に出る。行く当てなんかなかったが、とりあえず顔の火ほ照てりを冷ましたくて飛び出した。腹立ち紛まぎれに通用口を思い切り閉めると、がしゃんと音がして柵さく全体が揺ゆれた。

　恥ずかしくて情けなくて、どうにかなりそうだった。とぼとぼと歩いていると、最初に上総と会った公園に来てしまった。他に誰だれもいない静まり返った公園は、あの日と同じだ。

　公園のブランコに座って、俺は深くため息を吐ついた。

　これ以上、上総の前で醜しゆう態たいを晒さらしたくない。これ以上惨みじめになる自分を見たくない。それなら、さっさとあの家を出て行くべきだ。だけど出て行ったら、きっと俺と上総はそれきりで大した接点もないからもう二度と会うこともないんだろう。

　そんなの嫌だ。二度と会えないなんて嫌だ。

「───そっか…」

　そこまで考えて、俺はようやく自分の感情を認めざるを得なくなった。

「俺って……上総のことが好きなんだな。人を好きになるって、こういう気持ちだったっけ」

　こんなにも恥ずかしくてみっともなくて、どうしようもないことだっただろうか。

　しばらくこんな気持ちになったことがなかったから、分からない。だけど、死にたいくらい恥ずかしくてどきどきしている。

　今までの恋れん愛あいは、面めん倒どうになったらすぐに切り捨てることができた。俺の恋愛観を変えた初はつ恋こいの相手にだって、こんな訳の分からない気持ちにはならなかった気がする。

　こういった割り切れない感情を持つことが本当の恋愛なら、俺は今まで本当の恋愛なんてしてこなかったんだろう。

「参ったなぁ。俺には繫つなぎ止められるもんが体しかないのに」

　自じ嘲ちよう気味に呟つぶやいてみる。

　体でしか繫ぎ止められない。それだけでもいいから繫がっていたいなんて、どこかの頭の悪い女みたいだ。

「あーあ…」

　好きになるつもりなんてなかった。こんなに苦しい思いをすると知っていたら、上総なんか誘さそわなかった。こんなに恥ずかしい思いをするくらいなら出会わないほうが、自分の気持ちに気づかないほうが良かった。

　けれど上総に会わなかったら、俺はずっと今までと同じことを一生繰くり返していただろう。

　俺の人生のためには、出会えないよりは出会えて良かったのかもしれない。相手のことを考えるだけで胸がきゅうっと痛んで、甘く切なくなるこんな気持ちを知ることができたのだから。

　だけどそれも、叶かなうことがなければ意味がない。ダメならまた傷ついて、同じことを繰り返すハメになるだろう。

　というか、恋ってこんなに苦しいものだっただろうか。気づけば、このところ考えるのは上総のことばかりだったな……。

「他にもっと考えるべきことがたくさんあるのになぁ」

　論文だとか、次の家とか、次のバイトのこと、浩一のところに置き去りのバイクのこと。そろそろ財さい布ふも小こ銭ぜにばかりになってきている。

「エンコー…とか」

　今いま更さらそんなの流行はやらないとも思うけれど。手っ取り早くていいかも知れない。

　冗じよう談だん半分で考えてみたが、今は上総以外の男と寝ねるくらいだったら、家に帰って親父おやじの胃い潰かい瘍ようを悪化させてでも小こ遣づかいをねだるほうがいいように思えた。

　一度うちに帰るのもいいかもしれない。親父にはまた殴なぐられたり泣かれたりするだろうが、それでも現状よりはましだ。大学だって、無理をすれば実家から通えないこともない。

「なんてさ……」

　以前の俺なら考えられないことだ。好きになった男に操みさお立だてするなんて。

　おまけに何があっても実家に帰ることだけは避さけていた俺が、エンコーよりも親に頭を下げることを選ぶなんて自分でも信じられない心境の変化だ。

　これも、上総を好きになったからなんだろうか。好きな奴やつに好かれることがなくても、これ以上嫌きらわれるような真似まねだけはしたくないと思うなんて───…。

「有り得ねぇ…。どうしちゃったんだ俺、物もの凄すごい乙女おとめモードだぞ？」

　慣れない感情の変化に戸と惑まどいはあるけれど、こんな自分も嫌いやじゃない。

　とりあえずこれ以上迷めい惑わくを掛けないためにも、上総の体がましになったら明日にでもあの家を出て行こう。荷物は何も持ち込んでいないから、出ていくのは簡単にできる。

　浩一のところに置いてあるバイクは、一人で取りに行くのは怖こわいから友人の誰かを連れて行ったほうがいいかもしれない。大人数で行けば、浩一も手出しは出来ないだろう。

「上総には付いてきてくれなんて頼たのめないもんな。自分の気持ちに気づかなきゃ、頼めたかもしれないけどさ」

　それでも上総はきっと、付いてきてはくれなかっただろう。上総には、そんなものにつきあう義理もないのだから。

「あーあ。どうしようかな、戻もどりづらいな」

　頰に手を当てると、まだ肌はだは熱を持っていた。

　上総もきっと、俺の気持ちに気づいてしまっているだろう。こんなにあからさまじゃ、気づかないはずがない。そう思うと、上総と顔を合わせるのが異様に恥はずかしく思えた。

　一体どうして、あんな男を好きになったんだろう。自分を物のように抱く男だし、嫌みもたくさん言われた。なのにどうして───。

「こんなところにいたのか。春樹」

　突とつ然ぜん真上から聞こえた声にはっとして顔を上げると、うすら笑いを浮うかべた浩一が目の前に立っていた。切れ長の目を細め、薄うすい唇くちびるの端はしを持ち上げてじっと俺を見下ろしている。

「…っ」

　俺が逃にげようと立ち上がる前に、ぐいっと浩一がブランコのチェーンを自分の方に引き寄せた。そのせいで椅い子すが不自然に傾かたむいて、浩一との距きよ離りがより近くなってしまう。

「逃げられると思っていたのか？」

　浩一の白い肌は、最後に会ったときより青ざめて見える。日本人形を彷ほう彿ふつとさせるようなのっぺりした、だけど見ようによっては綺き麗れいな顔立ちは怒いかりに彩いろどられていた。

　殴られたときの痛みを思い出して強こわ張ばりそうになる顔を、俺はどうにか虚きよ勢せいを張って何でもない振ふりをして保つ。

「久しぶりだね。すごい偶ぐう然ぜん」

「偶然？　必然だよ。春樹がどこで何をしてるか、俺はずっと把は握あくしていたよ」

　浩一が俺の首に手を触ふれてくる。触れた手はいつもみたいにかさかさして、それでいて驚おどろくくらいに冷たかった。優やさしい手つきが逆に怖くて俺が固まっていると、浩一が顔を寄せて囁ささやいてくる。

「ようやく消えたな」

　何を言っているのか最初は分からなかったが、それが浮うわ気きがバレた原因の他の男のキスマークだと気づく。気にも留めていなかったが、確かにとっくに消えてもいい頃ころだ。強く付けられたわけでもなかったし。

「あの男には付けられなかったのか？」

　責めるような言葉に反して優しく触れてくる浩一の態度が恐おそろしい。ベッドに縛しばり付けられたあの時も、最初はひどく優しかった。

「あの男って？」

　知らない振りをして言うと「とぼけても無む駄だだよ」と浩一は再び俺の耳元に囁いた。

「把握してるって言っただろう？　お前を囲ってる、あの男だ」

　やっぱり上総のことか。まさか浩一がそこまで知っているとは思わなかった。一体どうやって、浩一は俺の居所を摑つかんだんだろう？

　───あ、そうか…。

　バイト先に給料を貰もらいに行った時、背後に感じた視線の持ち主は、やっぱり浩一だったのかもしれない。あのまま尾つけてくれば、俺が上総の家にいることも分かったはずだ。

「俺と、浩一との関係はもう終わったことだ」

「……お前は本当に、俺を怒おこらせるのがうまいな。帰るぞ春樹、来るんだ」

　ぐいっと腕うでを引かれる。痛みを感じるほど強く摑まれ、振り払はらうことも叶かなわない。それでもどうにか解ほどこうと腕を大きく動かすと、振り返った浩一に頰ほおを強く殴られた。

「っ！」

　腕を摑まれたままで倒たおれることもできず、俺は痛みの広がる頰をもう一方の手で押さえた。

　最悪だ。こんなところでこんな奴に会うなんて。すっかり浩一のことなんか忘れて、不用心に公園でふらふらしていた俺が馬ば鹿かだったんだ。

　浩一の家に連れて行かれる前にどうにかしたい。車に乗ったらもう逃げられない気がする。かといって、こんな場所で大声で騒さわぐのも嫌だ。流石さすがに俺でも、そこまで世せ間けん体ていを無視してなりふり構わないことは出来ない。

　いやこの場合、そのくらいやって逃げ出したほうがいいのか？

「───何かモメ事ですか？」

　突然話しかけられ驚いてそちらを見ると、公園の入り口にスーツを着た男が立っていた。

「なんでも、ありません。放ほうっておいてください」

「何でもないようには見えませんが」

「気のせいですよ」

　浩一は引きつった笑えみを浮かべてそう返したが、男は退ひく気配を見せない。かなり貫かん禄ろくがある男だ。見た目も良く柔やわらかな物もの腰ごしだが、どこか隙すきの無さを感じさせる。

「あの車の持ち主の方ですよね。もう少し寄せて停とめて頂けませんか？　通れないので」

　見ると、公園の前には浩一の白い車が停とめてあった。大して広くない道をその車が占せん領りようしているせいで、確かに通行の邪じや魔まになっているようだ。

　浩一の車の後ろに停まっているもう一台の車が、多分男のものなのだろう。黒光りする高級車は、上総のものとよく似ている。ひょっとしたら同じ車種かもしれない。

「すぐにどけます」

　浩一はそう言って、俺をまた引っ張って車の方に連れて行こうとする。

　やっぱりこのまま連れて行かれる訳にはいかない。ここは世間体とかプライドとかを無視してでも、騒いで他人に助けてもらうべきだろう。

「あのっ！」

　俺はすれ違ちがいざま、とっさに男の腕を摑んだ。だけどなんと言えば状じよう況きようを理解してもらえるのかが分からず、口ごもる。すると、男は俺に優しくほほえんだ。

「嫌がっているみたいですね」

「あなたには関係ないでしょうっ！」

　浩一がかっとしてそう言うと、男は「こんな可愛かわいい子が虐いじめられてるのを見て見ぬふりはできませんよ」とおどけたように笑った。まるでこの状況を面おも白しろがっているような口調だが、俺を自分のほうに引き寄せようとしてくれる腕は力強く安心できる。初対面の男相手に安心するなんてなんだか変な話だけれど、この人だったら助けてくれそうな気がした。

「あなたは俺とこいつのことなんて何も知らないでしょうが！　ただの痴ち話わ喧げん嘩かなんですから、口を出さないでくださいっ！」

　痴話喧嘩と口にした浩一は、いつもよりずいぶん冷静さを欠いている。普ふ段だんなら自分が同性愛者であるということを極力隠かくしたがっていたはずなのに、こんな一いつ般ぱん人じんの前でそんなことを言うなんて、何かがおかしい。何かが壊こわれている気がして、益ます々ます俺は怖くなった。

　だけど逃げられないんじゃないだろうかと思った時、俺のもう一方の手を摑んでくれていた男が、ピシリと「いい加減にしなさい」と言い放った。

　そして啞あ然ぜんとする浩一から力ずくで俺の腕を放させると、自分の後ろにかばってくれる。

「痴話喧嘩でも暴力はいけませんよ。とりあえず、今日のところは帰りなさい」

　激げつ昂こうする浩一とは対照的な、凍こおり付く程ほどに冷たい声。怒りというよりも厳しさを宿した声には、人を従わせる威い厳げんがあった。

「春樹、絶対に迎むかえに行くからな」

　浩一はそう呪のろいのような言葉を吐はいて舌打ちすると、そそくさと自分の車に乗り込んで乱暴に走り去って行った。俺はあまりの慌あわただしさにぽかんとしながら、走り去る車を見てしまう。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「大丈夫、です。ありがとうございました」

　振り返ってさっきと同じ柔らかな笑みで聞いてくる男に、俺はこくりと頷うなずく。すると男はまるで子供にするように、俺の頭をぽんぽんと撫なでた。

「送ってあげるから車に乗りなさい」

「大丈夫です」

「いいから乗りなさい。俺を安心させるためだと思って」

　初対面の男の車に乗るのもどうかと思ったが、目の前の男からは特に怪あやしい雰ふん囲い気きは感じない。ましてや俺を今さっき助けてくれた男だ。警けい戒かいしなくても大丈夫かもしれない。

「どうぞ」

　男が車まで俺を誘ゆう導どうし、助手席側のドアを開けてくれる。俺は躊躇ためらいながらもその車に乗り込んだ。

　何だろう。この人の声、どこか聞き覚えがあるような気がするんだけれど気のせいかな？

　ぼんやりとそんなことを思っていた俺は、車が走り出した瞬しゆん間かん、思い出した。

「あ！」

「どうかした？」

　そうだ。この人の声、今朝掛かかってきた電話の声とすごく似ているんだ。

「もしかして、今朝電話くれた上総のお兄さんですか!?」

　確か、安曇と名乗っていた気がする。

「今、気づいたの？」

「すみません…」

「構わないけど、見知らぬ人の車に乗るのは良いことだと思わないよ。俺の正体が分からないなら、君は断るべきだった」

　諭さとすような口調に、俺は「はぁ」と返すことしか出来ない。もっともな話だ。

「俺のことは気づいてたんですか？」

「声が同じだし、さっきもあの男に名前を呼ばれていただろう？　だからすぐ分かったよ」

「そっか…。俺、電話で名乗りましたもんね」

「君が誰だれかはよく知らないけど、とりあえず上総の家に送るんでいいかな？　丁度向かっていたところだったんでね」

「あ、はい」

　出てきたばかりで帰るのもどうかと思ったが、結局はどこにも行く当てがないのだし、ふらふらしていて浩一に見つかるよりはましだ。

　でも、上総に会ったらどういう風に振る舞まえばいいんだろう。何でもない振りがまた出来るだろうか？

「上総と同どう棲せいしてるのか？」

「え、何でですか？」

　予想もしていなかった質問に、俺はどきりとした。しかもどうして同居ではなく同棲なんて言葉を使うのか。俺たちの関係に気づいているとでも言うんだろうか。

「君が客人なら勝手に電話に出たりはしないだろう？　それに上総は滅めつ多たに家に他人を入れないんだ。家に入れるのは、あいつにとって特別な相手だけだ。身内を除いてはね」

「そう、なんですか？」

　もしそれが本当だとしても、素す直なおには喜べない。俺は単にたまたま拾われただけのギブアンドテイクな関係でしかないのだ。

　その説から言えば、雪の存在のほうが、正しく上総にとって大切な相手ってことだろう。

「あいつは潔けつ癖ぺきでね。外そと面づらはいいけど、プライベートじゃ他人を懐ふところに入れたがらない」

「…………」

　何か違う気がする……。上総は俺のことなんてろくに知らなくても家に入れてくれたし、外面がいいようなことは一いつ切さいしてもらっていない。懐に入れてもらえないことだけは当たっているか。

「だから君はあいつにとって特別な相手なんだろ？」

　そんな風に同意を求められても、俺は素直に頷けなかった。

　俺があいつの特別な相手なわけがない。上総にとって俺は大して価値のない人間だ。事実、あいつは俺を人間扱あつかいなんてしてくれなかった。

「誤解ですよ。同棲なんかじゃないし、特別な相手でもない。俺はただ……」

「ただ？」

　ただ…なんだろう。都合のいい抱だき人形、だろうか。しかも使い古された、中古中の中古だ。

　大事にされるわけがない。特別になれるわけがない。

「…………」

「まぁいい。さて、着いたぞ」

　俺が言葉を続けられずにいるうちに、車は上総の家に着いてしまった。ガレージの前に車を横付けして、男が車を降りる。俺も一いつ緒しよに車を降りた。

　家に着いた途と端たん、また雪のことを思い出した。胸がじくじくと嫉しつ妬とで黒くなっていく。

　───平常心、平常心、平常心。

　三度唱えてから玄げん関かんのドアを開けると、音を聞きつけてかリビングから上総が顔を出してきた。まだ顔は赤く、目はどことなく熱っぽい。だけど俺の顔を見て、途端に上総の顔は険しくなる。

「なんだ、それは」

　そう言って突とつ然ぜん伸のびてきた手に俺が思わずビクリとすると、上総は手を止めた。そして触ふれることなく、怖こわい顔をして俺の頰ほおを見ている。

　結構痛かったから痣あざになっているのかもしれない。別に殴なぐられるのはこれが初めてじゃないから、そんなに大げさに考えなかった。むしろ、こんなものを気にしている上総に驚おどろく。

「───出社できないほど酷ひどいのかと思えば、案外元気じゃないか上総」

「安曇…」

　背後にいた男の言葉に、上総は初めてそちらに目をやる。

「春樹に何をした？」

　低く這はうような、怒いかりを孕はらんだ声はひどく不ふ機き嫌げんだ。先ほど安曇が浩一に向かって放った冷たい声とはまた違う。暴力的な激情が潜ひそんでいるような、そんな声だ。

　───なんで、そんな声で怒っているんだ？

　浩一には殴られても平気だったが、迫はく力りよくのある上総の声に俺は思わず逃にげ腰ごしになった。

「何だその口の利きき方は。俺はこの子を助けただけだぞ」

　上総の態度に、安曇は全くひるむ様子も見せない。だが、高圧的に言ってのける安曇の様子に、ますます上総の機嫌が悪くなる。どうやら上総はあまり安曇が好きではないようだ。おまけに会話の流れから察するに、安曇が俺に何かをしたと思っているらしい。

　俺は上総の誤解を解こうと思い、二人の会話を遮さえぎって事情を説明した。

「あのさ、ちょっと前につきあってた男にからまれたんだ。そしたら、安曇さんが俺のことを助けてくれて…」

「そんな軽そうな雰囲気じゃなかったみたいだけど？」

　だけど軽く説明しようとした俺の言葉を、安曇が否定してしまう。その途端、上総が俺の腕うでを摑つかんだ。

「……来い」

　そう言って俺の腕を引き、いつも使っているゲストルームに引きずり込む。上総がドアを閉める瞬間見えた安曇は、あきれたように自分の弟を見ていた。

「詳くわしく話せ」

　上総は立っているのが辛つらいのか、ソファーの上に崩くずれるように座り込んでしまう。

　声は掠かすれているし、熱で焦しよう点てんがうまく合っていないような目つきだ。もしかしたら朝よりも具合が悪いんじゃないだろうか。

「別に大したことないよ。それより寝ねたほうがいいんじゃない？」

「誤ご魔ま化かすな」

　誤魔化しているつもりはない。本気で体の心配をしているのだが、今の上総には何を言っても聞いてくれそうにない。これはさっさと言って寝かせたほうがいいだろう。

　俺は仕方なく、ぽつぽつと今までの浩一との経けい緯いを説明した。出来るだけ重い単語を使わないように『監かん禁きん』だとか『ストーキング』『暴力』といった言葉は、もっとライトなものに置き換かえる。一通り話し終わると、上総は真しん剣けんな顔をして黙だまり込んだ。

　ここで上総から『出て行け』と言われるのが怖かった。上総の熱が下がったら出て行くつもりだが、それでも今はまだ側そばにいたい。今すぐ離はなれる心の準備はできていない。

「あのさ、こんなの何でもないし、大したことじゃないよ」

　重荷だと思われるのが嫌いやで、俺は努めて明るくそう言ってみた。

　なのに上総はますます不機嫌な顔になっていく。

「大したことないじゃないだろう？　出会った時にあった手首の痣もそいつのせいか？」

　俺は思わず自分の手首を見る。痣はもう残っていないが、抱かれている時も何も言われなかったから、上総はそんなことどうでもいいんだろうと思っていた。いっそどうでもいいと思ったままでいてほしかったのに、気づかれていたことを知って居たたまれなくなる。もう後こう悔かいしても遅おそいけれど、好きな奴やつに他人に抱かれた形けい跡せきなんか見られたくなかった。

「……上総には関係ない」

　上総の責めるような口調が怖くて、俺はさっさと会話を打ち切るためにそう言う。そんな俺に上総はため息を吐ついて、自分の掌てのひらを額に当てた。

「犬の世話はもうしなくていい」

「出て行けってこと？」

「そうは言ってない」

「じゃあ、どういうことだよ」

　上総はいよいよ視線が定まらなくなっているのか、辛そうに頭を振ふった。俺は追つい及きゆうするのをあきらめて、上総の腕を取る。今は俺のことより、上総の体調のほうが大事だ。

「寝るならベッドで寝ろよ。使ってないほうなら綺き麗れいなままだし」

　上総は俺の言葉に反論する気力もないのか、重い体を動かしてなんとかベッドに辿たどり着く。ベッドに寝かしつけたあと、俺はカーテンを引いて部屋を暗くした。夕暮れに空が赤く染まっているのが、隙すき間まからちらりと見える。

「───シンクに」

「え？」

「シンクにあった、鍋なべは？」

　言われてようやく、俺は黒こげにしたお粥かゆのことを思い出した。ヤバイ、鍋を片づけないで出て行ってしまったんだっけ。

「あ、あれは…雪が、上総のために持ってきたお粥がおいしそうだったから、それで作ってみたんだよ」

「材料は？」

「えっと…コンビニで買ってきたんだ」

「……フルーツと一緒にか？」

「あ…うん」

　俺が買い物に行ったのは雪が来る前だから、よく聞くと変な話だが、熱がある上総なら騙だませるかもしれないと思った。上総は納なつ得とくしたのか、納得していないのか分からないが俺の答えを聞いたあと、ゆっくり目を閉じる。

　離れようとした途端、ふいに上総が「だから側にいろと言ったんだ」と呟つぶやいた。

「え…？」

　その言葉にどきりとする。また寝ぼけているだけかもしれないけれど、そんな風に上総が俺を気き遣づかってくれたことが嬉うれしくて、俺は心が温かくなった。

　上総の額にかかる前まえ髪がみを指ですくうと、さらさらと黒髪が指の隙間を流れていく。

　やっぱり俺は上総が好きなんだ、と思う。

　雪も浩一もいなくなれば、俺たちはうまくいくんだろうか。一いつ瞬しゆんそんなことを考え、俺は自分のご都合主義な考えにあきれてしまう。浩一がいなければ上総とは出会っていないだろうし、雪がいなければ俺は自分の気持ちに気づくことはなかった。いなかったらなんて、有り得ない話だ。

「……もう、眠ねむったよな？」

　声を掛かけても反応を見せないことを確かく認にんしてから、俺は上総の頰に触れてみた。

　これぐらいは許されるだろうか……？

「上総」

　小さく呟いて、恐おそる恐る上総の額に口づけた。馬ば鹿かなことをやっていると自分でも思う。

　そうして俺は上総が起き出さないうちに、慌あわてて部屋を出たのだった。










　リビングに入ると安曇がソファーに座り、俺が放置していた論文を読んでいた。

「これ、すごくおもしろいね。卒論？」

　フランス語ではなく、日本語で書かれた草案のほうだ。そういえばノートパソコンも論文も何もかも置きっぱなしだった。

「いえ、弁論大会用の論文です。あわよくば卒論にもしようかと思ってますが。安曇さんはフランス語できるんですか？」

「全然。このフランス語の嫉しつ妬とと日本語の嫉妬は性別が違うってどういうこと？」

　安曇は俺が乱雑に書いた草案の文章を指して言った。

「日本の嫉妬は女おんな偏へんでしょう？」

「ああ、そういえば」

「フランス語だと嫉妬は男偏になるんです」

　正確には男性名詞という。フランス語だけじゃなく、ヨーロッパの言語には主として単語に性別がある。英語にも、もともとはそういったものがあったらしい。

「だから向こうの人の恋れん愛あい観は、日本人と異なっているんじゃないかっていう話なんです」

　大会用の論文だから、主題はもっと堅かたいものだがこういった話題もないとつまらない。審しん査さ員いんだって延々とお決まりの文学や史学を論ずる学生よりも、こういった要素があったほうが印象に残るだろうし、飽あきなくていいだろう。

　何よりアムールの国の話題で恋愛観を入れないのは、具のないおにぎりをつくるようなものだと、うちの教授も言っていた。

「嫉妬深いのが実は男だっていうのか？」

「というか、フランスでは恋愛を主体的に動かすのが男性だったんじゃないかという話に繫つながるんです。ただ、それはこじつけの部分が多いんですけどね。俺だって本当にそう思ってるかといったら別で、それはこのあと展開する文学論を立証するための理論なんですよ」

「なるほど」

　安曇は頷うなずいて、俺の全すべての草案に目を通した。まるで教授に論文をチェックされているような気分だ。

「専せん攻こうがフランス語なのかな？」

「ゼミが仏文学なんです」

　語学関係は昔から強かった。大学入試の時も英語は特に勉強することなく高得点を取れたし、今もフランス語と並へい行こうして他ほかの言語も習っているが、混合して分からなくなるというようなことはあまりない。

「軽い切り口から入ってるけど、主題はずいぶん重いね」

「そうですね、そっちのほうが審査員の受けがいいんですよ」

「なるほどね」

　安曇は頷いてから「フランス語の新聞ぐらいは訳せるかい？」と聞いてきた。

「出来ますよ。辞書は必要ですけどね」

「そうか。実はフランスのある企き業ぎように関する調査報告書があってね。それを早さつ急きゆうに日本語訳してくれると助かるんだけど、頼たのめないかな」

「どんな企業ですか？」

　いくら訳が出来るといっても、学術関係の専門分野はちょっと難しい。そういった専門分野はそれ専用の辞書がいるし、内容が理解できなければ訳しようもない。

　基本的に俺の頭は理系用にはできていないから、理系の調査書だったらきっと訳せないだろう。

「保険会社だよ。法律関係が少し絡からむかな」

「法律…ですか」

　これもまた厄やつ介かいな分野だ。フランスの法律なんて知るわけもないし、法律用語は訳しにくい。新聞に出てくるようなごく一いつ般ぱん的なものなら分かるが、保険会社の調査報告書ともなればそれだけでは済まない気がする。

「まぁ、物は試ためしでやってみてくれないかな。無理だと思ったら止やめてくれていいし。アルバイト代ははずむよ」

「アルバイト代……」

　軽い財さい布ふを持つ身としては魅み力りよく的な話だ。

　翻ほん訳やくなら在宅で時間の融ゆう通ずうも利きくし、大会用の論文の締しめ切りは迫せまっているけれど、自分が訳したことのない分野の翻訳は勉強にもなるだろう。

　というか正直なところ、俺が魅力を感じているのはバイト代のほうだった。お金が少しでもあれば、ずいぶん精神的に楽になる。それにこのバイトが成功すれば、家を出ていった後も安曇を通して上総との繫がりができる。

　考えれば考えるほど、断るのは惜おしい話だ。

「じゃあ、やってみるだけやってみていいですか？」

「助かるよ。これ俺の名めい刺しだから、一応持っててくれるかな」

　そう言って、安曇は俺に名刺を一枚差し出した。蔦つたのロゴマークと『株式会社・Ｉｖｙ』という会社名の横に『チーフ・ファンドマネージャー　岩倉安曇』と書かれている。

「チーフ・ファンドマネージャー？」

　アナリストは聞いたことがあるがファンドマネージャーとはなんだろう。小首を傾かしげていると、安曇が笑いながら教えてくれた。

「アナリストがコンビニのアルバイトだとしたら、俺は店長みたいなものかな。アナリストは分かる？」

「分かりますよ。上総や雪がアナリストですよね？」

「雪はアナリストだけど、上総は違ちがうよ。あいつはポートフォリオ・マネージャー。アセットアロケーターって言ったほうが分かりやすいかな？」

「どっちも分かりません……」

「資産分配の責任者的立場でね。オーケストラで言えば指揮者だよ」

　先ほどはコンビニに喩たとえたのに今度はオーケストラと来たか。一体コンビニの店長と指揮者はどっちが上で、何が違うんだろう。

「とりあえず、偉えらい人なんですよね？」

　安曇は曖あい昧まいに「そうだね」と頷いた。

　ファンドのことなんてさっぱり分からないが、上総が風邪かぜを引いても休めないくらい忙いそがしい仕事をしているらしいことは分かる。

「文書は郵送するよ。できるだけ早く欲しいから、納品はメールでも構わないよ。できれば紙で欲しいけどね」

「早くってどれぐらいですか？」

「できれば今週中に」

「…今週中？」

　それはずいぶん急だ。

「調査報告書って、どれぐらいあるんですか？」

「届いてからのお楽しみだよ」

　にこりと笑った安曇に、嫌いやな予感を覚えた。安曇は結局、上総とはろくに話もせずに帰ってしまった。安曇は一体何をしに来たんだろう。ただ熱を出した弟が心配になって、見み舞まいに来ただけだったのだろうか？

　でも二十歳はたちをとっくにすぎた弟相手に、いくらなんでもそれは過保護すぎる。もしかしたら俺が上総と話している間に、用事は済ませてしまったのかもしれない。

「論文、早くやっちゃおう」

　急なバイトがどれだけの量なのかは知らないが、そんなものが入れば論文なんかにかまけていられなくなる。弁論大会で優勝すれば、名めい誉よとフランス旅行と報ほう奨しよう金きんは貰もらえるが、現金が手元に入るのは暫しばらく経たってからだ。旅行は真里亜に売れば即そつ金きんでいくらか入るが、それだって優勝しなければ手に入らない。そんな俺にとって、これは確実に金が手元に入る絶好のバイトだった。適当な仕事にしないためにも、さっさと論文を片づけてしまうに限る。

　俺は集中して論文に取りかかることにした。

　細かい文法や冠かん詞しなどには気を遣つかわず、ざっと一気に書き上げて、軽く見直しをして間違っている部分には目印を付けていく。分からないところは、素す直なおに教授に聞くつもりだ。松方教授は学生には厳しいが、質問に対してはきちんと答えてくれる。それが調べれば分かるような、ばかげた質問でなければの話だが。

　しばらくの間、同じことを繰くり返し何とか一段落をつける。前ぜん傾けい姿勢で仕事をしていたせいで凝こった腰こしを伸のばすと、思わず声が漏もれた。

「う～」

　電源を落としてパソコンから目を上げる。それから、長いことモニターを見ていたせいで凝り固まった目の筋肉を眉み間けんを揉もんで解ほぐした。将来は、デスクワークよりも動き回る仕事のほうがいいと思うのはこんな時だ。俺はじっとしていることには向いていない。

「上総、平気かな」

　ゲストルームのドアを開けて、寝しん室しつに続くドアをノックする。返答は無かったが、俺はがちゃりとドアを開けて中に入った。

　上総は真っ暗な室内で、呼吸をしているのか疑いたくなるくらい静かに眠ねむっていた。起きていてもカッコイイのに、寝ね顔がおまでカッコイイなんて反則だ。

「熱、下がったかな…？」

　上総の額に手を当ててみたが、もうそんなに熱くないようだ。きっと薬が効いたのだろう。

　当てた手を頰ほおに滑すべらせると、そっと上総がその手に自分の手を重ねてきた。怒おこられるかと思ってびくりとすると、薄うすく上総の瞼まぶたが開く。

「……ここに、いろ。もう離はなれるな」

　かすれた声で上総が言う。また、俺を誰だれかと───いや、雪と勘かん違ちがいしているらしい。

　それでも高鳴る胸の鼓動はどうしようもない。雪の代わりでも、誰かの代わりでもいい。それが側そばにいられる理由になるなら、もうそれでいいやと思ってしまう。

「いいよ」

　頷いて俺は上総の隣となりに滑り込む。すると優やさしい腕うでが俺の体に絡み付いてきた。

　そして俺が腕の中に収まると、上総は安心したようにほっと息を吐ついて、また深い眠りの中に落ちていった。
















　舐なめられている。

　やたらぺちゃぺちゃと顔を舐め回されて目を覚ますと、俺の上にドルチェがのしかかっていた。ちなみにピアチェは、俺の耳の上を舐めている。

「……っ」

　べとべとする顔を服の袖そでで拭ぬぐいながら起き上がると、二匹ひきがリードを銜くわて俺を見上げた。

「普ふ通つうの起こし方しろよ！」

「ワン！」

　もしかしたら、これが犬にとっての普通の起こし方なんだろうか。耳元で吠ほえられて飛び起きるのも嫌だが、顔中涎よだれでべとべとにされるのも勘かん弁べんしてもらいたい。

「あ、上総？」

　ふと気づいて横を見ると、上総はそこにはもういなかった。隣には一人分のシーツのへこみはあったが、もはや温かさはない。心なしか俺はがっかりしてしまう。

「カタカナの名前の指揮者ってそんなに忙しいのかね」

　病やみ上がりなのに、もう仕事に行ったんだろうか？

　ちゃんと薬は飲んだんだろうか。朝食は摂とったんだろうか。

　……雪と一いつ緒しよに働いているんだろうか？

「考えても仕方ないよな」

　起き上がると、カチャンと何かが音を立てて床ゆかに落ちた。一体なんだろうと拾って見ると、それは銀色の鍵かぎだった。

「合い鍵って奴やつ？」

　確かに散歩や大学に行くたび、ガラス戸から出入りをするのは不用心だ。そういう理由でくれたというのは分かっている。分かっているけれど、合い鍵を貰ったことがなんだか認めてもらえたみたいで俺は嬉うれしくなった。

「いつの間に作ってたんだよ」

　真新しいぴかぴか光る鍵を、俺はきゅっと握にぎり込む。この鍵だけは無くさないようにしようと、俺はストラップも何もない鍵を財さい布ふの中に仕し舞まった。

　リビングに入って二匹に餌えさをやっていると、携けい帯たいが鳴り出した。見知らぬ番号だったが、安曇かもしれないと思って俺は出てみる。

『今、大だい丈じよう夫ぶかな？』

　突とつ然ぜんそう切り出したのは、やはり安曇だった。大丈夫ですと返して、俺は冷蔵庫からビールを取り出す。朝から喉のどを潤うるおす炭酸に、頭がはっきりし始める。この家の冷蔵庫にはアルコール類か、もしくはミネラルウォーターしか入っていない。

『書類を渡わたしたいんだけど、いくつか注意事じ項こうがあるから会って話せないかな。今日は何か用事があるかい？　できればオフィスのほうまで出てきてほしいんだけど』

「大丈夫ですよ。特に何もないし」

『助かるよ。タクシーを向かわせるから、一時間後ぐらいでいいかな？』

「場所言ってもらえれば、バイクで行きますよ？」

　そう答えた後で、バイクをまだ取りに行っていないことを思い出す。訂てい正せいしようと口を開こうとしたら安曇が『タクシーのほうが早いから、タクシーを送るよ』と言った。

「じゃあ…お願いします」

　電話を切ってから、俺はパソコンを起動させる。

　中にインストールしてあるフランス語の辞書でどこまでカバーできるのか分からないが、必要とあれば専門用語の辞書も借りて入れておく必要があるだろう。俺は残りの容量をチェックしてから、昨日書いたばかりの論文をもう一度見直す。

　本格的に見直す時はプリントアウトするようにしている。そっちのほうが誤字脱だつ字じを見つけやすい。だけどここにはプリンターがないから、一度大学に行って出力する以外に方法がない。

「ワン」

　吠えられて顔を上げれば、綺き麗れいにご飯を平らげて二匹がまたリードを銜えていた。

「……分かったよ」

　この数日で、俺はずいぶんこの二匹に懐なつかれたような気がする。いや、利用されていると言うほうが正しいかもしれない。

　それでもついつい従ってしまうのは、この二匹の可愛かわいさゆえだろう。最も、昨日は散歩も行ってなければ、夕飯をやるのも忘れて上総と一緒に寝てしまったのだが……。

　二匹は嬉しそうに、きらきらした目で俺の周りをくるくる回っている。

「見た目が可愛いって得だよな」

　俺もある程度、見目がいい自信はあるが、雪ほどじゃないのは分かっている。年上のくせに、あのかすみ草のような可愛らしさには脱だつ帽ぼうだ。

　俺は二匹の散歩を三十分弱ですませて着き替がえると、パソコンを入れたバッグを手に、迎むかえにきたタクシーに乗り込んだ。行き先を告げるまでもなく、タクシーは走り出す。

　タクシーから降りると、歩道に立っていた安曇がすぐに近づいてきた。そして俺を伴ともなって、近くのレストランに入る。歩道に面したテラス席ではなく、店の奥にある落ち着いた席だ。

「何でも好きなものをどうぞ」

　渡されたメニュー表をめくると、料理名がずらりと並んでいた。俺はその中から、明めん太たい子このパスタとコーヒーを選んで頼たのむことにする。すると安曇は「それだけでいいのか？」と言って、勝手にサイドメニュー系の料理を色々と頼んでくれた。

　だけど次から次へと運ばれてくる料理の数に、俺はちょっと戸と惑まどってしまう。

「俺、こんなに食べられないと思うんだけど」

「別にいいさ。好きな物だけを食べなさい。これは俺が勝手に頼んだ物だから、残したからといって君が罪悪感を覚える必要はないんだし」

　そう言って、安曇はにっこりと笑う。

　食事が終わるまでの時間をかけて、安曇は自分がどんな仕事をしているかをわかりやすく説明してくれた。そして皿が下げられると、安曇は鞄かばんの中から封ふう筒とうを取り出す。

「これが君にお願いしたい書類だ」

　見た目からして、厚めのそれに思わず眉まゆが寄る。

　論文がなかったとしても、今週中に終わるかどうか怪あやしい。来週まであと四日しかない。読むだけならなんとかいけそうだが、それを日本語訳にするとなるとまた別の話だ。

「うわー…」

　受け取った途と端たん、俺は思わず声を上げてしまう。思った以上に、それは腕にずしりと来た。

「全部訳さなくてもいいよ。大事なところだけを訳してくれればいい」

「大事と大事じゃないものの違いが分からないです」

　言いながら、俺は封筒から書類を取り出す。

「五十枚か……」

　思わず枚数を確かく認にんしてしまう。Ａ４書類が五十枚……一体何日かかるだろう…？

「そうだな、この項目は訳さなくていい」

「直接これに書き込んでも平気ですか？」

「ああ、いいよ。それは春樹君用だからね」

　許可を得てから、俺は安曇が指示するところにペンで書き込んでいく。

　いくつか項目に×印を付け、最終的に残った枚数を数える。

「これならどうにかなるかもしれないです」

「良かった。月曜の朝には欲しいから、郵便かバイク便で送ってくれるかな。最悪メールでもいいから」

「上総に預けるのは？」

「それはちょっとね。あ、持参してくれてもいいよ」

　確かに、いざとなったらバイク便よりも俺がバイクで走るほうが速いだろう……。って、そうだった。バイクは手元にないんだっけ。

「朝っていうと、大体十時ぐらいですか？」

「そうだね、それくらいがリミットだね。早ければ早いほどいいけど」

　いくら何でも、それより早いのは多分無理だ。

　証券マンなんて割の良さそうな商売だと思っていたが、実はみんな朝早くから夜遅おそくまで働き通しらしい。少なくとも上総はそうだ。体を壊こわしてしまうのも頷うなずける。

　俺もいい加減就職活動のことを考えなければならないが、いろいろな仕事のことを深く知れば知るほど、学生であるという現状に甘えたくなる。

　正直言って社会になんか出たくない。あと二、三年はぐだぐだと遊んでいたい。

「で、これ全部やったらいくらぐらいになりますか？」

　それによってやる気の度合いが変わる。最低でも三万は出してもらえるだろう。それ以下だったら辞書を開く気すら起きないかもしれない。

「十万」

「え？」

「ちょっと安いかな？　今回はお試ためし価格ってことでまけてくれるかい？」

「お試し価格って、実際はこれより高いんですか？」

「そうだね、文書や契けい約やく内容にもよるだろうけど、プロに頼むと大体Ａ４一枚で、一万以上になるかな」

　一枚一万以上って、ぼったくりじゃん。

　松方教授も、片手間に翻ほん訳やくの仕事を受けていると言っていた。どうりで有名ブランドのオーダーメイドスーツを何着も持てるわけだ。

　食べていけるなら、翻訳関係の職を探してみるという選せん択たく肢しもあるかもしれない。

　ヨーロッパ系言語ならほとんど習得しているし、アジア系も韓かん国こく語ごなら日常会話ぐらいの知識がある。本格的にやるとしたら、後期は語学系の授業を徹てつ底てい的に取りまくるのもいいかもしれない。

「できそうかい？」

「やります！」

「よかった」

　にっこりとほほえまれて、思わず安曇の顔の作りの良さに気を取られる。

　兄弟だと言われれば、確かにどことなく上総と似ている気がしてくる。パーツ、パーツは似ていないが、顔全体の雰ふん囲い気きが似ているのだ。

「そういえば昨日の話だけど、上総とは同どう棲せいしてないって本当なのかな？」

「ああ、はい。俺、今住むところが無いんで置いてもらってるんです」

「そうなんだ？　あいつとは本当に何もないの？」

「えーと…」

　どう答えていいのか迷う。安曇と上総の関係がいまいち分からないから、どこまで正直に話していいのか判断しにくい。仕方なく、俺は無難な返事をした。

「…ご想像にお任せします」

「じゃあ質問を変えようかな。上総のこと、どう思ってる？」

　組んだ指の上に顎あごを乗せながら、まるで天気の話でもするようにあっけらかんと言う。浩一とのこともそうだけれど、この人は男同士のことにあまりにも抵てい抗こうが無さ過ぎる気がする。

　とにかく先ほどの質問より遥はるかに答えにくい質問だ。答えは出ているが、それを口にはしたくない。だけど、黙だまっていたらすぐに気づかれてしまうだろう。

「ご想像にお任せします、は無しだよ」

　安曇は穏おだやかに笑いながら、先手を打ってくる。

　年ねん齢れい的には上総と近いのかもしれない。どちらかというと安曇のほうが些いささか年齢が下に見えるくらいだ。落ち着いた大人の雰囲気は纏まとっているが、物もの腰ごしが柔やわらかいからつきあいやすい。

　だけど和なごやかな雰囲気の中にも、どこか食えない雰囲気があるように思える。そう感じるのは、浩一に対して取った態度を目まの当たりにしているせいもあるかもしれない。

「いい人だと思います」

　考えた末に、俺はとぼけることにした。

　ここで上総が好きだと言ってしまったとして、もしそれが安曇を通して本人に伝わったりなんかしたら、俺はどうすればいいのかわからない。それに上総にすら言っていない自分の気持ちを、他人の安曇に言ってしまうのは気が引けた。

「逃にげたね」

　逃げましたよ。逃げるしかないでしょうが。

「もし君の気持ちがまだ完全に上総に向いてないなら、他ほかの男の入る隙すき間まはあるかな？」

「は？」

　訳が分からないと言うように、首を傾かしげて見せる。

　なんだか変な展開になってきた。これから安曇が言うことは、聞かないほうが俺のためのような気がする。だけど「俺そろそろ行かなきゃ」と言おうとした途端、テーブルの上に置いたままの手を突とつ然ぜん安曇に握にぎられた。

「たとえば俺とか」

　細く長い安曇の指は、上総と似ている。物腰が柔らかで、優やさしくて、何より紳しん士し的。性格的にも安曇とのほうが合いそうだし、条件としては上総よりも安曇のほうが随ずい分ぶんいい気がする。おそらく、上総が居なければつきあっていただろう。

「でも、昨日会ったばかりですよ」

「一ひと目め惚ぼれでね」

「もしかして、このバイトって口実ですか？」

　俺はトントンと、指先で書類を叩たたく。たとえ口実だとしても、仕事として金が貰えるなら引き受けるつもりだけれど。

「そういった要素が全くないとは言わないけど、仕事で至急必要だというのは事実だよ。だから手を抜ぬかずに頑がん張ばってほしい」

「頑張ります」

　俺は肩かたを竦すくめてそう言った。

　ウェイトレスが空いた皿を下げるために、俺たちのテーブルに近づいてくる。それに気づいた安曇の手が、俺から離はなれた。

　彼女が去ったのを見届けてから、安曇は「それで？　君は俺をどう思ってる？」といたずらっ子のような表情で聞く。その聞き方に、安曇が恋れん愛あい慣れしている男であることが分かる。

「いい人だと思いますよ。助けてくれたしね」

　断るのが惜おしいほどイイ男だけれど、今は上総にしか興味がない。

　安曇は鼻白んだりせずに、微び笑しようを浮うかべて「俺に対しても逃げるのかい？」と言った。

　俺は書類を持って「ごちそうさまでした」と口にする。

　安曇は送っていくと言ったがそれを断る。

　これ以上、上総への気持ちにつっこまれるのも、安曇と駆かけ引きめいた会話を交かわすのもご免めんだった。食事の礼をもう一度言うと、俺は一人でさっさと店を出てしまう。

「やっぱ俺って、モテんだな～」

　俺は今いま更さらそんなことを再さい確かく認にんする。

　今まで何人もの相手に告白されてきた。相手が切れるのなんて希まれで、いつも側そばには誰だれかがいた。自分は恋愛体質だとばかり思っていたが、実は恋愛なんて一つもしたことがなかったらしきことは、ついちょっと前に知ったばかりだ。

「いつもだったら、絶対につきあってるはずだけど」

　どうしても上総のことが頭から離れなくて、考える気にもならなかった。

　こんな風に誰か一人のことで頭がいっぱいになるなんてことは、今までなかった。ちなみにあんなイイ男を振ふったのも初めてのことだ。

　だけど初はつ恋こいは実らないとよく言う。つまりこれが初恋なら、俺の恋はやっぱり実ることなく終わるってことだろうか。

「あいつ以外にモテたって嬉うれしくないのにな」

　百人に好かれるより、上総一人に好かれたい。

　そんなことを考える俺は、相当な恋愛末期症しよう状じようなのかもしれない。
















「あのさ……」

「何も言うな真里亜」

　俺の言葉に真里亜は一度口を噤つぐんだが、すぐに開く。

「……無理じゃない？」

「それを言ったら十万がパァになる」

　大学の図書館の隅すみに作られた机が並ぶ自習コーナーで、顔をつきあわせながら俺と真里亜はひたすらフランス語を訳していた。

　昨日貰もらった書類の中身は、とても一人で手に負える物じゃなかった。

　だから携けい帯たいで真里亜を呼び出して、手伝ってもらっている。ゼミの中じゃ真里亜の成績はあまり良くないほうだが、翻訳の能力は高い。俺みたいに色んな言語を履り修しゆうした訳じゃなく、真里亜は大学に入ってからフランス語一本だ。そのお陰かげで真里亜のフランス語能力は院生よりも優ゆう秀しゆうだったりする。

「松方教授に相談に行こうよ」

「そんな怖こわいことできるかよ」

「えー…でもさぁ」

「田島君、大会用の論文は終わったのか？　うん、あっそう、終わってない。で？　君なんで僕のゼミにいるの？」

　松方教授の木ぼく訥とつなしゃべり方を真似まねながら、言いそうな嫌いやみを予想して口にする。その途と端たん、真里亜は大だい爆ばく笑しようした。

「あはは。似てる似てる！」

「前に松方教授が一ヶ月でレ・ミゼラブル一冊訳して来いって言った時は、この人は鬼おにかもしれないと思ったけれど、今思うと天使だったな」

　あれも厄やつ介かいな課題だったが、小説だからある程度展開が予測できるし、レ・ミゼラブルなら日本語訳のものが出ているから、照らし合わせて自分で間ま違ちがいを正せる。お陰でずいぶん翻ほん訳やく能力が身についた。

　分厚い小説だったが、今取りかかっている文書に比べれば訳しやすかった気がする。

「確かにね、ためになったし。質問すると丁てい寧ねいに答えてくれるしね。だからコレだって質問しに行けば教えてくれると思うよ？」

　真里亜はコレ、と先ほどから探している単語を指した。仏和辞典に載のっていないし、仏仏辞典にも載っていない。ネット検けん索さくで出てこなかったらこれでお手上げだ。

「翻訳のバイトしてますっていうのは受けがいいと思うけど、論文を仕上げてないってバレたら速そつ攻こう説教が始まるって」

「仕上がりましたって噓うそ吐つけば見せろって言われるの目に見えてるしね」

「真里亜は仕上がったの？」

「ううん。でも青あお木き君と大おお塚つか君が手伝ってくれてるから大だい丈じよう夫ぶ」

　悪びれずにゼミ仲間の名前を出して、真里亜は優ゆう雅がにほほえんだ。

　青木も大塚も一年の時からずっと真里亜を狙ねらっていて、掌てのひらの上で転がされていることを承知で真里亜に尽つくしている男たちだ。だけど、真里亜は全く二人に対して恋愛感情を抱いだいていないのだから酷ひどい話だ。

「さすがミス・小こ悪あく魔ま」

「その呼び名禁止です」

　真里亜はちょっと口をとがらせながら、仏仏辞典をめくっている。実は仏和辞典で訳しても出てこない単語を探すために、分厚い仏仏辞典をめくっているのだ。

　俺はといえば、仏仏辞典で見つかった法律用語をどうやって日本語訳すればいいのか頭を抱かかえている最中だ。

「せめて他のゼミの奴やつらに手伝ってもらうかな」

　松方ゼミと違って課題が緩ゆるいゼミの奴らなら、もしかしたら手伝ってくれるかもしれない。

　そう思いついて口にすると、真里亜は即そく座ざに「ダメ！」と言った。

「折角春樹と二人きりなのに～」

「何？　今度は俺のこと狙ってんの？」

　真里亜も俺と同じく恋愛体質だ。周りに男が群がっていない時がない。狙った男は必ず落とせると昔豪ごう語ごしていたのを覚えている。

「今度はって、何よ。私は前から春樹が好きですー」

「女子に睨にらまれるの嫌だから、泊とめたくないとか言ってたじゃん」

「言ったけど…。でもやっぱり春樹を見てると、好きだなぁって思うの。それに泊めたら絶対エッチまで行くでしょ？」

「そりゃ俺も男ですからね」

　逆に据すえ膳ぜんに手を出さないのは、失礼になるんじゃないだろうか。ご両親が階下にいるシチュエーションにも萌もえそうだし。

　今は上総がいるから、たとえ真里亜が泊めてくれたとしても手は出さないだろう。でも真里亜に泊めてほしいと言った時点では、まだ気持ちを自覚していなかったから、恐おそらくあの時に泊めてもらっていたらエッチは確実にしていただろう。

　最近は男相手ばっかりだったけれど、もともと俺は男も女も関係なくいけるタイプだ。

「春樹って遊びで寝ねられるじゃん。そういうのは嫌」

「僕はぁ～いつでもぉ～真しん剣けんですぅ～」

　いつもと違う口調で笑いながら言った。

「茶化さないで。私はエッチするのはお互たがいちゃんと好き合ってからじゃないと嫌なの！」

「だから未いまだに青木と大塚は涎よだれ垂らしたままでお預けなのか」

「私は安売りしないんですー。好きでもない奴と、好きになってくれてない奴とエッチしたら女が下がるじゃん。そんな女は誰にも大切にしてもらえないじゃん」

　確かにそのとおりだと思った。軽い奴は所しよ詮せん、軽くしか扱あつかわれない。

「真里亜もいろいろ考えてるんだな」

「もー…青あお臭くさいってバカにしてるんでしょ」

　真里亜が頰ほおをふくらます。そんな仕し種ぐさが可愛かわいい。

「いや、感動した」

「だから茶化さないで！」

「茶化してないよ」

　本当に茶化したつもりはないけれど、真里亜は信じてくれない。

「もういいよ！」

　再び彼女の白くて丸い指が、辞書をめくり始める。

「…………」

　ヤバイな。真里亜の言葉が胸に突つき刺ささったまま抜ぬけてくれない。

　俺は好きでもない奴とだって、気が合えば寝てきた。その度たびに価値が下がるなら、俺の価値なんてもうほとんど無いに等しい。それなら上総に大切にしてもらえないのだって、当たり前のことかもしれない。

「……春樹？」

　真里亜の言葉にはっとして顔を上げる。

　すっかり指が止まっていたらしい。俺は慌あわててキーボードを叩たたくと、内蔵されている辞書で単語の検索を始める。

「ごめん、ぼうっとしてた」

「……春樹、すごく顔色悪いよ？　どうかした？」

「顔色？」

「ほら」

　真里亜が黒い折り畳たたみ式の鏡を渡わたしてくれる。見るとその中に映る自分の顔は、思わず苦く笑しようしたくなるくらい青ざめて疲つかれ切っていた。おまけに、すごく不安げで、頼たよりなくて、自信がなさそうだ。

「ありがとう」

　俺は礼を言いながら、真里亜に鏡を返した。

「疲れてるんじゃない？　私がんばるからちょっと休んだら？」

「ありがとう。でも大丈夫だよ」

　休んだくらいじゃ治らない病気だってことは、俺が十じゆう分ぶん知っている。

「でも…」

「月曜までだから、がんばって片づけよう」

「……うん」

　まだ納なつ得とくできずにいる真里亜を強ごう引いんに頷うなずかせて、俺は再び書類をめくる。

　昨日も今日も、上総とはすれ違っていて会えていない。

　多分、一日休んだせいで仕事が溜たまってしまって忙いそがしいのだろう。病やみ上がりでそんな状態では、いつまで経たっても体調は良くならないんじゃないだろうか？

　───なんて、俺が心配したってどうにもならないけどさ。

　本当はただ純じゆん粋すいに会いたいだけだ。嫌み言われてもいいから、上総の顔が見たくて、声が聞きたい。ただそれだけだ。

　それだけなのに、どうして神様は叶かなえてくれないんだろう。
















　ホントに、神様ってどうしてこう意地悪なんだろう。それとも無神論者の俺がこういう時にだけ神様を持ち出すのが、そもそも間違っているとでも言うのか。

「こんにちは」

　土曜日の朝から雪がやってきた。

　上総は早朝にどこかに行った。休日出勤かもしれないし、他ほかの用事かもしれない。

　俺は安曇から渡された書類のせいで寝不足の目を擦こすりながら、雪に応対する。土曜だっていうのに、俺も昼を過ぎたら大学の図書館に休日出勤だ。

　真里亜も寝ていないせいで、昨日は目の下にクマを作っていた。恐らく今日は昨日よりもひどいクマが出来ているだろう。

「何か？」

　雪は前回見たときと違って私服だった。Ｔシャツと、その上に薄うすいシャツを羽織って綿パンを穿はいている。そんな格好をすると、いつもよりも子供っぽく見える。

「上総に会いに来ました」

「上総…」

　この前は岩倉さんって呼んでなかったっけ…？

　急に呼び方が親密になったってことは、何かあったのかもしれない。

　俺の経験談から言わせてもらうと、一度寝ると名前の呼び方が突とつ然ぜん変わったりする。大体は寝る前まで『田島くん』だった呼び名が『春樹』に変わったり。俺は呼び名なんてどうでもいいが、自分の所有権を主張する意味を込めて下の名前で呼ばれるのは好きじゃない。

　でも雪の場合はちょっと違ちがうように思えた。変な話だけれど、俺への対たい抗こう心しんでそう呼んでいるだけのようにも見える。

「いないみたいだよ」

　車もないし。家の中に気配もなかったし。

　これで連続三日は上総の顔を見ていない。いい加減、欲求不満で苛いら々いらしてきそうだ。

「本当ですか？」

　雪の大きな目がきらりと光る。

　そんな風に探さぐられてもこっちはどうしようもない。

　いるけど、会わせない───なんて子供っぽい噓うそを吐ついてみようかとも思ったが、バレた時に分が悪そうなので止やめておく。

「そうですか、田島春樹さんですよね。ちょっと話があるんですが今よろしいですか？」

　ついに本妻の攻こう撃げきが始まるんだろうか。

　男の嫉しつ妬とは怖こわい。身をもって実感しているから、決して関かかわりたくない。

「俺、これから学校なんで」

　雪がどんな話をするにしろ、俺には真里亜との先約がある。それは、安曇との約束にも繫つながっている。その二つを破る価値があるほどの話が雪から聞けるとは、到とう底てい思えなかった。

「今日は土曜日ですよ」

　そんなの知っている。それどころか学校自体は夏期休きゆう暇か中ちゆうだ。

「勤勉だから」

「でしたら手短にしますので」

「話ねぇ…」

　九割九分上総に関することだろう。俺と雪の間にはそれ以外の接点なんて無い。どうせ不ふ愉ゆ快かいなことしか言われないのは分かっている。

「悪いんだけどさ、俺まだ眠ねむいんで。改めてくれるかな」

　そう言って、俺は内心の動どう揺ようを悟さとられないよう大きく欠伸あくびを一つした。本来ならばあと数時間は寝られたのだ。早く部屋に帰って寝直したい。どうしてこう、アナリストって奴やつは早起きなんだろう。それとも雪や上総、安曇が特別なのだろうか。

「田島さん」

　きびすを返した俺に、雪が声を掛かけてくる。振ふり返ると真まっ直すぐに俺を見つめながら雪がきっぱりと言う。

「上総を好きな気持ちは誰だれにも負けませんから。それだけは覚えていてください」

　───なんだかなぁ、もう。

　俺は聞かなかったことにするのもしゃくで、べっと舌を出して雪に背を向けた。

　一人の男を誰かと取り合うなんて格好の悪いことしている自分を嫌けん悪おしそうだ。今までだったら、面めん倒どうだからとあっさり身を引いてきたのに、何をしているんだ俺は。

「素す直なおで可愛かわいいなぁ」

　上総のことが、本当に好きなんだろう。あんなに素直に自分の気持ちをさらけ出せる雪が羨うらやましい。俺にはマネしたくてもできない芸当だ。

　俺は雪のことを思い出しながら家に入る。そしてきらきらした目で俺を見てくる二匹ひきをなだめすかすと、全すべてを振り切るようにして寝しん室しつのベッドで眠りに落ちたのだった。
















　月曜日の朝は安曇からの電話で起こされた。

　音を頼りに携けい帯たいを手探りする。

「はい…」

　寝ぼけた声で出れば向こうから「大だい丈じよう夫ぶ？　書類は出来上がった？」と聞かれ一いつ瞬しゆんで意識が覚かく醒せいした。

「あっ、書類！」

　ここ連日ほとんど寝ないで真里亜と分担して作業していた翻ほん訳やくの仕事は昨日の夜十時、ファミレスにて完成した。そこから真里亜の家で出力し、その場で受け取って封ふう筒とうに入れて家に持ち帰って……。それでソファーに座ったら、うっかり眠ってしまったんだ。

　慌あわてて時間を確かく認にんすると、時計は朝九時を指している。

　折角出力したが、仕方がないのでメールで送ろうとノートパソコンに目をやり、インターネットに接続していないことを思い出す。

　こうなったら、当初の予定どおり持参するしかない。

「出来てます！　十時までには持っていきますから！」

　もう最悪だ…！

　ここ数日ろくに構ってやっていない二匹と目が合った。そういえば昨日は飯をやるのも忘れて寝てしまっていた。

　しかし、二匹は特に不平を申し立てる（吠ほえる）わけでもない。もしかしたら、上総がやってくれたのかもしれない。

「犬の世話すら満足にできないのかって言われそうだな……」

　最近はベッドの相手もしていないし、これではギブアンドテイクどころの話じゃなくて、本当にただの厄やつ介かい者ものだ。雪がどうのこうの以前に、追い出されても仕方がない。

　いや、もう追い出されるべきなのかもしれない。

　なんだかんだ言い訳を付けながら俺はずるずるとこの家にいる。次の男が出来るまでだとは言ったけれど、次の男なんて全然探してない。おまけに安曇にそれとなく誘さそわれても、ちっとも気持ちは動かなかった。

　雪は本格的に挑ちよう戦せん的な態度だし。状じよう況きようは悪化する一方なのに断たち切れないなんて、自分がこんなに優ゆう柔じゆう不断だとは思ってもみなかった。

「どんどん悪い方向に進んでるのにな」

　自じ嘲ちよう気味に呟つぶやいて、とりあえず昨日持っていたバッグに封筒を詰つめて鍵かぎを持って家を出た。

　バイクが有れば、と思いつつも近くの駅まで走る。バイク便で送れるものなら送ってしまいたいが、直接聞いて確認したい内容の訳文があるので持参する必要があった。文法の問題というよりも、株式の問題の箇か所しよが分からず、翻訳が曖あい昧まいになっている項こう目もくがあるのだ。

　駅前に待機しているタクシーに乗り込んで、行き先を告げようとして、自分がＩｖｙの住所を知らないことに気づく。口ごもっていると、運転手に「で？　どこに行くの？」ともう一度聞かれてしまった。

　俺は慌てて安曇から貰った名めい刺しを取り出す。名刺なんてほとんど貰ったことがないから気づかなかったが、そこには所在地が書かれているはずだ。

　運転手に差し出すと「はいはい、ここに行けばいいわけね」と言って無線に手を伸のばした。

「分かります？」

　すぐに名刺を返してきた運転手に、俺は不安になって聞き返す。

「分かるよ。大きなビルだからね」

　運転手は言葉どおり、一度も道を迷うことなくビルの前に付けてくれた。

　さようなら俺の可愛い千円札たち。そう心の中で呟きながら運転手に金を渡わたす。そして、しっかり領収書を貰ってからタクシーを降りた。

　ビルは予想以上に大きかった。全体がガラス張りでエントランスの壁かべは白一色で、金文字で社名が書かれている。このビル一つが全てＩｖｙの物のようだ。

「もしかして、超ちようエリート…？」

　そういえばよくＴＶで流れている『投資信しん託たくならアイビー・ジャパン』というＣＭは、もしかしたらこのＩｖｙのことなのだろうか？

　ビルに入り、受付に向かう。白いワンピースに黒地に金糸が入ったスカーフをした綺き麗れいな受付嬢じようは、安曇の名前を出すとにっこりほほえんでくれる。

「田島春樹様ですね、承うけたまわっております。四十五階の海外事業部一課のほうへあちらのエレベーターでお願いいたします」

　指示されたとおりに俺はそちらに向かう。

　エレベーターには高層階用と書かれていた。乗り込んで指定ボタンを押すと、俺は背面のガラス張りから景色を眺ながめる。

　このビルのどこかに上総と雪もいる。そう思うと、本妻宅に乗り込んでいく愛人のような気分になる。

　結局のところ、あの二人の関係は分からない。だけど上総が俺を抱だいた時、初めて男を抱いたような感じはしなかったから、きっと男を相手にすることは慣れているんだろうってことだけは分かる。

「雪も抱いたのかな」

　どうなんだろう。雪は別だと言っていたから、もしかしたら抱いていないのかもしれない。でも好き合っている大人同士が、いつまでもプラトニックな関係でいるのも変な話だ。

　よく分からない。考えれば考えるほど憂ゆう鬱うつになる。

「おまけに今日こんな髪かみぼさぼさだし」

　いつもは友人の美容師に大して手入れしなくてもいいような髪形にカットしてもらっているが、そんな髪にも今日は寝ね癖ぐせがついている。目の下にはクマがうっすら見えるし、こんな顔で事実上のライバルである雪に会っても、絶対に勝てやしない。上総だって呆あきれるだろう。

「俺だって、ちゃんとすればそれなりなんだぞ」

　雪のほうが可愛いが、造作では俺だって負けていないはずだ。上総との体の相あい性しようもいいし、あんな奴よりも俺のほうがいいに決まっている───って。

「うわ、俺すげー性格悪いこと考えてるよ」

　上総を好きになってから、俺はどんどん性格が悪くなっている気がする。もっとどろどろな感情で一いつ杯ぱいになる前に、早く離はなれたほうがいいだろう。

「……離れなきゃな…」

　エレベーターを降りると、ホールの端はしにフロアの地図が示してあった。銀ぎんのプレートに彫ほられた地図で目的の場所を探す。

　しばらく廊ろう下かを歩いてから、目的のドアを開けようとした途と端たん、内側から開かれた。俺が来たという連れん絡らくが行っていたのかもしれない。

「わざわざご苦労様」

　安曇がそう言って、俺を自分のオフィスへと招き入れてくれる。

　他ほかの社員のデスクが並んでいるところから一段高いところにある木製のドアを開けて中に入ると、安曇は俺に黒い革かわ張ばりの椅い子すを勧すすめてくれた。

　安曇と向かい合う形で座ると、俺は書類の入った封筒を彼に手渡す。

「全部終わったかい？」

「はい。なんとか終わりました」

　書類のチェックをしてもらっている間、俺はきょろきょろと部屋を見回した。

　上総以上にキチッとした性格なのかと思ったが、案外乱雑に物が置かれていた。棚たなやデスクの上には、書類やファイルがいくつも積み上げられている。デスクの上にはパソコンが置いてあるが、最初は埋うもれていて見えなかったくらいだ。

「うん、いいんじゃないかな」

　安曇が頷うなずきながらそう言う。

「この短い日数でよくできたね」

「友達とがんばりましたから」

「助かるよ」

　にこりとほほえまれて、ほっとする。

「あ、あとちょっと変な単語があって、分からなかったんですが」

　気になっていた箇所を確認すると、安曇はきちんと説明してくれた。俺たちの翻訳は間ま違ちがっていたわけではなく、実際の株式用語でそういったおかしな表現があることを教えてもらい、ようやく俺は理解する。

「ニュアンスの違いなんだけど、同じ用語でも日本とフランスでは微び妙みように意味が違ってくるんだよ。だからここは気にしなくてもいい」

　そう言われて安心した。

「お金は口座振ふり込みでいいかな？　二週間以内には入れられると思うから、それ以上過ぎても確認できなかったら連絡もらえる？」

「分かりました」

　そう答えて、俺は口座番号をキャッシュカードを見ながらメモ帳に記入する。

「それで？」

「それで？　って？」

「仕事が終わったらプライベートな話をしよう」

「プライベート、ですか」

　何か話すことなんかあったかな。俺、今日はもう眠ねむいんだけど……。

「今夜は空いてる？」

「徹てつ夜や明けですよ？」

　本当は明け方に少し寝ねてしまったけれど。

「じゃあ明日でもいいよ。いつなら会ってくれるかな？」

　───ああ、そう言うことですか。

　俺はようやく働かない頭で、安曇の意図を理解した。

「君ともっと一いつ緒しよにいたいんだよ」

「口説いてるんですか？」

「そうだよ」

　俺は苦く笑しようした。

　安曇のは慣れすぎているんだ。ついこの間までの自分と似ている。だからすぐに分かる。安曇のは本気の恋れん愛あいじゃない。

「安曇さんにそう言ってもらえて嬉うれしいです。でも、遊びで誰だれかとつきあうの、もう止やめたんで」

「俺は遊びのつもりはないけど？」

「うそつき」

　笑いながらそう言った俺に、安曇も繕つくろうのを止めたようだ。

　飄ひよう々ひようとした顔で「なんだ」と呟く。

「遊んでそうだと思ったのに、期待はずれだよ」

「軽くつきあえて、簡単に別れられる相手だと思いました？」

　確かに俺はそういう風に生きてきた。だからそんな風に見られても、今いま更さら傷つかない。

　だけど今の俺は上総のことが好きなんだ。

　上総への気持ちが叶かなわなくても、俺はもう昔みたいな恋愛をする気にはなれない。

「そうだね。君は執しゆう着ちやく心しんが薄うすそうに見えたから、楽だと思ったんだけどな。残念だよ」

　にこにこと人好きのする顔で安曇は笑った。酷ひどいことを言われているのは分かっているけれど、全部本当のことだから否定はしない。

「じゃあ、振り込みよろしくお願いします」

　タクシーの領収書もデスクに載のせる。頭を下げて椅子を立ち上がった俺に、安曇が笑えみを貼はり付けたまま言った。

「弟は手に入らないものがあったら、指を銜くわえていつまでも見ているタイプだ。俺は手に入らないものでも強ごう引いんに手に入れるタイプでね」

「……どういう、意味ですか？」

「断られたら欲しくなるじゃないか」

「支配欲が強いんですね、見かけによらず」

「君だって見かけによらないじゃないか」

　確かにね。良い意味でも悪い意味でも、昔からそう言われてきた。

「失礼します」

　俺は会話を終わらせるためにもう一度、頭を下げて部屋を出る。

「疲つかれたー」

　さっさと帰って一度寝よう。それで起きたら二匹ひきの散歩に行ってやるんだ。

　エレベーターホールに向かい、俺は低層階行きのものを探しボタンを押す。すぐに上がってきたエレベーターの扉とびらが開き、乗り込もうと顔を上げると、中に乗っていた男と目が合った。

「上総……」

　思わず呟つぶやくと、上総は怪け訝げんそうな顔で俺を見る。久しぶりに会えたことは嬉しいが、決して俺との出会いを喜んでいない上総の表情に気分が沈しずんだ。

「なぜお前がここにいる？」

　刺とげ々とげしい口調に思わず怯ひるみそうになる。

「それは、安曇さんに…」

　だけど安曇と聞いた途端、上総は更さらに不ふ機き嫌げんな顔になった。

「……顔が良くて金持ちの男なら誰でもいいんだな」

「なんだよ、それ」

　あんまりな上総の物言いに腹が立った。安曇とは仕事上の関係しかないのに、そんな風に言われて黙だまっていられるわけがない。それに確かに口説かれたけれど、俺はちゃんと断ったんだ。

「自分のことカッコイイって思ってんだ？　ずいぶん自信家だな」

「お前は俺の顔が好きなんだろう？　この顔に惚ほれてるんじゃないのか？」

「なっ…！」

　否定しようと思ったが、言葉がうまく出てこない。顔がみるみる赤くなるのが自分でも分かった。俺の気持ちはもう上総にバレバレなんだと思うと、ろくに視線も合わせられない。

「来い」

「ちょ、放せよ！」

　抵てい抗こうする間もなく、俺は上総に手を引かれて近くの高層階用のエレベーターに連れ込まれた。背面は全すべてガラス張りで、遠くのほうに東京タワーが見える。

「安曇とはもう寝たのか？」

「何それ？」

　上総は俺を壁かべ際ぎわに追いつめる。背中に壁が当たる。

　上からのぞき込むように視線を合わされ、思わず後ずさりしようとするが、踵かかとが壁を蹴けるだけで距きよ離りは取れない。

「いくら貰ったんだ？」

「あ？」

　不機嫌な声に呼応するように、こちらも不機嫌な声が出る。

「金だろ？」

　馬ば鹿かにした物言いが悔くやしくて、俺は本気で腹が立った。

「俺が上総に金せびったことあった？　俺が上総の前で誰かに金せびったことあったかよ！　俺は安曇に…」

「うるさい」

　俺が言い終わる前に、上総がだんっと強く壁を叩たたく。一いつ瞬しゆんエレベーター全体が揺ゆれたような気がした。

「だったら、俺よりあいつのほうが良かったから寝たというのか？」

「俺は……」

　言葉を続けようとしたけれど、ショックのあまり二の句が継つげない。誰にでも簡単に脚あしを開くって、そう思われている。所しよ詮せん、俺は上総にそういう風に見られているってことだ。

　確かに今までそうだったんだから、今更否定しても信じてもらえないのは分かっている。分かっているけど……。

　思わず唇くちびるをかみしめて黙り込むと、上総はくっと笑った。

「安曇の元になんか行かせない」

　その言い方は、まるで……なんだか嫉しつ妬としているみたいに見える。でも、上総が嫉妬なんかしてくれるわけもない。

「いい年して兄貴にコンプレックスでも抱いだいてんのかよ、だせぇな」

　そんなだから上総は俺なんかにつきまとわれるんだ。雪ともうまくいかないのも、そのせいなんじゃないのか？

「お前…！」

　上総の目が怒ど気きを孕はらむ。

　殴なぐられるかと思ったら、強い力で顎あごを捕とらえられそのまま口づけられた。

「んっ…ん───」

　逃にげようと思い、手で肩かたを押しやるがびくともしない。爪つめが上総の着ている高そうな黒いスーツを引っかく。

　まるで喰くわれそうなほど、荒あら々あらしいキスだった。

「はっ…んん」

　歯が当たることも構わないで、呼吸ごと奪うばわれる。

　背中に回った上総の手が、俺の頭を後ろから押さえた。そのせいで、首を振ふって口づけから逃のがれることすらできない。

「か、ず」

　どうにか解放されて、息も絶え絶えに名前を呼ぶがうまくいかない。

　がくんと腰こしが抜ぬける。エレベーターの床ゆかにぺたりと座り込んだ俺は、自分がどんどん赤面していくのが分かった。

　うまれて初めて、キスで腰が砕くだけるというのを体験した。

　───不覚だ。

　今まで体験させたことはあっても、自分がこうなったのは初めてだ。心臓がどきどきしている。きっと今、俺はすごく情けない顔をしているんだろうな。

　俺は手を突ついたまま顔も上げられずに、ぐるぐる頭の中で言うべき言葉を考えた。

「バカみたいだな…」

　どんな乱暴なキスだって、上総に触ふれられて嬉うれしいと思うなんて。

「そうかもしれないな」

「え…？」

「お前の言うとおり、バカかもしれない」

　上総はさっきの言葉が自分に向けられたものだと思ったらしい。

　違ちがう。そうじゃない。俺のことを言ったんだ。そう弁解しようとしたら、エレベーターが停まった。

「立て」

　腕うでを上総に取られて引きずられるように、俺はエレベーターを降りる。乗り込んでくるサラリーマンやＯＬが訝いぶかしげに俺たちを見ていた。

　人ひと気けのない廊ろう下かを連れられて歩き、立ち止まった木目のドアの前で上総はカードキーを出して鍵かぎを開けた。

　ぐいっと引き込まれた場所は、どうやら会議室のようだった。ずらりと向かい合わせに並んだ椅い子すとデスク、上座にはプロジェクター用のスクリーンが用意されている。

「前の恋こい人びとはお前を閉じ込めたと言っていたな」

「……っ」

　思い出すと気が滅め入いる。

　何でそんなことを突とつ然ぜん言い出すのか分からずに、俺は上総を見た。

「最悪な男だが気持ちは分かる」

　そう言う上総に肩を押され、不意打ちを食くらった俺は硬かたいデスクの上に背中から倒たおれた。

「何…」

　体を起こそうとすると、上総にそれを止められる。

　部屋は電気を点つけていないせいで薄うす暗ぐらい。ブラインドの隙すき間まから差し込む頼たよりない光が、唯ゆい一いつの光源だった。

「上総？」

　不安になって名前を呼ぶと、上総の指が柔やわらかく俺の髪かみを梳すいた。そしてデスクに手をつき、俺の首筋を舐なめながら、片手で俺のジーンズのファスナーを下ろす。

「ちょっと…！」

「黙ってろ」

「こんなとこで何考えてんだよ！」

　耐たえきれずに怒鳴ったら、軽く舌打ちをされた。

「安曇とは寝ねたんだろう？」

「また、その話かよ」

　どうして俺が他人と寝ることに、上総が苛いらついているのかが分からない。自分の物だと思っていた俺を、嫌きらいな兄貴に取られることがそんなにも嫌いやだったのか？

　呆あきれてため息を吐ついてみるけれど、上総の指が下着の中に入ってくると、俺は抵抗するのもままならなくなった。

　上総とはここのところ触れ合っていない。無理に体を開かれることに対しての抵抗感はあるが、それでも上総との行こう為いというだけで確実に訪おとずれるだろう快楽への期待もある。

　触れるのは、俺が焦こがれた相手だ。嫌なわけがない。

「答えないからだ」

　答えたくない。安曇のことを気にする上総が嫉妬しているように見えるのが嬉しいから。

　だから、答えたくない。

「……関係ないだろ、上総には」

　視線を逸そらしてそう言うと、上総の指が荒々しく奥に触れた。逃れるように体をよじると、さらに深く指が入り込んでくる。

　上総はいつもと違ちがって余よ裕ゆうのない顔をしているように思えた。

「んっ…！　か…会社でこんなことしていいのかよ？」

「…………」

　上総は俺の言葉を無視して、シャツの上から胸を嚙かんでくる。

「っく」

　ジーンズを下着と共に脱ぬがされる。上総は俺の足を持ち上げると、指が入り込んだ場所を見つめた。あからさまな視線に、羞しゆう恥ち心しんが湧わき上がる。

「安曇にここを使わせたのか？」

「ひ…あっ…」

　中で指を折り曲げられると、自然と喉のどが反る。

　ブラインドから差し込んだ光が見える。こんな場所で昼間から、俺も上総も何をしているんだろう。別の部屋では、別のフロアでは普ふ通つうにみんな仕事してるのに。

「お前は、酷ひどいな」

「な…に…あっ…」

　何を言っているんだろう。酷いことしているのは上総じゃないかと言おうとしたが、口を開いた途と端たん、言葉は嬌きよう声せいに変わってしまった。

「っふ…ぁ…」

　ゆるゆると抜けていく指。体中の感覚がそこに集中する。広げられた脚あしの間にある俺の欲望が、熱をもって硬くなっているのが分かった。

「かず…さ」

　名前を呼べば、上総は何も言わずにそこに自分のものを当てがってくれる。躊躇ためらいもなく入ってきた指とは比べ物にならない質量に、流石さすがに体中が引きつった。

「っ…く」

　ろくに準備もしていないせいか、いつものようにうまく力が抜けなくて、俺はぎこちない動きになってしまう。

「はぁ…、…っん…」

　放したくない。繫つながって溶とけちゃえばいいのに。いっそ女みたいに孕はらめばいいんだ。なんてメチャクチャな考えばかりが、頭の中を巡めぐっている。

「あっ…ぁんっ」

　体の中に埋うめ込まれた熱からも、俺の体で感じてくれていることは分かっているけれど、しがみついて首筋に顔を埋うずめると上総の荒あらい息が聞こえてきて、俺は安心する。

　冷静にセックスされていたら怖こわい。もっともっと、俺に欲情してくれればいい。乱暴にしてもいいから、もっと俺を欲しがってくれたらいい。

「んっ…あ、…止やめて、…上総」

「止めて？　こんなになってるのにか？」

　嘲あざけるように上総が言う。

　違う。そうじゃない。

　そうじゃなくて、良すぎてダメなんだ。

「あっ…ぁっ…も、ダメだから」

　いい場所ばかり突つかれて頭の奥がじんと痺しびれる。

　イきたくない。気持ちいいままで、ずっとこのまま繫がっていたい。

　もっとずっと、上総を抱だきしめていられる理由が欲しい。

「んっ」

　上総の手が俺の口を覆おおう。その指のわずかな隙間から俺は息をする。

「あっ、あ…！」

　深く深く、何度も突き上げられてイク瞬しゆん間かん、上総も中でイクのが分かった。

　だけど余よ韻いんを味わう間もなく、上総はすぐに俺の内側から出ていってしまう。俺は体を起こすのも怠だるくて、ぼんやり天てん井じようを見た。注ぎ込まれたものが、とろりとあふれ出すぞくりとする感覚に感じそうになるのを必死に我が慢まんする。

「───結局、約束なんてなんの意味もなかったな」

　ぽつりと上総がそんなことを言った。俺は耳みみ障ざわりな自分の荒い呼吸のせいでうまく聞き取れずに聞き返す。

「何？」

「会社には二度と来るな。安曇とも、二度と会うな」

　上総はそれだけ言い置くと、さっさと部屋を出ていってしまう。

「ははっ…」

　思わず笑いが漏もれる。

　何それ。セックスが終わったらそれで終わりかよ。熱が収まったらまるで、厄やつ介かい者もののような扱あつかいをされるなんて……。

「惨みじめだねー…俺も」

　出ていく背中にすがりつくことすら出来ない。

　のろのろと服を着て、中に吐はき出されたものを始末するために、俺はフロアにある男子トイレに向かう。

「最悪…」

　上総の家でするよりもいっそう惨めだった。こんなところで脚を広げて、男の残ざん滓しを搔かき出すなんて、屈くつ辱じよく以外の何物でもない。

「潮時だろうが……いい加減気づけよ」

　鬱うつ々うつとした気分で家に帰る途中、俺は上総が帰ってくる前に出ていこうと決めた。

　今度は何があっても、ここから出ていく。

　二度と戻もどらないよう忘れ物も何も残さずに、俺がここで暮らした数日の痕こん跡せきを全すべて消し去って出ていこう。

　そうしないと、俺はどんどん惨めになっていく。いくら好きな相手でも、捨てられるのを大人しく待っているなんてやっぱり耐えられない。

　通用口をくぐって中に入る。家に入ったらまた二匹ひきに散歩をせがまれるだろうが、今回は無視しよう。ぐずぐずしていると、最初の日のように上総が帰ってきてしまう。

　だけど通用口から家に入り、玄関に向かって歩いている途中で、俺は突とつ然ぜん誰だれかに襟えり首くびを摑つかまれた。

「うわっ」

　そのまま背後の男の腕うでの中に倒たおれ込むと、見知った顔がすぐ近くにあった。

「お仕置きしなきゃな、春樹。いい加減お前も、自分の立場を分かったほうがいい」

　浩一に頭を強く殴なぐられ、俺はそのまま意識を失った。最後に自分が倒れる音が耳に届く。

　───ほんと…最悪。
















　体が窮きゆう屈くつだな。そう思いながら意識が覚かく醒せいする。

　目を開けると部屋の中は薄うす暗ぐらい。窓の外を見れば、すっかり夜だった。

　頭が痛くて、思わずこめかみに触ふれようとしたら腕が動かなくてはっとする。振ふり向こうとしたら反対側の腕が引きつった。

「あ？」

　両手が頭の上で縛しばられている。両足もまとめて縛り上げられている。

　一体何が起こったのかとパニックになりかけて、見覚えのある部屋に浩一に殴られたことを思い出した。

　───ここは浩一の家だ。

「……マジかよ」

　いきなり拉ら致ちられて、おまけに拘こう束そくだなんて勘かん弁べんしてほしい。

　少しの余よ裕ゆうもないほどきつく手首を縛られたせいで指先は白く、心なしか小指は紫むらさきになってきている。時間の感覚があまりないが、手首がひどく痺れているから結構前から縛られているんだろう。壊え疽そしたらどうしてくれるんだ。

　いや、それよりもここで殺されたらどうしよう。

「……ありえるかも」

　何をするか予測できないから怖い。

　怖いが、どうやら自力でこの状じよう況きようを脱だつすることは出来なそうだ。

　足も腕も固かたく縛られている。かろうじて声は出るが、このマンションの壁かべは厚く、お隣となりさんの帰宅はどちらも夜遅おそい。

「罰ばつかなぁ」

　これは、今までいい加減な恋れん愛あいしかしてこなかったことへの報むくいなのだろうか。

「なんだ、もう気がついたのか」

「……浩一」

　部屋のドアを開けて入ってきた浩一は、手にビデオカメラを持っていた。

　俺を撮さつ影えいして、弱みを握にぎるつもりらしい。浅はかな魂こん胆たんだ。もっとましな方法を思いつかなかったのか、と心底呆あきれる。

「お前が二度と逃にげないようにね、保険を掛かけようと思ったんだよ」

「…あっそ」

「お前の大学で、コレを上映したらさぞかしおもしろいことになるだろうね」

　どうやって上映するんだよ、そんなの。

　バカにしようとしたが止めておいた。それくらいの理性は残っている。いくら浩一に腹が立っても、ここでキレたら終わりだ。少しぐらいうまく立ち回らないと、本気で殺されかねない。

「服はいらないな」

　浩一は一度部屋を出ていくと、ハサミを持って戻ってきた。そしてハサミでＴシャツを裾すそからジャキジャキと切っていく。刃はがひやりと皮ひ膚ふに触れた時は、我知らずびくりと震ふるえた。

　その反応を、浩一は楽しんでいるようだった。

「怖いのか？　春樹」

「………怖いよ」

　正直なところ、恐きよう怖ふはあまり感じていなかった。だけど、浩一は俺の恐怖を望んでいる。だったら望みどおり振る舞まってやる。

　すると、自分の優位に満足するように浩一が笑った。

「大だい丈じよう夫ぶ。お前がいい子ならそこまで酷ひどいことはしないから」

　……楽しそうで羨うらやましいよ。俺はこんなに悲ひ惨さんな状況だっていうのに。

　ジャキンッと最後までシャツが切られ、はだけた胸に浩一が頰ほおを寄せてきた。

「やっぱり春樹が一番綺き麗れいだ…」

　うっとりとそう言って、胸の突とつ起きを嬲なぶるように浩一の舌が伸のびてくる。昔はそれなりに感じた愛あい撫ぶも、今ではナメクジが這はっているようにしか思えない。全身に鳥とり肌はだが立つ。

「春樹、春樹」

　音を立てて皮膚を吸われる。浩一の手が俺の下か肢しに伸びた。

「ああ、足の縄なわだけは切ってあげないと入れられないなぁ。どっちみち腕を縛っているから逃げられないよ。暴れたら、足は動かないようにするからね」

　浩一の言葉に、本気が垣かい間ま見みえる。医者である浩一なら、足を動かなくさせる効率のよいやり方を知っているのかもしれないが、そんなもの俺は実じつ践せんされたいとも思わない。

　大体、拘束プレイやＳＭプレイは趣しゆ味みじゃないんだ。確かに性に対しては人一倍柔じゆう軟なんなほうだが、生あい憎にく俺は浩一のような変態ではない。

「ああ、春樹」

　喘あえぐように名前を呼びながら、浩一が俺の足の縄をハサミで切る。縄の拘束が解かれても、きつく縛られていたせいで足が痺しびれているのが分かる。じわじわと血流が再開されていく感覚がむず痒がゆい。

「ああ、皮膚が切れちゃったね。少し血が出てしまったな」

　どうもハサミの先で肌を引っかけたらしい。俺は見えないが、痛くないのでかすった程度なのだろう。

「春樹」

　下着もズボンも下げられていく。

　これで、助けを呼ぶのにさらなる勇気が必要になったわけだ。縛られて裸はだかで転がされている男が助けを求めるのと、服を着て縛られている男が助けを求めるのじゃ、全然意味合いが違ちがってくる。

　俺の胸に顔をこすりつけるようにしてくる浩一から、整せい髪はつ料りようのにおいがした。いつも浩一が付けてるやつだ。それがやけに鼻につく。

「濡ぬれてるな、一体誰だれのを銜くわえこんできた？」

　後こう孔こうの入り口を親指の腹で押した浩一が、怒いかりを無理矢理押し殺すような声で言う。

　上総の奴やつ、あんなところで中だしなんかするから、こんなことになるんじゃないか……。これでキレた浩一に殺されたら、絶対に上総のところに化けて出てやる…！

「春樹」

　ぐいっと髪かみを引かれた。

「なんのために口を塞ふさがなかったと思ってる？　答えろ。じゃないと」

「じゃないと？」

「……しゃべりたくないなら、一生しゃべれないようにしてやるぞ？」

　……まじ怖こわっ。

　目がイッちゃってるじゃん、こいつ。

「……浩一」

「なんだ？」

「浩一が撮とりたいなら撮って、俺、浩一にもっとたくさん見られたい」

　吐はき気けを耐たえて、俺は甘えた口調でそう言ってやる。

　プライドがどうのよりも、今はどうやって逃げ出すかが先決だ。プライドなんて後で取り戻もどせばいい。ビデオだって、後でどうにでもなる。

「ね、浩一。早く、俺を浩一で満たしてよ…」

　目を伏ふせて、誘さそうように唇くちびるを緩ゆるく開いた。

　自分が一番自信のある表情をして、脚あしを浩一の腰こしに絡からめてやる。一発抜ぬけば浩一も少しは興奮が抜けるだろう。今いま更さら出し惜おしみするような体でもない。さっさと終わらせてしまおう。

「春樹。お前は本当に可愛かわいいね」

　のし掛かかってくる浩一が、そっと俺の首に手を回す。

「浅はかで、無神経で、人の痛みなんて、どうだっていいんだろう？　春樹は本当に可愛くて、なんて残ざん酷こくなんだろうね」

　ゆっくりと首に絡み付いてくる浩一の手。柔やわらかく掌てのひらで包むような触れ方だが、それが余計に俺の恐怖を煽あおった。

「マジ、かよ」

　思わず演技も忘れてかすれた声が出る。

　浩一の目には、もう光はなかった。まるで俺のことも見えていないみたいだ。

「最後まで、お前は俺を裏切ったんだな」

　っていうか、最後ってなんですか……？

　冗じよう談だんじゃない。新聞に『男同士の痴ち情じようの縺もつれ、全ぜん裸らの絞こう殺さつ死体』なんて見出し発表されるのだけはごめんだ。

　慌あわてて俺は自由になっている足で浩一を蹴けるが、どうしてもうまくいかない。

「てめぇっマジふざけんなよ！　医者が人殺しかよっ」

「だってもう、こうするしかないだろう？」

「こうするもなにも、別れりゃすむ話だろっ。世界には星の数ほど人がいるんだから、お前の運命の相手ともこれから会えるって！　自信を持ってがんばれ!!」

　ダメだ！　ここで死ぬのだけはダメだ。

　息子むすこが男の恋こい人びとに殺されたりしたら、親父おやじが切腹しかねない。葬そう式しきでは恐おそらく元彼氏、元彼女が集結するだろう。ただでは済まないに決まっている。乱らん闘とうは必ひつ至しだ。

　そんなことになったらあとで弟の秋人にどんな嫌いやみを言われるか！

「春樹」

　絡みついた手に、徐じよ々じよに力がこもり始める。

　めちゃくちゃに暴れても、浩一はびくともしなかった。腕うでが自由になればなんとかなるかもしれないと、手首を揺ゆらしてみるが拘こう束そくからは抜けられない。

　本当に殺されるのかな。そう思うと、もうだんだん騒さわぐ気力もなくなってくる。

「…く…っ…」

　だけど息が苦しくなって眉み間けんに皺しわを寄せた瞬しゆん間かん、玄げん関かんのドアががちゃりと開く音が聞こえてきた気がした。

　そして騒そう々ぞうしい足音と共に、部屋のドアが開けられる。

「春樹！　いるのか!?」

　その時のことを、俺は一生忘れないだろう。

「お前、春樹を放せっ！」

　叫さけびながら浩一を俺から引きはがし、上総は奴を殴なぐって床ゆかに押さえつけてしまう。

　押さえつけながら浩一に向かって何事かを怒ど鳴なる上総を見ながら、俺は安心感から意識を失ってしまったのだった……。










　目を覚ましたのは車の中だった。

　助手席に寝ねそべりぼんやりと窓の外に流れる景色を見ていた俺は、はっとして体を起こす。

「大丈夫か？」

「……かず、さ」

　車はちょうど家に着いたところだった。上総はさっさと車を降りて、玄関を開ける。

　俺も車を降りなきゃと思ってドアに手を掛かけた途と端たん、自分の姿に気がついた。見れば全裸にシーツを巻いただけの格好だ。

「な、何、これ」

　そういえば、浩一に服を切り裂さかれたんだっけ。

　ということは、マンションの部屋から車まで、俺はこの格好で上総に連れてこられたということだろうか？

　夜とはいえ誰かに見られたんじゃないだろうか。まぁ、二度とあんなところに行くこともないだろうから、誰に見られたって痛くも痒くもないけれどさ。

　ぼんやりとそんなことを考えていると、上総がガチャリとドアを開ける。そして無言で俺の膝ひざの裏と背中に腕を回してきたのだ。

「え、ちょっと？」

「腕を回せ」

　強い口調に気け圧おされて、俺は言われるがままに上総の首に手を回す。するとお姫ひめ様さま抱だっこよろしく上総が俺を抱き上げて、車のドアを蹴って閉めた。

　横抱きにされてすぐに、俺を覆おおっていたシーツがはらりとはだけて玄関の外灯の下もとに肌がさらされる。慌てて空いているほうの手で、俺はシーツをたぐり寄せた。

　上総は家に入ると、やってきた二匹ひきに「ハウス」と言った。二匹は不平も言わずに奥に引っ込んでしまう。

「上総、俺歩けるけど…」

「黙だまっていろ」

「……はい」

　流石さすがに今日は逆らう気になれない。

　ゲストルームに入ると、上総は俺をソファーの上に下ろした。そして玄関のドアを閉めに行ってからまた戻ってくる。

「よく俺のいた場所が分かったね」

　助けてくれたことには感謝しているけれど、浩一の家にどうやって上総が来たのかすごく疑問だ。家の場所どころか、そもそも浩一の名前だって知らなかったはずなのに。

「探さぐらせていた」

「え？」

「安曇から質たちの悪そうな男だと聞いてたから、再犯の可能性があると思ったんだ」

　探らせるって……探たん偵ていとか…？

「な、なんで？」

「相手はお前に執しゆう着ちやくしてるようだし、この家に春樹がいることも知っているようだと安曇から聞いていたし、最近不ふ審しんな男を家の近くで見かけていたからな」

　いや、俺が聞きたいのはなんで俺のためにそこまでするのかってことなんだけど。

　もしかして犬の世話をしなくていいというのは、散歩の時に俺が狙ねらわれないようにという配はい慮りよだったのだろうか。

「でも俺が浩一の家にいるって、どうして分かったの？」

「バッグ」

「え？」

「庭にバッグが落ちていた」

　そういば、浩一に殴られた時はまだバッグを持っていた。気絶した時に落としてしまったんだろう。

「そっか」

　俺は心配されたのが嬉うれしくてにやける口元を必死で引き締しめようとする。そして誤ご魔ま化かすために俯うつむいて、俺は手首をさすった。

　赤あか紫むらさきになった手首には血が滲にじんでいる。これは前回よりも消えるのに時間がかかりそうだ。皮ひ膚ふがすれて薄うすくむけている。

「富沢浩一には話をつけておいた。あいつが二度とお前の周りに現れることはない」

「……すごいね、どうやったの？」

　あんなに俺に執着していたのに。俺を殺そうとまでした男があっさり引いてくれるなんて思えない。安曇の時は恐らく、俺がこの家にいることを知っていたから引いたのだ。

「富沢浩一の家族構成を知っているか？」

「よく、知らないけど…？」

「離り婚こん歴があって前妻との間に二人子供がいる。離婚理由は妻の浮うわ気きで、お前にやったことと同じことをやったそうだ」

「それって……」

　首を絞しめて脅おどしたのか。

「奥さん死んだの？」

「意識不明に陥おちいったのを富沢が蘇そ生せいさせたらしい。妻は不ふ貞ていを働いたが夫は殺人未み遂すいだ。妻は離婚の受け入れと養育費の支し払はらいを条件に富沢を訴うつたえなかったらしい」

　そんな背景があったなんて知らなかった。

　離婚歴があることや子供がいることは聞いていたけれど、具体的な離婚理由までは聞いていない。医者は生活が不規則だから、そこに嫌気が差したのかと思っていた。

「富沢が子供に会えるのは月に一度。だが、春樹とのことが明るみに出ればその一度ですら取り消される可能性がある」

　つまり上総はそれを盾たてに浩一を脅したのか。俺じゃ到とう底てい出来ないやり方だ。

「……ありがとう、俺、上総に迷めい惑わくかけてばっかりだな」

　上総の役に立ったのなんて本当に犬のことに関してだけだ。それ以外では厄やつ介かい者ものでしかない。

「明日にはちゃんと、出ていくから」

　こんな迷惑をかけておいて、まだ居させてくれなんて言えるわけがない。誰だれだって、こんな厄介な相手を置いておくのは嫌に決まっている。

「どうしてもか？」

「……ごめん」

　もともと出ていくつもりだった。上総に優やさしくされて気持ちはぐらついているけれど、ここにいたらまた何か迷惑を掛けてしまうんじゃないかと思うと、居たたまれない。

「ごめん。結局、約束も思い出せなかった」

　頭を下げる。

「春樹…」

「ごめんなさい」

「春樹が悪いわけじゃない」

「…ごめんなさい」

「本当は、分かってたことだ。忘れていることも覚かく悟ごしていた。ただ、覚えていてほしいとも思っていたから苛いらついていたんだ」

　その言葉に俺は思わず顔を上げる。すると上総は優しい顔で苦く笑しようした。

　上総の言葉の意味が分からずに問うように見つめていると、上総は「約束は、もういいんだ」と口にした。

「覚えていないのも無理はない。俺は四年前、メゾン・デラブレで君に誘さそわれた」

「え？」

「ろくに呂ろ律れつも回ってなかった君は、俺に一夜の関係を求めた。俺は近くのホテルで君を抱いて、ベッドの中でたくさん話をした」

　そんなことを言われても何一つ覚えてなくて、首を傾かしげる。

　四年前と言えば、俺はまだ高校生だ。恐おそらく翌日に学校があったとか、何か用事があったのだろう。相手が目覚める前に逃にげるようにホテルを出た記き憶おくは、いくつもありすぎて的が絞しぼれない。

　そもそも記憶がなくなるほど酔よったことなんて、あっただろうか。そう言えば前にあのバーに行った時、柴崎は『春樹なのか？』と上総に聞いていた。

「一夜限りの関係ばかり繰くり返すのは、本気になるのが怖こわいからだ。前に一度ひどい失しつ恋れんを経験しているから、もう本気になりたくない。四年前君はそう言った」

　それは、確かに俺の本音だ。だけど今まで誰にも言ったことはなかったはずなのに……。

　二度目につきあった男に『男同士なんてただのお遊びだ。お前も、熱くなるなよ』と言われた時、男の言葉どおりに俺にとって恋愛は遊びに変わったんだ。

「だけど、もしもそういう臆おく病びような自分も含ふくめて好きだと言ってくれる人が現れたら、もう一度本気の恋愛をしてみるのもいいかもしれない」

　上総は再び昔の俺のセリフを口に乗せる。

　ぼんやりと霞かすみがかかった記憶が戻もどってきたような気がした。その会話は覚えている。当時の上総の顔は思い出せないが、あのときの声やセリフは切れ切れに思い出せる。

『俺じゃダメか？』

『出会ったばっかりだよ。それじゃいつもの恋愛と変わらない』

『だったら、もう一度会った時にもう一度申し込む。再び会えたら、それは運命だ』

『あはは。意外にロマンチストなんだね。いいよ、もう一度、あんたに会ったらその時は…』

「……その時は俺からあんたに申し込むから、あんたは俺を放さないで…よそ見出来ないくらい俺のこと捕つかまえて俺に本気の恋愛を教えてよ」

　記憶の中の言葉を口にする。あの日、なんでそんなになるまで飲んだのか、さっぱり思い出せない。どうせ何かのやけ酒だろう。

「ようやく…思い出したな」

　もういいと言っていたけれど、俺が思い出したのを知ると上総は嬉しそうにほほえむ。

　そんな顔、今まで一度も見たことがない。すごく、綺き麗れいだと思った。見ているだけでどきどきしてくる。

「もうずっと前から、君が好きなんだ」

　言っている意味が分からない。

　俺のことをずっと、抱だき人形みたいに扱あつかってきたじゃないか。二度と会社に来るなって、突つき放したじゃないか。俺のことなんて、どうでもいいと思っていたんじゃないのか？

　俺が何も言えないでいると上総が指で俺の顎あごを取り、顔を上向かせた。

「好きだよ」

　魔ま法ほうの言葉のように、体が熱くなった。どうしていいのか分からないくらい恥はずかしくて、幸せで、思わず声が詰つまる。

「……雪より、雪より俺のこと好き？」

　祈いのるような気持ちで上総の口元を見つめる。

「雪？」

「…だって上総、あいつが好きなんだろう？　あいつと、キスしてたじゃん」

　あの可愛かわいい男のことが。

「雪はただの部下だ。あれは、あいつが勝手にしてきただけだ。それにいくらなんでも、子供の頃から知っている従兄弟いとこ相手に恋愛感情など持てるわけがない」

「でもっ…家に上げてたじゃん。それに雪は…上総のことが好きだよ」

　特別だって…言ったじゃないか。

　それが上総にとって血の繫がりを意味するとしても、雪はそう思っていないだろう。

　あんただって、俺なんかよりもあいつと居るときのほうが、穏おだやかな顔をしているくせに。

「関係ない。俺が欲しいのは、お前だけだ」

　信じられない。そんな言葉。

「俺なんかのどこがいいの。価値があるのは体だけだって、上総だってそう言っただろう？」

　上総が俺の頰ほおに手を滑すべらせた。

「君が自分をそんな風に卑ひ下げするのは初めて見るな」

　あんたのせいだろうが。あんたが俺の調子を狂くるわせる。あんたの前じゃプライドも自信もぼろぼろになる。

「努力してるくせにそれを気取られるのが嫌きらいで、本当は強くないくせに強がってる」

「俺は…」

「本気になるのを怖がってるくせに、本当は本気の恋愛がしたくてたまらないんだろう」

　上総が頰に唇くちびるを寄せた。それだけで心臓が跳はねる。

「そういうところが、可愛い」

　思わず目を瞑つぶった。恥ずかしくて目を開いていられないと思った。何度も頰や目め尻じりに、唇に触ふれられてますます目を開けられなくなる。

「ん」

　自分の甘えたような声すら恥ずかしい。

　どうしようもなくなって、上総の体を押しやるように肩かたに手を掛かけると、そのまま上総にその手を握にぎり込まれる。

「今度は、君の番だろう？」

　ほほえみながらそう言われて、逆らう気も起きない。恥ずかしくて目を逸そらすと、頰に触れられて無理矢理視線を合わせられた。動どう揺ようをやりすごすように何度も瞬まばたきを繰り返したが、うまくいかずに目を伏ふせる。

　それでも言わなければならないのは分かっている。

「……俺、上総が好きだ。…俺と本気でつきあってくれますか？」

　告白自体は生まれて初めてじゃない。つきあってほしいも、好きも飽あきるぐらいに口にしてきた。なのに、今日は自分でも呆あきれる程ほどに緊きん張ちようする。語ご尾びがみっともなく震ふるえて、また顔がじわりと赤くなる。

　気持ちを告げるという行こう為いが、こんなにも大変なものだと思わなかった。

　上総は何も言わずに、俺の体に手を回す。上総の腕うでが背中を抱く。自分の心臓がどきどきしているのが分かる。きっと触れたところから、上総にも伝わっているんだろう。だけどこればかりは自分の意思でどうにかなる問題ではない。

　どんどん速くなる自分の鼓こ動どうに気を取られていると、上総が俺の耳元で「もちろんだ」と言った。

「あの男の気持ちも分かるな。閉じこめて、放したくない」

「放さないでよ」

　上総の体に強く抱きついた。

　抱きしめる理由なんて、そんなのいらなかったんだ。好きって気持ちだけで十分だった。

「好きだよ、上総。俺も上総が好き」

　言った途と端たんに上総にキスをされる。

　エレベーターの中でしたような、激しく奪うばうようなものではなく、ゆっくり確かめるように何度も、角度を変えた。唇だけを触れ合わせるような、優しいキスを繰り返す。

「春樹」

　囁ささやかれて体が燃える。

　そっと触さわられた皮ひ膚ふに、浩一に触られたことを思い出す。

「だ、ダメだっ」

「どうして？」

「汚きたないっ…俺、汚いから。シャワー浴びさせて、浩一が触ったところに上総が触るの嫌いやだ。上総が汚よごれる」

「気になるなら、俺が洗おう」

「え？」

　再び、抱き上げられた。

　ふらつきもしない確かな足取りで、風ふ呂ろ場ばまで運ばれる。浴よく槽そうの縁ふちに座るように促うながされて、手を突ついて腰こしをかけた。

　程良い温度に調節されたシャワーで上総は自分の服が濡ぬれるのも構わずに俺の体を洗う。

「上総っ」

　上総に体を洗われるのが、逃げ出したいと思うくらいに恥ずかしい。

「俺一人でできるからっ」

「させてくれ」

「でも…」

「あの男が触れた部分を春樹の体からなくしたいんだ」

　そうまで言われたら、何も言い返せない。

　黙だまり込んだ俺は体を流れていく湯と、柔やわらかく泡あわを含ふくんだスポンジが体を擦こするのをただ感じる。洗う以外の他意もなく、体中にこすりつけられた泡を上総はシャワーで流していく。

　俺は腰を掛けたまま、跪ひざまずくようにしてくるぶしの泡を流す上総を見ていた。

　伏せた目のまつげが長い。

　この男が自分のことを好きだと言ったんだ。そう思うと胸がどきどきした。

「これ、どうした？」

　上総が俺の足首を持って聞いてくる。

　傷ついた踝くるぶしは血が固まっていた。薄うすく皮膚を切っただけだから、大した出血じゃない。そもそも切ったときも痛くはなかった。

「あ。それは、浩一に…」

「あの男にやられたのか？」

「う、うん」

　頷うなずくと、上総は真しん剣けんな顔でその傷口を嘗なめた。

「っ」

　ちゅっと音を立てて優しく舌を這はわされる。

「上総、なんかこの体勢でそんなことされると、すごく倒とう錯さく的なんだけど」

　全ぜん裸らで脚あしを差し出す俺と、シャツが濡れて張り付いた上総が跪き脚に口づける様は、自分たちでやりながらもエロティックだと思う。

　うっかり鏡に映る自分を見てしまうと、その物欲しげな表情に恥ずかしくなる。

　上総は俺のとまどいを読みとって、口元だけで笑うと、俺の顔を見ながらそこに見せつけるように舌を這わせた。

「もっ、そんな顔するなよ」

　そんな官能的な顔。

　どうしてそんな顔できるんだろうってぐらい、劣れつ情じようをあおられる。

　こっちはこんなにいっぱいいっぱいなのに、挑ちよう発はつしてんじゃねぇ。

「春樹」

　優しく呼ばれて、理性が利きかなくなる。でも、もう理性なんていらないんだ。

　上総に隠かくさなきゃならなかった自分の気持ちはもう打ち明けた。素す直なおにねだっていいんだと思ったら、欲望ばかりが頭に渦うず巻まいた。

　そっちがその気なら、俺だってやってやる。

「…触って、俺にもっと触って。いつもみたいに乱暴にしていいから、体中…上総が触って」

　脚を開いて、自分の性器の奥に指を這わせながらそう言った。だけど言っている最中から、どうしようもなく恥ずかしくなって、声はどんどん小さくなった。これじゃ、余よ裕ゆうがないのがバレバレだ。言わなきゃ良かった。

　上総の笑えみを刻んだ唇が鎖さ骨こつの上に落ちた。

　その唇がそこから皮膚の上をたどって、敏びん感かんな部分に触れた。

「んっ」

　上総に触れられていると思うだけで、それだけで体がおかしくなる。

「勃たってるんだな」

　腰を強く引き寄せられて、上総の腹に俺の性器が当たる。

「……だって」

　だって相手が上総なんだから仕方ないじゃないか。

　ちょっと触れられただけで、全部感じるんだ。

　それに上総だって、同じだ。

「可愛かわいい」

　上総にそう言われるだけで体が溶とけそうになる。

　いつもの乱暴なセックスとは違ちがって、今日はやけに優しい。まるで壊こわれ物を扱あつかうかのように触れられる。嬉うれしくて、どうにかなりそう。

「好きだよ」

「ん…」

「好きだ。…絶対に安曇なんかに渡わたさないからな」

　え、なんでそこで安曇？　浩一とかじゃなくて？

「安曇さんとは、本当に仕事してるだけだよ？」

「でもあいつは春樹を狙ねらってるだろう」

　それは、そうだけど…。

　でもそれは雪が上総を想おもっているのと同じだ。いや、たぶん安曇の俺に対する想いはもっと軽い。彼のはただの遊びだ。確かに最後に手に入れるのどうのと言われたけれど…。

「安曇が俺を狙ってても関係ない。俺が好きなのは、上総だけ。…上総がいい」

　自分からキスをすると、いつものように上総が優しく俺の髪かみを梳すく。

　凄すごく優しいその仕し種ぐさがなんだか懐なつかしいと思っていた理由を唐とう突とつに思い出した。

　四年前、人ひと恋こいしくて出かけたあの店でやけに格好いい男を捕つかまえて、ホテルに向かったんだ。

　そいつはセックスが上手うまくて、俺の話を親身に聞いてくれた。つきあいたいとも思ったけれど、俺みたいなダメなやつじゃなくて、もっとちゃんとした相手が似合うだろうから、身を退ひいてやったんだ。俺は再び出会えるなんて、運命なんて信じていたわけじゃない。

　いい奴やつだから身を退いてやったんだ。ホテルを出ていくときに「惜おしいことをしたな」なんて思って、引き返そうかどうしようか迷ったのを覚えている。

　───あれが、上総か。

　今では格好いいということだけしか覚えていない。

　どんな顔だったのかうまく思い出せないけれど、優しい手だけは覚えている。

「春樹」

　くすぐるように唇くちびるを寄せてくる。

　四年間も覚えていてくれてありがとう。

　こんな人間のことを、好きでいてくれてありがとう。

　また好きになってくれてありがとう。

「今日ね…人生最悪の日だと思ってた。でもさ、今日は人生最高の日だよ。…上総が俺を好きって言ってくれるの、すげぇ嬉しい」

「俺も嬉しいよ」

「俺…出て行かなくてもいい？　側そばにいていい？」

　俺の言葉に上総がまた綺き麗れいな笑顔を見せてくれる。

「ああ」

　すごく綺麗で、見ているだけで心が温かくなる。

　もう絶対に忘れない。触ふれられながらそう思った。ずっとずっと好きでいる。

　体中に触れてくる上総の熱を感じながら、俺はじわりと目に滲にじんだ涙なみだを隠すように上総の胸に顔を押しつけた。

　うれし泣きなんて、人前で泣くなんて生まれて初めてだ。
















「春樹……」

　シェービングを終えて浴室から出てきた上総は咎とがめるように俺を見た。

　俺は昨日の夜の疲つかれが残っているせいで、まだ起き上がりたくなくてベッドの中から上総を見上げる。どうせ服屋のバイトは午後からだ。ギリギリまで家に居て、毎日慌あわてながら愛車を飛ばして通っている。

　弁論大会も終わったから特にするべきこともない。大学は始まったが最終学年の後期なんて卒論がなかったら、特に行く理由もない。俺の卒論は大会用の原げん稿こうを多少手直しして、使い回すことに決定している。大会優勝原稿だから、卒業できるのは決まり切っている。

「何？」

「こんな目立つところにキスマークをつけるなと何回言えば分かるんだ？」

　ネクタイを締しめても見える位置。襟えりからはみ出す赤い痕あとは俺の所有印だ。

「宣戦布告」

　雪はきっとそれを見つけるだろう。せいぜい悔くやしがるといい。売られた勝負は買ってやる。

　あいつはどうせこれじゃ諦あきらめないだろうけれど、上総に対する気持ちじゃ負けない。

「まだ雪が気になるのか？」

　呆あきれたような上総の言葉に唇をとがらせる。何度も「雪はただの部下」だと言われたって、その部下と一日職場で何時間も一いつ緒しよにいると知っているから、嫉しつ妬とせずにはいられない。

「……浮うわ気きしたら殺してやる」

　睨にらみ付けてそう言った俺の言葉に上総は多少呆れたように、寝ねている俺の髪を梳く。

「嫉妬深い男は嫌きらいだったんじゃないのか？」

　確かにそうだよ。自分がその嫌いなタイプになるとは思わなかったけどさ。

　だけど仕方ないじゃないか。

　こんなに好きなんだから。上総が誰だれかと二人きりでいるのを見るだけで、それだけで嫉妬するぐらいに好きなんだから。

「だって絶対に取られたくないんだよ」

　上総はふっと笑った。柔やわらかくて屈くつ託たくのない笑顔だ。

　見た途と端たんに顔が赤くなる。なんて、格好いいんだろうと思った。

　つきあって一ヶ月も経たつ。同どう棲せいしているから毎日顔を見ているのに、未いまだに笑顔ぐらいで赤面する自分が恨うらめしい。

　上総は俺の首筋に顔を埋うずめちくりと痛いほどに皮ひ膚ふを吸った。

「何？」

「宣戦布告」

「安曇のこと？」

「また仕事頼たのまれてるんだろう？」

　そうだけど、安曇の興味はもう俺にはない。最近は純じゆん粋すいに仕事を世話してくれている。

　就活をしていないと言ったら、「上総は何も言わないの？　親おや御ごさんは？」と俺以上に俺の将来を心配していた。最近は口説かれるよりも、会うたびに「やりたい仕事は何か見つかった？」と大学の教務課にいる進路指導担当のように聞いてくる。

　基本的にお兄さん気質かたぎなんだろう。

「安曇は全然心配ないと思うよ？」

　笑いながらそう言う。

「他ほかにも狙ってるやつがいるかもしれないから、これでいい」

　上総の唇が、髪にも落とされた。

「行って来る」

「ん、いってらっしゃい」

　手を振ふりながら上総を見送る。確かに雪のことは未だに気になるけれど、上総は会えるか分からない俺のことを四年間も想い続けたんだ。四年の間、飽あきるほど俺と会った店に通って、それで柴崎と仲良くなったのだと言っていた。

　それを考えれば、所有印なんて必要ないのかもしれない。

　上総が付けた痕を指先でそっと辿たどる。

　幸せだなって思ったら、なんだかつきあう前より胸がどきどきした。
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